
この学生募集要項を希望される方は、以下のいずれかの方法によって申し込んでください。

１ 金沢大学のホームページから資料請求をする場合
金沢大学のホームページから直接，テレメールによる資料請求ができます。
詳しくは，金沢大学入試情報ホームページ
（http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html）をご覧ください。

２ テレメールで請求する場合（インターネット，電話）
� インターネット（携帯電話・パソコン・スマートフォン）又は電話を利用してください。

� 資料請求番号（６桁）をプッシュ又は入力してください。

� ガイダンスに従ってお届け先を登録してください。
※ テレメールをご利用済みの方はお届け先の登録は不要です。
※ 請求から２～３日後に資料が届きます。ただし，受付時間や地域，配達事情によっては
４日以上かかる場合もあります。５日以上経っても届かない場合はテレメールカスタマー
センターまでお問い合わせください。
なお，発送開始日以前の請求分は発送開始日に一斉に発送されます。

※ 料金はお届けする資料に同封の支払い方法に従ってお支払いください。なお，支払い手
数料が別途必要になります（ケータイ払いは５０円。コンビニ支払いは８４円。ゆうちょ銀行・
郵便局のATM扱いは８０円，窓口扱いは１２０円。複数資料の料金をまとめて支払うことも
できます。）

３ 郵便局で請求する場合
郵便局（旧普通郵便局に限る）に設置されている「国公私立大学・短期大学及び通信教育課
程，大学校募集要項（願書）請求申込書」（郵便局用願書請求カタログ）に必要事項を記入の
うえ，料金（２�の表と同じ）と払込手数料１２０円を添えて，最寄りのゆうちょ銀行又は郵便
局の貯金窓口で申し込んでください。受付から１週間程度で送付されます。（発送開始以前の
申し込みは発送開始の翌日から３日程度で届きます。）

→ １，２，３の方法による請求についての問い合わせ先
テレメールカスタマーセンター 電話 ０５０－８６０１－０１０２

（午前９時３０分から午後６時まで）
４ 金沢大学へ直接請求する場合
郵送を希望する場合は，受信者の郵便番号，住所，氏名を明記し２１０円分の郵便切手を貼付
した返信用封筒（角形２号約３３㎝×約２４�）を同封のうえ，封筒の表に「一般入試学生募集要
項請求」と朱書し，請求してください。
なお，同時に「大学案内」を希望される方は，２１０円に代えて３４０円分の郵便切手を貼付して
ください。
請求先・問い合わせ先
金沢大学学生部入試課入学試験係

〒９２０－１１９２ 金沢市角間町
電話 ０７６－２６４－５１６９，５１７７～５１７９

電話での問い合わせは平日（月～金）午前９時から午後５時までに行ってください。

インターネット
（携帯電話・パソコン・スマートフォン）の場合 電話の場合

http://telemail.jp

IP電話
０５０－８６０１－０１０１

（一般電話回線からの通話料金は日本全

国どこからでも３分毎に約１１円です。）
バーコード

資料名 資料請求番号 送料
一般入試学生募集要項 ９５７９７０ ２１０円
一般入試学生募集要項＋大学案内 ９５７９７１ ３４０円

テレメール

携帯電話・スマートフォンでバーコードを読み取り
アクセスした場合は，資料請求番号の入力は不要です。
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前 期 日 程

医薬保健学域医学類第 1段階選抜合格者発表
2 月 12 日（水）午後 4時（予定）

個 別 学 力 検 査
2 月 25 日（火），26日（水）

※26 日（水）は医薬保健学域医学類の面接のみ

合 格 者 発 表
3 月 8日（土）午後 2時（予定）

入 学 手 続
3 月 15 日（土）まで

※郵送は 3月 14 日（金）必着

持込みは 3月 15 日（土）のみ

平成 26年度 入学者選抜（一般入試）日程の概要

後 期 日 程

個 別 学 力 検 査
3 月 12 日（水）

合 格 者 発 表
3 月 22 日（土）午前 10時（予定）

入 学 手 続
3 月 27 日（木）まで

※郵送は 3月 26 日（水）必着

持込みは 3月 27 日（木）のみ

出 願 期 間
平成 26年 1月 27 日（月）～2月 5日（水） ※郵送のみ

受 験 票 発 送
2 月 13 日（木）頃 ※医薬保健学域医学類前期日程のみ 2月 8日（土）頃

追 加 合 格 者 の 決 定 3 月 28 日（金）～

入 学 4 月
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（注）・本入学者選抜に関するすべての事項は，志願者本人がこの学生募集要項を熟読することによって，必ず本人の責任で確
認してください。
・推薦入試，帰国子女入試及び私費外国人留学生入試については，「平成２６年度金沢大学学生募集要項 推薦入試・帰国子女
入試・私費外国人留学生入試」を参照してください。

『自然災害により被災された受験生の皆さまへ』
金沢大学では，自然災害等の被災者の経済的負担を軽減し，受験生の進学の機会を確保するため，入学検定料免除の
特別措置を講じます。対象となる自然災害及び被災地域など，免除に関する詳細につきましては，本学ホームページを
ご覧ください。

金沢大学ホームページ：http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html
入学検定料の免除を希望される方は，出願前に本学学生部入試課までご連絡ください。



り巡らせている人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

地域においても，国際的な分野においても，人間社会で活

躍するためには，国語・英語および情報処理の基本的な力は

不可欠です。また経済学類では，特に数学の知識を前提にし

た授業を履修することも求められます。さらに現代社会の経

済およびそこでの日本の位置づけを理解するためには，その

前提として地理歴史・公民の知識が必要となります。現代の

環境や技術革新の問題を学ぶためには，これと密接に結びつ

いた科学技術の知識が必要であり，理科を学んでおくことも

望まれます。

【学校教育学類】
「空洞化」した学びを立て直していくには，教師に教科等

に関する専門的な知識や技能及びそれらを教授する能力に加

え，グローバルな視野に立って考え行動する市民的教養と行

動力が求められます。また，様々なトラブルをかかえた子ど

もたちと向き合うためには，子どもたちに共感し，子どもた

ちの世界を読み開く能力も求められます。学校教育学類は，

こうした力量を持った義務教育段階の諸学校の教師を組織

的，計画的に養成することを主たる目標にしており，専門職

としての教師への熱意にあふれた人材を求めます。

学校教育学類には，教育科学コースと教科教育学コースの

もと，教育基礎，特別支援教育，国語教育，社会科教育，数

学教育，理科教育，音楽教育，美術教育，保健体育，家政教

育，英語教育の１１の専修があります。各専修への所属は２年

進級時に，本人の希望，適性等を総合的に考慮したうえで決定

します。なお，選抜の基本方針としては，基礎学力に加え，

英語，そして国語・数学・理科から１教科を課して学力を多

元的に評価します。

求める人材

・専門職としての教師への熱意が旺盛である人

・社会，自然，人間，文化，教育について深い関心を持って

いる人

・自分の見解を表明できると同時に，他者の見解や感情を理

解することができる人

・人類的課題に地域や学校で取り組んでみたい人

入学までに求めること

本学類では，小学校一種免許状と，中学校一種免許状ある

いは特別支援学校教諭一種免許状の取得に必要な科目の履修

が卒業要件となっていることから，次の三点が望まれます。

・小学校の全教科を含む，学校教育の全般についての基礎的

な知識や技術を身につけておくこと

・大学で専門とする予定の分野に関する興味・関心を深めて

おくこと

・これまでの学校経験を省察するなどして，学校や教師のあ

り方について自分なりの考えを持っておくこと

【地域創造学類】
地域創造学類は，それぞれの地域が持つ自然的・文化的資

源，伝統，人材，資金，社会関係などを総合的に活用し，自

治を活かした地域固有のスタイルで住民の福祉・文化・産

業・環境を発展させ，質の高い個性ある地域生活を計画・設

計・政策立案し，地域づくりのリーダーとして活動できる能

力を持つ人材を育てることを教育理念・目標としています。

地域創造学類には福祉マネジメント，環境共生，地域プラ

ンニング，健康スポーツの４つのコースがあります。各コー

スへの所属は２年進級時に本人の希望，適性，学業成績等を考

慮のうえ決定します。なお，選抜の基本方針としては，基礎

学力に加え，前期日程では国語・数学・外国語から２教科を

課して多元的な評価をし，後期では論理的思考力・表現力等

と課題に対する問題意識・知識等を評価します。

求める人材

・地域の歴史・文化・環境・経済・生活に積極的な関心を

持っている人

・個性ある地域を創造していくことに強い意欲を持っている人

・地域との具体的な関わりの中で，福祉・環境・文化・健康

スポーツを中心に学びたい人

・地域における豊かな暮らしの創出に取り組む職業に就くこ

とを希望する人

入学までに身につけて欲しいこと

・地域創造学類では，福祉，環境，地域プランニング，健康

スポーツの側面から，総合的に地域について学ぶことか

ら，文系・理系科目両面にわたり，高等学校で学ぶ教科全

般について理解しておくことが求められます。

・地域創造学類では，地域の問題を調査・分析し，政策立案

できる能力の修得を目指しています。その前提として，地

域社会に対して強い関心を持ち，自ら主体的に情報を集

め，自分なりの考えをまとめられるようにしておくことが

望まれます。

【国際学類】
国際学類はグローバル化する世界を多様な観点から理解

し，異文化との〈しなやかな共生〉を実現することのできる

国際人を送り出すことを目指しています。この目標の実現の

ため高校在学中に「英語」や「政治経済」・「世界史」・「地

理」などの学習に積極的に取り組み，これらの教科の知識を

十分に獲得した数多くの学生が，本学類を受験してくれるこ

とを期待します。もちろん入学後の研究主題によっては，こ

れらに加えて「倫理」など様々な教科を学ぶ必要もあるでしょ

う。また真の国際人として活躍できるよう，自国の歴史・文

化についての教養も不可欠です。そこで受験生のみなさん

に，日本理解の基礎として「日本語」（国語）及び「日本史」

の学習を強く推奨します。「日本語」により読み・書き・話

すことの能力は，大学で高度な知的訓練を受けるにあたり絶

対必要な条件です。また国内外において外国の人々と，積極

的にコミュニケートする意欲をもつことが望まれます。従っ

て，選抜の基本方針としては，基礎学力に加え，前期日程で

は国語・英語の学力，後期では英文を含む小論文課題の読解

力・分析力・思考力・表現力等を重視します。

求める人材

・高校時に学習する「政治経済」，「世界史」等の知識を踏ま

１．入学者受入方針

《人間社会学域》

【人文学類】
人文学類では，広範な人間の行動・思考・創造と，その蓄

積としての思想・歴史・文化，あるいはそれらすべてに関わ

る言語等を学問的に取り扱い，これら諸学問の専門知識を有

し，総合的・学際的視野を持った人材の養成を目指します。

例えば，情報処理能力と柔軟な思考力をもって組織をリード

できる人，社会調査・フィールドワークを企画・実施する能力

を有する人，外国語コミュニケーション能力を有し国際的に活

動できる人など，学術上の基礎訓練を活かし活躍できる人材

の養成を目標とします。

２年進級時に１５の専門分野のうちから，本人の希望，学業成

績等を考慮の上，所属する専門分野を決定します。なお，選

抜の基本方針としては，基礎学力に加え，前期日程では人文

学類の基本的科目である国語・外国語能力，後期では小論文

課題の理解力・論理的思考力・表現力等を重視します。

求める人材

・人間の行動や思想に積極的な関心を持ち，人間探求に挑も

うとする人

・社会や文化に関する課題を発見し探求する能力を高めたい

と思っている人

・個性的な発想や観察眼・思考方法の能力を伸ばしたいと

思っている人

・フィールドワークに興味を持ち，調査方法・情報整理能力

を身につけたい人

・外国事情に関心を持ち，外国語のコミュニケーション能力

を高めたい人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

人文学類で学び，探求する事柄は，人間に関する様々な事

象が対象となりますので，高等学校等で学ぶ教科全般につい

て基礎的な知識と理解力・思考力を身につけておくことが望

まれます。

【法学類】
法学類は本学独自の「学類」という名称を冠していますが，

学べる内容は他大学の法学部と同じです。起源は１９４９年に創

設された法文学部法学科であり，１９８０年には法学部へ改組

し，また２００８年には現在の法学類となりました。この間，国

内外の社会状況は大きく変化し，また，今後も常に変化しつ

づけることが予想される中で，個々人が他者と共生していく

ために必要である法と政治に関する基本的な理念や知識は昔

も今も不変であり，そして将来も不変でありつづけることで

しょう。このような認識の下，法学類では，法学・政治学を

体系的に学ぶことを基本としつつ，さらに，現代社会の課題

を発見し解決するためには欠かすことのできない，他者に対

する共感力と，問題解決のための創造力を養うことを目標と

しています。

法学類生の主要な進路は官公署・企業・大学院です。その

ため，法学類では，希望進路に対応する，公共法政策・企業

関係法・総合法学という３つのコースを設けています。各

コースへの所属は３年進級時に決定します。その際，総合法

学コースを志望するためには，２年前期までの成績が一定基

準であることを条件とし，さらに志望者多数の場合は面接等

に基づく選考を行います。他の２コースは希望通りの所属と

なります。なお，選抜の基本方針としては，基礎学力に加え，

前期日程では外国語と国語あるいは数学の能力，後期では小

論文課題の理解力・分析力・表現力等を重視します。

求める人材

・大学での法学・政治学の学習に必要な基礎的知識を備えて

いる人

・社会問題に関心を持ち，よりよい社会実現のために貢献し

たいと願っている人

・論理的思考や情報分析を通じて，また，過去の歴史的経緯

をふまえつつ，社会現象の本質を探究したいという意欲の

ある人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

・高等学校で履修した様々な科目の内容について理解してい

ること

・法律や裁判例の読解，政治的問題の把握，これらに基づく私

見の提示・論述，に必要な国語力を十分に修得していること

・社会的・国際的諸問題の本質を探究し，その解決を図るた

めに必要な社会科目や外国語科目の学力を十分に修得して

いること

【経済学類】
経済学類では，現代社会において国，国の中の地域，国を

越えた各地域で起きている様々な問題に，①経済理論に基づ

く解釈と政策的解決策の検討，②経営・会計・情報の観点か

らの企業活動の分析，③世界各地の経済と社会の比較考察と

いう三つの経済学的アプローチから迫ります。そのためには

経済学を体系だって学ぶことと同時に，その一部を深く専門

的に学ぶことが必要であり，経済学類は，そのどちらも満た

すカリキュラムを提供することによって，現代の様々な問題

に的確かつ迅速に対処することができる専門的知識を持った

人材の養成を目標とします。

経済学類には，経済理論・経済政策コース，経営・情報コー

ス，比較社会経済コースがあります。各コースへの所属は，３

年進級時に本人の希望，適性，成績等を考慮の上決定します。

なお，選抜の基本方針としては，基礎学力に加え，前期日

程では国語・外国語・数学の能力，後期では小論文課題の理

解力・表現力等と英語力を重視します。

求める人材

・経済理論を基礎としながら，現代社会の諸問題の分析と解

決に挑みたい人

・国や地域社会の仕事に携わるために必要な専門的知識を身

に付けたい人

・即戦力として，あるいは起業家として，ビジネス界で活躍

したいと考えている人

・日々の国際的な出来事や企業の動きに鋭敏にアンテナを張

共 通
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り巡らせている人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

地域においても，国際的な分野においても，人間社会で活

躍するためには，国語・英語および情報処理の基本的な力は

不可欠です。また経済学類では，特に数学の知識を前提にし

た授業を履修することも求められます。さらに現代社会の経

済およびそこでの日本の位置づけを理解するためには，その

前提として地理歴史・公民の知識が必要となります。現代の

環境や技術革新の問題を学ぶためには，これと密接に結びつ

いた科学技術の知識が必要であり，理科を学んでおくことも

望まれます。

【学校教育学類】
「空洞化」した学びを立て直していくには，教師に教科等

に関する専門的な知識や技能及びそれらを教授する能力に加

え，グローバルな視野に立って考え行動する市民的教養と行

動力が求められます。また，様々なトラブルをかかえた子ど

もたちと向き合うためには，子どもたちに共感し，子どもた

ちの世界を読み開く能力も求められます。学校教育学類は，

こうした力量を持った義務教育段階の諸学校の教師を組織

的，計画的に養成することを主たる目標にしており，専門職

としての教師への熱意にあふれた人材を求めます。

学校教育学類には，教育科学コースと教科教育学コースの

もと，教育基礎，特別支援教育，国語教育，社会科教育，数

学教育，理科教育，音楽教育，美術教育，保健体育，家政教

育，英語教育の１１の専修があります。各専修への所属は２年

進級時に，本人の希望，適性等を総合的に考慮したうえで決定

します。なお，選抜の基本方針としては，基礎学力に加え，

英語，そして国語・数学・理科から１教科を課して学力を多

元的に評価します。

求める人材

・専門職としての教師への熱意が旺盛である人

・社会，自然，人間，文化，教育について深い関心を持って

いる人

・自分の見解を表明できると同時に，他者の見解や感情を理

解することができる人

・人類的課題に地域や学校で取り組んでみたい人

入学までに求めること

本学類では，小学校一種免許状と，中学校一種免許状ある

いは特別支援学校教諭一種免許状の取得に必要な科目の履修

が卒業要件となっていることから，次の三点が望まれます。

・小学校の全教科を含む，学校教育の全般についての基礎的

な知識や技術を身につけておくこと

・大学で専門とする予定の分野に関する興味・関心を深めて

おくこと

・これまでの学校経験を省察するなどして，学校や教師のあ

り方について自分なりの考えを持っておくこと

【地域創造学類】
地域創造学類は，それぞれの地域が持つ自然的・文化的資

源，伝統，人材，資金，社会関係などを総合的に活用し，自

治を活かした地域固有のスタイルで住民の福祉・文化・産

業・環境を発展させ，質の高い個性ある地域生活を計画・設

計・政策立案し，地域づくりのリーダーとして活動できる能

力を持つ人材を育てることを教育理念・目標としています。

地域創造学類には福祉マネジメント，環境共生，地域プラ

ンニング，健康スポーツの４つのコースがあります。各コー

スへの所属は２年進級時に本人の希望，適性，学業成績等を考

慮のうえ決定します。なお，選抜の基本方針としては，基礎

学力に加え，前期日程では国語・数学・外国語から２教科を

課して多元的な評価をし，後期では論理的思考力・表現力等

と課題に対する問題意識・知識等を評価します。

求める人材

・地域の歴史・文化・環境・経済・生活に積極的な関心を

持っている人

・個性ある地域を創造していくことに強い意欲を持っている人

・地域との具体的な関わりの中で，福祉・環境・文化・健康

スポーツを中心に学びたい人

・地域における豊かな暮らしの創出に取り組む職業に就くこ

とを希望する人

入学までに身につけて欲しいこと

・地域創造学類では，福祉，環境，地域プランニング，健康

スポーツの側面から，総合的に地域について学ぶことか

ら，文系・理系科目両面にわたり，高等学校で学ぶ教科全

般について理解しておくことが求められます。

・地域創造学類では，地域の問題を調査・分析し，政策立案

できる能力の修得を目指しています。その前提として，地

域社会に対して強い関心を持ち，自ら主体的に情報を集

め，自分なりの考えをまとめられるようにしておくことが

望まれます。

【国際学類】
国際学類はグローバル化する世界を多様な観点から理解

し，異文化との〈しなやかな共生〉を実現することのできる

国際人を送り出すことを目指しています。この目標の実現の

ため高校在学中に「英語」や「政治経済」・「世界史」・「地

理」などの学習に積極的に取り組み，これらの教科の知識を

十分に獲得した数多くの学生が，本学類を受験してくれるこ

とを期待します。もちろん入学後の研究主題によっては，こ

れらに加えて「倫理」など様々な教科を学ぶ必要もあるでしょ

う。また真の国際人として活躍できるよう，自国の歴史・文

化についての教養も不可欠です。そこで受験生のみなさん

に，日本理解の基礎として「日本語」（国語）及び「日本史」

の学習を強く推奨します。「日本語」により読み・書き・話

すことの能力は，大学で高度な知的訓練を受けるにあたり絶

対必要な条件です。また国内外において外国の人々と，積極

的にコミュニケートする意欲をもつことが望まれます。従っ

て，選抜の基本方針としては，基礎学力に加え，前期日程で

は国語・英語の学力，後期では英文を含む小論文課題の読解

力・分析力・思考力・表現力等を重視します。

求める人材

・高校時に学習する「政治経済」，「世界史」等の知識を踏ま

１．入学者受入方針

《人間社会学域》

【人文学類】
人文学類では，広範な人間の行動・思考・創造と，その蓄

積としての思想・歴史・文化，あるいはそれらすべてに関わ

る言語等を学問的に取り扱い，これら諸学問の専門知識を有

し，総合的・学際的視野を持った人材の養成を目指します。

例えば，情報処理能力と柔軟な思考力をもって組織をリード

できる人，社会調査・フィールドワークを企画・実施する能力

を有する人，外国語コミュニケーション能力を有し国際的に活

動できる人など，学術上の基礎訓練を活かし活躍できる人材

の養成を目標とします。

２年進級時に１５の専門分野のうちから，本人の希望，学業成

績等を考慮の上，所属する専門分野を決定します。なお，選

抜の基本方針としては，基礎学力に加え，前期日程では人文

学類の基本的科目である国語・外国語能力，後期では小論文

課題の理解力・論理的思考力・表現力等を重視します。

求める人材

・人間の行動や思想に積極的な関心を持ち，人間探求に挑も

うとする人

・社会や文化に関する課題を発見し探求する能力を高めたい

と思っている人

・個性的な発想や観察眼・思考方法の能力を伸ばしたいと

思っている人

・フィールドワークに興味を持ち，調査方法・情報整理能力

を身につけたい人

・外国事情に関心を持ち，外国語のコミュニケーション能力

を高めたい人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

人文学類で学び，探求する事柄は，人間に関する様々な事

象が対象となりますので，高等学校等で学ぶ教科全般につい

て基礎的な知識と理解力・思考力を身につけておくことが望

まれます。

【法学類】
法学類は本学独自の「学類」という名称を冠していますが，

学べる内容は他大学の法学部と同じです。起源は１９４９年に創

設された法文学部法学科であり，１９８０年には法学部へ改組

し，また２００８年には現在の法学類となりました。この間，国

内外の社会状況は大きく変化し，また，今後も常に変化しつ

づけることが予想される中で，個々人が他者と共生していく

ために必要である法と政治に関する基本的な理念や知識は昔

も今も不変であり，そして将来も不変でありつづけることで

しょう。このような認識の下，法学類では，法学・政治学を

体系的に学ぶことを基本としつつ，さらに，現代社会の課題

を発見し解決するためには欠かすことのできない，他者に対

する共感力と，問題解決のための創造力を養うことを目標と

しています。

法学類生の主要な進路は官公署・企業・大学院です。その

ため，法学類では，希望進路に対応する，公共法政策・企業

関係法・総合法学という３つのコースを設けています。各

コースへの所属は３年進級時に決定します。その際，総合法

学コースを志望するためには，２年前期までの成績が一定基

準であることを条件とし，さらに志望者多数の場合は面接等

に基づく選考を行います。他の２コースは希望通りの所属と

なります。なお，選抜の基本方針としては，基礎学力に加え，

前期日程では外国語と国語あるいは数学の能力，後期では小

論文課題の理解力・分析力・表現力等を重視します。

求める人材

・大学での法学・政治学の学習に必要な基礎的知識を備えて

いる人

・社会問題に関心を持ち，よりよい社会実現のために貢献し

たいと願っている人

・論理的思考や情報分析を通じて，また，過去の歴史的経緯

をふまえつつ，社会現象の本質を探究したいという意欲の

ある人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

・高等学校で履修した様々な科目の内容について理解してい

ること

・法律や裁判例の読解，政治的問題の把握，これらに基づく私

見の提示・論述，に必要な国語力を十分に修得していること

・社会的・国際的諸問題の本質を探究し，その解決を図るた

めに必要な社会科目や外国語科目の学力を十分に修得して

いること

【経済学類】
経済学類では，現代社会において国，国の中の地域，国を

越えた各地域で起きている様々な問題に，①経済理論に基づ

く解釈と政策的解決策の検討，②経営・会計・情報の観点か

らの企業活動の分析，③世界各地の経済と社会の比較考察と

いう三つの経済学的アプローチから迫ります。そのためには

経済学を体系だって学ぶことと同時に，その一部を深く専門

的に学ぶことが必要であり，経済学類は，そのどちらも満た

すカリキュラムを提供することによって，現代の様々な問題

に的確かつ迅速に対処することができる専門的知識を持った

人材の養成を目標とします。

経済学類には，経済理論・経済政策コース，経営・情報コー

ス，比較社会経済コースがあります。各コースへの所属は，３

年進級時に本人の希望，適性，成績等を考慮の上決定します。

なお，選抜の基本方針としては，基礎学力に加え，前期日

程では国語・外国語・数学の能力，後期では小論文課題の理

解力・表現力等と英語力を重視します。

求める人材

・経済理論を基礎としながら，現代社会の諸問題の分析と解

決に挑みたい人

・国や地域社会の仕事に携わるために必要な専門的知識を身

に付けたい人

・即戦力として，あるいは起業家として，ビジネス界で活躍

したいと考えている人

・日々の国際的な出来事や企業の動きに鋭敏にアンテナを張

共 通

－ 3 －

共　
　

通



す。また，身の回りの“もの作り”の仕組みから日常的な科

学現象まで，幅広い興味と探究心を持つことが望まれます。

【電子情報学類】
電子情報学類が対象とする分野は，大小様々な機器の動作

に不可欠なエネルギー・制御・半導体・集積回路技術，情報

産業のインフラであるコンピュータ・通信技術，バイオと情

報通信技術（ICT）の融合した生命情報からなり，相互に強

く関連しながら発展している分野です。電子情報学類では，

地球的視点や技術者としての倫理観を持ちながら，当該分野

における新分野開拓に強い意欲と能力を有し，個性の輝く自

立した電気・電子・情報・通信・生命情報工学技術者の養成

を目標としています。

電子情報学類には電気電子，情報システム及び生命情報の

３つのコースがあります。各コースへの所属は２年進級時に

本人の希望，学業成績等を考慮のうえ決定します。なお，選

抜の基本方針としては，基礎学力に加え，前期日程では電子

情報分野の基本的科目である数学・物理及び英語の学力，後

期では数学の理解度・数学的考え方及び表現力を重視します。

求める人材

・数学が得意な人，積極的に物理学，数学，生物学の応用に

取組みたい人

・科学実験やコンピュータに関心があり，科学技術の課題を

見つけて創意工夫をしたい人

・コンピュータのハードウェア・ソフトウェアを学び，高度

情報化社会に貢献したい人

・エネルギー，エレクトロニクス，通信，ICT技術を身につ

けて国内外の幅広い分野で活躍したい人

入学までに学んでおいて欲しいこと

大学入試センター試験で課している科目においては，理数

系科目及び文系科目ともに重要ですので，きちんと習得して

ください。また，一般入試の個別学力検査で課している科目

（数学，物理，英語）については，入学後の本学類における

授業及び研究の基礎として非常に大切ですので，しっかりと

学び，身につけておいてください。

【環境デザイン学類】
私たちの生活には，地球環境から生活環境までの安全・安

心な環境や豊かな暮らしを支える道路・橋梁・堤防などの社

会基盤が不可欠です。環境デザイン学類では，地球環境だけ

でなく，生活環境や社会基盤の整備などを含めた広い意味で

（私たちの暮らしのための）「環境」というものを捉え，「環

境」について総合的・実践的に教育・研究を行います。

環境デザイン学類には土木建設，環境・防災及び都市デザ

インの３つのコースがあります。各コースへの所属は３年進

級時に本人の希望，学業成績等を考慮のうえ決定します。

なお，選抜の基本方針としては，基礎学力に加え，前期日

程では本学類にとって基本的科目である数学・理科及び英語

の学力，後期での面接試問では表現力，勉強意欲，適性等を

重視します。

求める人材は，地球環境から生活環境までの様々な自然・

人間・社会環境に対する調査や分析と共に，それらに配慮し

た国土創造，安全・安心な社会基盤や都市のデザインに興味

があり，かつ，次のような特性を有する，意欲ある人です。

求める人材

・理数系科目はもとより，人文社会系科目にも興味のある，

オールラウンドな実力のある人

・地域貢献や社会正義について大いに関心のある人

・環境問題をはじめとする社会の動きにいつも関心のある人

・創意工夫をすることの好きな人

入学までに学んで欲しい科目

高等学校で履修した科目（大学入試センター試験で課して

いる科目）について，しっかり理解しておくこと。本学類の

科目を着実に習得するには，特に数学（�，Cまで），物理，
化学について十分な学習が望まれます。また，総合的な学力

を身に付けるために，理系のみならず，人文社会系科目の学

習も勧めます。

【自然システム学類】
生物・人間・物質・地球で形成されるシステムを自然シス

テムとして捉え，理学と工学の両面から柔軟に思考できる能

力を身につける教育を行い，生物学，バイオ工学，物質工学，

環境科学，地球科学の総合的観点から，このシステムの基本

を追及する研究者，その成果を人々の豊かな生活の実現に応

用できる技術者，これらの知識の普及や人材育成に貢献でき

る教育者を養成します。自然システム学類では，科学的探究

心に富み，これらの分野の専門知識を生かして活躍したいと

考えている学習意欲のある人の入学を期待します。

自然システム学類には生物学，バイオ工学，物質循環工学

及び地球学の４つのコースがあります。各コースへの所属は

２年進級時に本人の希望，学業成績等を考慮のうえ決定しま

す。なお，選抜の基本方針としては，基礎学力に加え，前期

日程では本学類で学ぶ上での基本的科目である数学・理科及

び英語の学力，後期の小論文では課題に対する理解力・論理

的思考力・独創性等を重視します。

求める人材

・自然現象に対して興味を持ち，理科系科目が得意で，実験

や野外調査が好きな人

・生物学，バイオ工学，物質工学，環境科学，地球科学の分

野で専門家や教育者の道に進みたい人

・理学と工学の基礎知識を備えてグローバルな考えを持ち，

生命・バイオ・材料・環境分野で活躍したい人

入学までに身につけて欲しいこと

高等学校で履修した科目（大学入試センター試験で課して

いる科目を含む）について，しっかりと理解しておくこと。

自然科学全般に広く興味を持って勉強してください。

《医薬保健学域》

【医学類】
医学類は，従来の医学部医学科に相当し，卒業者には医師

国家試験の受験資格が与えられ，合格することによって医師

え，国際社会に生じている諸問題や他民族・多文化に対す

る探究心をもっている人

・国際化する現代社会のなかで，日本文化やその基礎にある

日本語の存在意義をより深く考えようとする人

・以上のような諸問題に取り組むためのツールとして，「英

語」をはじめとする各国語を進んで学習する意欲をもつ人

・将来国際的専門職に従事する夢をもっている人

《理工学域》

【数物科学類】
数学，物理学は現代のあらゆる科学，特に自然科学の基礎

をなす学問として重要な位置を占めています。数学，物理学

は個々の学問として発展してきたと同時に，互いに刺激しな

がら発展してきました。また，計算機シミュレーションとい

う新しい研究手段の導入によって，これまで困難とされてい

た複雑な自然現象の理解にも大きな進展をもたらしていま

す。数物科学類は，このように２１世紀の科学として発展を遂

げつつある新しい数学，物理学，計算科学の魅力を学び，そ

の発展に寄与できる人材を育成します。

数物科学類には数学，物理学及び計算科学の３つのコース

があります。各コースへの所属は２年進級時に本人の希望に

より決定します。

高等学校等の課程において，５教科７科目（数学，理科，

外国語，国語，地理歴史・公民）又はそれに相当する科目を

学び，そこで学習したことを十分に身に付けておくことが必

要です。なお，選抜の基本方針としては，基礎学力に加え，

前期日程では数物科学類にとっての基本的科目である数学・

理科及び英語の学力，後期では数学・物理の基本的理解度を

重視します。

求める人材

・数学や物理学が好きで，それに取り組む熱意と探究心を

もっている人

・計算機シミュレーション及びそれを用いた科学研究に興味

のある人

・将来，数学，物理学，計算科学あるいはその関連分野の研

究や教育に携わりたい人

・基礎科学をじっくりと学び，それを社会の発展に活かした

いと考えている人

【物質化学類】
化学は自然界で起こる様々な現象の原子・分子レベルでの

理解から，２１世紀に必要とされる環境に適合した新しい機能

性物質の創製，さらに日常の生活を支える様々な化学製品の

開発と製造過程に至るまでの幅広い領域を含んでいます。物

質化学類では，化学を通じて人類が自然と共生しながら持続

的に豊かに生きるための科学・科学技術・文化の発展と充実

に貢献することができる人材の育成を目標としており，“独

自に考える力”と“未知の分野に対する強い探究心とチャレ

ンジ精神”の旺盛な人の入学を期待します。

物質化学類には化学と応用化学の２つのコースがありま

す。各コースへの所属は２年進級時に本人の希望，学業成績

等を考慮のうえ決定します。なお，選抜の基本方針としては，

基礎学力に加え，前期日程では物質化学にとっての基本的科

目である数学・化学及び英語の学力，後期では化学の知識・

理解度を重視します。

求める人材

・自然現象の観察と実験に強い興味を持ち，実験を通して創

造的に自然に関わりたい人

・独自に考える力と自然に対する好奇心を持ち，発見の感動

を味わいたい人

・研究を通して得た成果を社会や自然界へ応用することに意

欲がある人

入学までに身につけて欲しいこと

高等学校で履修した科目（大学入試センター試験で課して

いる科目）について充分に理解できていることが必要です。

さらに，化学を含む理系科目（理科，数学）は理学・工学の

基礎となる科目ですので非常に重要です。文系科目（国語，

外国語，社会系科目（地歴・公民））も自分の意見をまとめ

コミュニケーションを行うために必要です。また，高校生活

の中で，日常的な科学現象に興味を持ち，それらを意欲的に

探究する姿勢を身につけてください。

【機械工学類】
本学類では，技術革新の基盤となる機械工学の技術者・研

究者として，モノづくり工学の社会的使命と責任を果たし広

く活躍する人材を育成します。そのために，技術の革新的な

進歩に貢献する能力と，技術と人間社会との調和を図る素養

の修得を目的とした，工学のみならず，数学・物理学の基礎

から，機械工学の先端的な分野，技術をとりまく社会・環境

に関する分野までの研究・教育を行います。本学類は，機械

の高度化，知能化，超精密化を目指す，ロボティクス，航空

宇宙工学，ナノテクノロジーなどの未知の領域に挑む先進的

な機械工学分野や，医療福祉機器，生活支援機器，新エネル

ギーの開発や環境保全を目指す，人と自然に優しい機械工学

分野に興味がある人材の入学を期待します。

機械工学類には機械システム，知能機械，人間機械及びエ

ネルギー環境の４つのコースがあります。各コースへの所属

は２年進級時に本人の希望，学業成績等を考慮のうえ決定し

ます。なお，選抜の基本方針としては，基礎学力に加え，前

期日程では，機械工学にとっての基礎となる数学・物理・英

語の学力，後期日程では，数学・物理の学力を重視します。

求める人材

・先端機械工学への興味，モノづくりへの熱意，人間支援に

対する高い志を持つ人

・地球環境への関心が高くてグローバルな視野と外国語能力

の向上に意欲を持つ人

・独創性と創造性が豊かで自ら問題点を解決する意欲を持つ人

入学前に身につけておくべき教科・科目等

大学入試センター試験で課している科目（理系科目及び文

系科目）および一般入試の個別学力検査で課している科目（数

学・理科・英語）について，十分理解しておくことが必要で
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す。また，身の回りの“もの作り”の仕組みから日常的な科

学現象まで，幅広い興味と探究心を持つことが望まれます。

【電子情報学類】
電子情報学類が対象とする分野は，大小様々な機器の動作

に不可欠なエネルギー・制御・半導体・集積回路技術，情報

産業のインフラであるコンピュータ・通信技術，バイオと情

報通信技術（ICT）の融合した生命情報からなり，相互に強

く関連しながら発展している分野です。電子情報学類では，

地球的視点や技術者としての倫理観を持ちながら，当該分野

における新分野開拓に強い意欲と能力を有し，個性の輝く自

立した電気・電子・情報・通信・生命情報工学技術者の養成

を目標としています。

電子情報学類には電気電子，情報システム及び生命情報の

３つのコースがあります。各コースへの所属は２年進級時に

本人の希望，学業成績等を考慮のうえ決定します。なお，選

抜の基本方針としては，基礎学力に加え，前期日程では電子

情報分野の基本的科目である数学・物理及び英語の学力，後

期では数学の理解度・数学的考え方及び表現力を重視します。

求める人材

・数学が得意な人，積極的に物理学，数学，生物学の応用に

取組みたい人

・科学実験やコンピュータに関心があり，科学技術の課題を

見つけて創意工夫をしたい人

・コンピュータのハードウェア・ソフトウェアを学び，高度

情報化社会に貢献したい人

・エネルギー，エレクトロニクス，通信，ICT技術を身につ

けて国内外の幅広い分野で活躍したい人

入学までに学んでおいて欲しいこと

大学入試センター試験で課している科目においては，理数

系科目及び文系科目ともに重要ですので，きちんと習得して

ください。また，一般入試の個別学力検査で課している科目

（数学，物理，英語）については，入学後の本学類における

授業及び研究の基礎として非常に大切ですので，しっかりと

学び，身につけておいてください。

【環境デザイン学類】
私たちの生活には，地球環境から生活環境までの安全・安

心な環境や豊かな暮らしを支える道路・橋梁・堤防などの社

会基盤が不可欠です。環境デザイン学類では，地球環境だけ

でなく，生活環境や社会基盤の整備などを含めた広い意味で

（私たちの暮らしのための）「環境」というものを捉え，「環

境」について総合的・実践的に教育・研究を行います。

環境デザイン学類には土木建設，環境・防災及び都市デザ

インの３つのコースがあります。各コースへの所属は３年進

級時に本人の希望，学業成績等を考慮のうえ決定します。

なお，選抜の基本方針としては，基礎学力に加え，前期日

程では本学類にとって基本的科目である数学・理科及び英語

の学力，後期での面接試問では表現力，勉強意欲，適性等を

重視します。

求める人材は，地球環境から生活環境までの様々な自然・

人間・社会環境に対する調査や分析と共に，それらに配慮し

た国土創造，安全・安心な社会基盤や都市のデザインに興味

があり，かつ，次のような特性を有する，意欲ある人です。

求める人材

・理数系科目はもとより，人文社会系科目にも興味のある，

オールラウンドな実力のある人

・地域貢献や社会正義について大いに関心のある人

・環境問題をはじめとする社会の動きにいつも関心のある人

・創意工夫をすることの好きな人

入学までに学んで欲しい科目

高等学校で履修した科目（大学入試センター試験で課して

いる科目）について，しっかり理解しておくこと。本学類の

科目を着実に習得するには，特に数学（�，Cまで），物理，
化学について十分な学習が望まれます。また，総合的な学力

を身に付けるために，理系のみならず，人文社会系科目の学

習も勧めます。

【自然システム学類】
生物・人間・物質・地球で形成されるシステムを自然シス

テムとして捉え，理学と工学の両面から柔軟に思考できる能

力を身につける教育を行い，生物学，バイオ工学，物質工学，

環境科学，地球科学の総合的観点から，このシステムの基本

を追及する研究者，その成果を人々の豊かな生活の実現に応

用できる技術者，これらの知識の普及や人材育成に貢献でき

る教育者を養成します。自然システム学類では，科学的探究

心に富み，これらの分野の専門知識を生かして活躍したいと

考えている学習意欲のある人の入学を期待します。

自然システム学類には生物学，バイオ工学，物質循環工学

及び地球学の４つのコースがあります。各コースへの所属は

２年進級時に本人の希望，学業成績等を考慮のうえ決定しま

す。なお，選抜の基本方針としては，基礎学力に加え，前期

日程では本学類で学ぶ上での基本的科目である数学・理科及

び英語の学力，後期の小論文では課題に対する理解力・論理

的思考力・独創性等を重視します。

求める人材

・自然現象に対して興味を持ち，理科系科目が得意で，実験

や野外調査が好きな人

・生物学，バイオ工学，物質工学，環境科学，地球科学の分

野で専門家や教育者の道に進みたい人

・理学と工学の基礎知識を備えてグローバルな考えを持ち，

生命・バイオ・材料・環境分野で活躍したい人

入学までに身につけて欲しいこと

高等学校で履修した科目（大学入試センター試験で課して

いる科目を含む）について，しっかりと理解しておくこと。

自然科学全般に広く興味を持って勉強してください。

《医薬保健学域》

【医学類】
医学類は，従来の医学部医学科に相当し，卒業者には医師

国家試験の受験資格が与えられ，合格することによって医師

え，国際社会に生じている諸問題や他民族・多文化に対す

る探究心をもっている人

・国際化する現代社会のなかで，日本文化やその基礎にある

日本語の存在意義をより深く考えようとする人

・以上のような諸問題に取り組むためのツールとして，「英

語」をはじめとする各国語を進んで学習する意欲をもつ人

・将来国際的専門職に従事する夢をもっている人

《理工学域》

【数物科学類】
数学，物理学は現代のあらゆる科学，特に自然科学の基礎

をなす学問として重要な位置を占めています。数学，物理学

は個々の学問として発展してきたと同時に，互いに刺激しな

がら発展してきました。また，計算機シミュレーションとい

う新しい研究手段の導入によって，これまで困難とされてい

た複雑な自然現象の理解にも大きな進展をもたらしていま

す。数物科学類は，このように２１世紀の科学として発展を遂

げつつある新しい数学，物理学，計算科学の魅力を学び，そ

の発展に寄与できる人材を育成します。

数物科学類には数学，物理学及び計算科学の３つのコース

があります。各コースへの所属は２年進級時に本人の希望に

より決定します。

高等学校等の課程において，５教科７科目（数学，理科，

外国語，国語，地理歴史・公民）又はそれに相当する科目を

学び，そこで学習したことを十分に身に付けておくことが必

要です。なお，選抜の基本方針としては，基礎学力に加え，

前期日程では数物科学類にとっての基本的科目である数学・

理科及び英語の学力，後期では数学・物理の基本的理解度を

重視します。

求める人材

・数学や物理学が好きで，それに取り組む熱意と探究心を

もっている人

・計算機シミュレーション及びそれを用いた科学研究に興味

のある人

・将来，数学，物理学，計算科学あるいはその関連分野の研

究や教育に携わりたい人

・基礎科学をじっくりと学び，それを社会の発展に活かした

いと考えている人

【物質化学類】
化学は自然界で起こる様々な現象の原子・分子レベルでの

理解から，２１世紀に必要とされる環境に適合した新しい機能

性物質の創製，さらに日常の生活を支える様々な化学製品の

開発と製造過程に至るまでの幅広い領域を含んでいます。物

質化学類では，化学を通じて人類が自然と共生しながら持続

的に豊かに生きるための科学・科学技術・文化の発展と充実

に貢献することができる人材の育成を目標としており，“独

自に考える力”と“未知の分野に対する強い探究心とチャレ

ンジ精神”の旺盛な人の入学を期待します。

物質化学類には化学と応用化学の２つのコースがありま

す。各コースへの所属は２年進級時に本人の希望，学業成績

等を考慮のうえ決定します。なお，選抜の基本方針としては，

基礎学力に加え，前期日程では物質化学にとっての基本的科

目である数学・化学及び英語の学力，後期では化学の知識・

理解度を重視します。

求める人材

・自然現象の観察と実験に強い興味を持ち，実験を通して創

造的に自然に関わりたい人

・独自に考える力と自然に対する好奇心を持ち，発見の感動

を味わいたい人

・研究を通して得た成果を社会や自然界へ応用することに意

欲がある人

入学までに身につけて欲しいこと

高等学校で履修した科目（大学入試センター試験で課して

いる科目）について充分に理解できていることが必要です。

さらに，化学を含む理系科目（理科，数学）は理学・工学の

基礎となる科目ですので非常に重要です。文系科目（国語，

外国語，社会系科目（地歴・公民））も自分の意見をまとめ

コミュニケーションを行うために必要です。また，高校生活

の中で，日常的な科学現象に興味を持ち，それらを意欲的に

探究する姿勢を身につけてください。

【機械工学類】
本学類では，技術革新の基盤となる機械工学の技術者・研

究者として，モノづくり工学の社会的使命と責任を果たし広

く活躍する人材を育成します。そのために，技術の革新的な

進歩に貢献する能力と，技術と人間社会との調和を図る素養

の修得を目的とした，工学のみならず，数学・物理学の基礎

から，機械工学の先端的な分野，技術をとりまく社会・環境

に関する分野までの研究・教育を行います。本学類は，機械

の高度化，知能化，超精密化を目指す，ロボティクス，航空

宇宙工学，ナノテクノロジーなどの未知の領域に挑む先進的

な機械工学分野や，医療福祉機器，生活支援機器，新エネル

ギーの開発や環境保全を目指す，人と自然に優しい機械工学

分野に興味がある人材の入学を期待します。

機械工学類には機械システム，知能機械，人間機械及びエ

ネルギー環境の４つのコースがあります。各コースへの所属

は２年進級時に本人の希望，学業成績等を考慮のうえ決定し

ます。なお，選抜の基本方針としては，基礎学力に加え，前

期日程では，機械工学にとっての基礎となる数学・物理・英

語の学力，後期日程では，数学・物理の学力を重視します。

求める人材

・先端機械工学への興味，モノづくりへの熱意，人間支援に

対する高い志を持つ人

・地球環境への関心が高くてグローバルな視野と外国語能力

の向上に意欲を持つ人

・独創性と創造性が豊かで自ら問題点を解決する意欲を持つ人

入学前に身につけておくべき教科・科目等

大学入試センター試験で課している科目（理系科目及び文

系科目）および一般入試の個別学力検査で課している科目（数

学・理科・英語）について，十分理解しておくことが必要で
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ができます。
※保健師課程については，平成２６年度入学生から選択制とする予定で準
備を進めています。詳細は随時，保健学類 HPなどに掲載していきま
すので，保健師を希望している方は確認して下さい。

求める人材

・看護の専門技術や知識を高めて，社会に貢献する意欲を

持つ人

・病める人に対する医療のために，情熱を燃やすことので

きる人

・人間の健康，医療問題に対して国際的視野で貢献したい

と強く願う人

・保健の分野で，新しい技術や知識を創り出す熱意を持つ人

・看護学及び看護の進歩のために，将来のリーダーとなる

夢を持つ人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

・論理的思考力・表現力を身につけるため，文系科目と理

系科目の幅広い基礎学力の習得を望みます。

②放射線技術科学専攻

診療放射線技師として保健医療を支える有能で意欲のあ

る人材を育成することを目標とします。放射線技術科学専

攻では，放射線，磁気や超音波を使用した医療機器の原理

や特性，情報処理技術，各種の医療画像形成法，人体の形

態，機能並びに医薬品に対する生物学的特性など広範囲の

学問を修め，高度な医療や放射線機器の進歩に対応できる

能力を養います。また，放射線を含む量子医療技術につい

て基礎から臨床まで幅広い教育研究を行います。卒業時に

は，診療放射線技師の国家試験受験資格を取得することが

できます。

求める人材

・診療放射線技師として保健医療を支えることができる有

能な人

・高度先進医療に対応し常に努力することができる人

・専門的な知識を習得するのみならず研究・思考すること

ができる人

・患者の立場に立って行動・発言できる豊かな人間性を持

つ人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

文章を正確に読解し，事象に応じて的確に記述する国

語・英語力の習得を望みます。また科学的な視点で事象を

読解するための基礎的な知識が必要であり，理科・数学を

学んでおくことも望まれます。

③検査技術科学専攻

検査技術科学は，主に病気の診断や治療効果判定に対し

て重要な情報を提供する臨床検査を学習する学問です。本

専攻では臨床検査に関わる知識と専門技術を体系的に獲得

し，医療現場での実習を通じて医療チームの一員である専

門技術者としての役割を学びます。また，研究室配属を通

じて，進歩する医療科学を担う深い科学的考察や革新的技

術などを取得する能力を養います。卒業時には臨床検査技

師の国家試験受験資格を取得することができます。

求める人材

・病める人に対する医療のために，知識や専門技術を高め

て，社会に貢献する情熱を持つ人

・医療科学の分野で新しい技術や知識を創り出す熱意を持

つ人

・臨床検査技術の進歩に貢献し，将来のリーダーとなる夢

を持つ人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

種々の臨床検査技術における基礎となる理論や科学的考

察には，数学，物理，化学及び生物学の考え方や知識が必

要で，高等学校においてこれらの教科の履修が望まれま

す。また，情報収集及び発信に必要な英語の力が求められ

ます。

④理学療法学専攻

理学療法学は，リハビリテーション医療の一専門分野で

す。種々の疾患や事故などにより，神経，筋，骨格，循環

器，呼吸器などに損傷や障がいをきたした人に対して，運

動療法や物理療法を駆使して治療に当たります。理学療法

学専攻は，理学療法士となるために必要な治療技術を科学

的，実践的に修得するとともに，医療人としてあるべき人

間性を育成します。卒業時には，理学療法士の国家試験受

験資格を取得することができます。

求める人材

・豊かな人間性と愛情を持ち，学習意欲の高い人

・社会のニーズに応え，努力を惜しまない人

・理学療法学の今後を担い，人類社会に貢献できる人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

高等学校までに学ぶ国語，社会，数学，理科，英語につ

いて十分な基礎学力を身につけておくことが重要です。

⑤作業療法学専攻

作業療法士として必要な知識，技術，コミュニケーショ

ン能力を修得し，専門職としての能力を高め，研究する態

度をもつ人材を養成します。本学の作業療法教育は脳機能

解析学や運動器障がいをはじめ，生活能力回復学の領域に

おいて幅広い分野の専門教員の下に行われています。作業

療法の技術科学を修得し，研究を進め，技術を開発し，社

会に役立ちたい人の入学を希望します。卒業時には，作業

療法士の国家試験受験資格を取得することができます。

求める人材

・たゆまず努力して，自分の能力を高めようとする人

・専門技術や知識を高めて，社会に貢献する意欲を持つ人

・病める人に対する医療のために，情熱を燃やすことので

きる人

・人間の新たな能力を引き出し活用する作業療法を修得し

発展させたい人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

理系科目と文系科目の均衡がとれた幅広い基礎学力の習

得を望みます。

として登録されます。医学類の教育理念は，「人間性を重視

し，かつ高度で総合的な能力を有する医療人・医学者の育成

を図ることにより，国民の医療，健康，福祉に貢献する」こ

とであります。そのために，「幅広い教養，豊かな感性と人

間性への深い洞察力を持ち，コミュニケーション能力を備

え，患者中心の全人的医療ができる医師と医学者」を育てる

ことを教育目標とします。また，国民の多様かつ高度な医療

ニーズに応えていくためにも「明確な目的意識，強い使命感，

高い倫理観と協調性」を備えた人材を求めます。なお，選抜

の基本方針としては，高等学校教育で求められるすべての科

目における基礎知識・技能に加え，医学にとって基本的科目

である数学・物理・化学・英語の学力，面接においては幅広

い教養と，倫理観・意欲・将来性・向上心・資質等を重視し

ます。

求める人材

・高度専門職業人としての医師，研究心を持った医療人を目

指す人

・医学研究者を目指す人

・厚生医官，法務医官，自治体，保健所など医療行政の分野

で活躍したい人

・世界保健機構などで医学医療の分野で国際貢献したい人

・医薬開発，医療器械開発，バイオ技術開発などのビジネス

領域で活躍したい人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

高等学校で履修した科目（大学入試センター試験で課して

いる科目を含む）について，しっかりと理解しておくこと。

【薬学類】
薬学が人間の生命に関わる学問であることを踏まえ，豊か

な人間性・高い倫理観と幅広い教養の上に，薬の専門家とし

ての責任感を備えた，医療及び産業分野の発展と改善に資す

る先導的な薬剤師の養成を図ります。また，薬剤師資格を有

する高度に専門的な教育者や研究者を目指す人には，卒業

後，博士課程（４年制）に進学することを勧めます。なお，

選抜の基本方針としては，高等学校での高いレベルの基礎学

力と，特に理数科目での秀でた学力を身につけた人材を選抜

します。

求める人材

・薬の専門家として人の命と健康な生活を守ることを通して

社会に貢献することを希望する人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

・高等学校で履修した科目（大学入試センター試験で課して

いる科目）について，しっかり理解してください。特に，

理数科目の高い基礎学力と理解力が求められます。

本学においては薬学類・創薬科学類を一括して学生募集を

行い，共通する基礎・専門科目や早期体験等の初期学習を経

た後，学生自らが自己の適性を判断しながら進路を決定する

経過選択制を導入しています。

【創薬科学類】
知的集約産業である製薬企業等において創薬研究開発・医

療情報提供に携わる人や創薬分野における大学の研究者及び

国公立行政機関において衛生行政等に携わることのできる人

等多様な人材の養成を図ります。とりわけ研究者を養成する

ことを主目的としますので，卒業後は，大学院博士前期課程

（２年間），さらには博士後期課程（３年間）へと進学する

ことを勧めます。なお，選抜の基本方針としては，高等学校

での高いレベルの基礎学力と，特に理数科目での秀でた学力

を身につけた人材を選抜します。

求める人材

・自然科学に対する研究心旺盛な人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

・高等学校で履修した科目（大学入試センター試験で課して

いる科目）について，しっかり理解してください。特に，

理数科目の高い基礎学力と理解力が求められます。

本学においては薬学類・創薬科学類を一括して学生募集を

行い，共通する基礎・専門科目や早期体験等の初期学習を経

た後，学生自らが自己の適性を判断しながら進路を決定する

経過選択制を導入しています。

【保健学類】
保健学類は，「保健・医療・福祉における科学的な知識・

理論・技術の修得と課題探求能力を養成し，豊かな教養と人

間性を備えた高度専門医療人と保健学研究者を育成し，国民

の医療・福祉の発展に寄与すること」を基本理念とします。

教育目標は，１）現代社会の抱える諸問題を総合的に洞察で

きる能力の育成，２）日本語・外国語による討議・発表能力

の育成，３）保健学における基礎的知識と専門的知識・技術

の修得，４）保健学の知識・技術を活用した課題探求能力の

育成，５）豊かな人間性と高い専門職業人としての倫理観な

ど医療人としての社会的使命感の涵養，６）学際的保健学知

識の統合による教育・研究能力の育成であります。

保健学類では，国家試験受験資格の取得のためのカリキュ

ラム編成が行われており，このため募集単位は看護学専攻，

放射線技術科学専攻，検査技術科学専攻，理学療法学専攻，

作業療法学専攻の５専攻を設けます。なお，選抜の基本方針

としては，基礎学力に加え，前期日程（全専攻）では理科と

英語の学力，後期日程（３専攻）では面接試問での理解力・

表現力・勉学意欲・資質適性等を重視します。

①看護学専攻

看護科学は，人間の誕生から死までを包括的に捉え，環

境に適応しながら健康に生活することを支援する学問で

す。看護学専攻では，健康に関わる知識と技術を体系的に

学習します。さらに，学内及び学外の医療，保健関係現場

での実習を通じて，高い倫理観，専門職としての使命感，

医療チームの一員としての責任を学びます。また，研究や

ゼミを通し，将来の医療科学を担う者として幅広い科学的

知識，問題解決方法などを学び，将来の進歩や変化に対応

するための能力を養うと同時に，実践力のある指導者，教

育者，研究者となるための基礎も身につけます。卒業時に

は，看護師，※保健師の国家試験受験資格を取得すること
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ができます。
※保健師課程については，平成２６年度入学生から選択制とする予定で準
備を進めています。詳細は随時，保健学類 HPなどに掲載していきま
すので，保健師を希望している方は確認して下さい。

求める人材

・看護の専門技術や知識を高めて，社会に貢献する意欲を

持つ人

・病める人に対する医療のために，情熱を燃やすことので

きる人

・人間の健康，医療問題に対して国際的視野で貢献したい

と強く願う人

・保健の分野で，新しい技術や知識を創り出す熱意を持つ人

・看護学及び看護の進歩のために，将来のリーダーとなる

夢を持つ人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

・論理的思考力・表現力を身につけるため，文系科目と理

系科目の幅広い基礎学力の習得を望みます。

②放射線技術科学専攻

診療放射線技師として保健医療を支える有能で意欲のあ

る人材を育成することを目標とします。放射線技術科学専

攻では，放射線，磁気や超音波を使用した医療機器の原理

や特性，情報処理技術，各種の医療画像形成法，人体の形

態，機能並びに医薬品に対する生物学的特性など広範囲の

学問を修め，高度な医療や放射線機器の進歩に対応できる

能力を養います。また，放射線を含む量子医療技術につい

て基礎から臨床まで幅広い教育研究を行います。卒業時に

は，診療放射線技師の国家試験受験資格を取得することが

できます。

求める人材

・診療放射線技師として保健医療を支えることができる有

能な人

・高度先進医療に対応し常に努力することができる人

・専門的な知識を習得するのみならず研究・思考すること

ができる人

・患者の立場に立って行動・発言できる豊かな人間性を持

つ人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

文章を正確に読解し，事象に応じて的確に記述する国

語・英語力の習得を望みます。また科学的な視点で事象を

読解するための基礎的な知識が必要であり，理科・数学を

学んでおくことも望まれます。

③検査技術科学専攻

検査技術科学は，主に病気の診断や治療効果判定に対し

て重要な情報を提供する臨床検査を学習する学問です。本

専攻では臨床検査に関わる知識と専門技術を体系的に獲得

し，医療現場での実習を通じて医療チームの一員である専

門技術者としての役割を学びます。また，研究室配属を通

じて，進歩する医療科学を担う深い科学的考察や革新的技

術などを取得する能力を養います。卒業時には臨床検査技

師の国家試験受験資格を取得することができます。

求める人材

・病める人に対する医療のために，知識や専門技術を高め

て，社会に貢献する情熱を持つ人

・医療科学の分野で新しい技術や知識を創り出す熱意を持

つ人

・臨床検査技術の進歩に貢献し，将来のリーダーとなる夢

を持つ人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

種々の臨床検査技術における基礎となる理論や科学的考

察には，数学，物理，化学及び生物学の考え方や知識が必

要で，高等学校においてこれらの教科の履修が望まれま

す。また，情報収集及び発信に必要な英語の力が求められ

ます。

④理学療法学専攻

理学療法学は，リハビリテーション医療の一専門分野で

す。種々の疾患や事故などにより，神経，筋，骨格，循環

器，呼吸器などに損傷や障がいをきたした人に対して，運

動療法や物理療法を駆使して治療に当たります。理学療法

学専攻は，理学療法士となるために必要な治療技術を科学

的，実践的に修得するとともに，医療人としてあるべき人

間性を育成します。卒業時には，理学療法士の国家試験受

験資格を取得することができます。

求める人材

・豊かな人間性と愛情を持ち，学習意欲の高い人

・社会のニーズに応え，努力を惜しまない人

・理学療法学の今後を担い，人類社会に貢献できる人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

高等学校までに学ぶ国語，社会，数学，理科，英語につ

いて十分な基礎学力を身につけておくことが重要です。

⑤作業療法学専攻

作業療法士として必要な知識，技術，コミュニケーショ

ン能力を修得し，専門職としての能力を高め，研究する態

度をもつ人材を養成します。本学の作業療法教育は脳機能

解析学や運動器障がいをはじめ，生活能力回復学の領域に

おいて幅広い分野の専門教員の下に行われています。作業

療法の技術科学を修得し，研究を進め，技術を開発し，社

会に役立ちたい人の入学を希望します。卒業時には，作業

療法士の国家試験受験資格を取得することができます。

求める人材

・たゆまず努力して，自分の能力を高めようとする人

・専門技術や知識を高めて，社会に貢献する意欲を持つ人

・病める人に対する医療のために，情熱を燃やすことので

きる人

・人間の新たな能力を引き出し活用する作業療法を修得し

発展させたい人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

理系科目と文系科目の均衡がとれた幅広い基礎学力の習

得を望みます。

として登録されます。医学類の教育理念は，「人間性を重視

し，かつ高度で総合的な能力を有する医療人・医学者の育成

を図ることにより，国民の医療，健康，福祉に貢献する」こ

とであります。そのために，「幅広い教養，豊かな感性と人

間性への深い洞察力を持ち，コミュニケーション能力を備

え，患者中心の全人的医療ができる医師と医学者」を育てる

ことを教育目標とします。また，国民の多様かつ高度な医療

ニーズに応えていくためにも「明確な目的意識，強い使命感，

高い倫理観と協調性」を備えた人材を求めます。なお，選抜

の基本方針としては，高等学校教育で求められるすべての科

目における基礎知識・技能に加え，医学にとって基本的科目

である数学・物理・化学・英語の学力，面接においては幅広

い教養と，倫理観・意欲・将来性・向上心・資質等を重視し

ます。

求める人材

・高度専門職業人としての医師，研究心を持った医療人を目

指す人

・医学研究者を目指す人

・厚生医官，法務医官，自治体，保健所など医療行政の分野

で活躍したい人

・世界保健機構などで医学医療の分野で国際貢献したい人

・医薬開発，医療器械開発，バイオ技術開発などのビジネス

領域で活躍したい人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

高等学校で履修した科目（大学入試センター試験で課して

いる科目を含む）について，しっかりと理解しておくこと。

【薬学類】
薬学が人間の生命に関わる学問であることを踏まえ，豊か

な人間性・高い倫理観と幅広い教養の上に，薬の専門家とし

ての責任感を備えた，医療及び産業分野の発展と改善に資す

る先導的な薬剤師の養成を図ります。また，薬剤師資格を有

する高度に専門的な教育者や研究者を目指す人には，卒業

後，博士課程（４年制）に進学することを勧めます。なお，

選抜の基本方針としては，高等学校での高いレベルの基礎学

力と，特に理数科目での秀でた学力を身につけた人材を選抜

します。

求める人材

・薬の専門家として人の命と健康な生活を守ることを通して

社会に貢献することを希望する人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

・高等学校で履修した科目（大学入試センター試験で課して

いる科目）について，しっかり理解してください。特に，

理数科目の高い基礎学力と理解力が求められます。

本学においては薬学類・創薬科学類を一括して学生募集を

行い，共通する基礎・専門科目や早期体験等の初期学習を経

た後，学生自らが自己の適性を判断しながら進路を決定する

経過選択制を導入しています。

【創薬科学類】
知的集約産業である製薬企業等において創薬研究開発・医

療情報提供に携わる人や創薬分野における大学の研究者及び

国公立行政機関において衛生行政等に携わることのできる人

等多様な人材の養成を図ります。とりわけ研究者を養成する

ことを主目的としますので，卒業後は，大学院博士前期課程

（２年間），さらには博士後期課程（３年間）へと進学する

ことを勧めます。なお，選抜の基本方針としては，高等学校

での高いレベルの基礎学力と，特に理数科目での秀でた学力

を身につけた人材を選抜します。

求める人材

・自然科学に対する研究心旺盛な人

入学までに身につけて欲しい教科・科目等

・高等学校で履修した科目（大学入試センター試験で課して

いる科目）について，しっかり理解してください。特に，

理数科目の高い基礎学力と理解力が求められます。

本学においては薬学類・創薬科学類を一括して学生募集を

行い，共通する基礎・専門科目や早期体験等の初期学習を経

た後，学生自らが自己の適性を判断しながら進路を決定する

経過選択制を導入しています。

【保健学類】
保健学類は，「保健・医療・福祉における科学的な知識・

理論・技術の修得と課題探求能力を養成し，豊かな教養と人

間性を備えた高度専門医療人と保健学研究者を育成し，国民

の医療・福祉の発展に寄与すること」を基本理念とします。

教育目標は，１）現代社会の抱える諸問題を総合的に洞察で

きる能力の育成，２）日本語・外国語による討議・発表能力

の育成，３）保健学における基礎的知識と専門的知識・技術

の修得，４）保健学の知識・技術を活用した課題探求能力の

育成，５）豊かな人間性と高い専門職業人としての倫理観な

ど医療人としての社会的使命感の涵養，６）学際的保健学知

識の統合による教育・研究能力の育成であります。

保健学類では，国家試験受験資格の取得のためのカリキュ

ラム編成が行われており，このため募集単位は看護学専攻，

放射線技術科学専攻，検査技術科学専攻，理学療法学専攻，

作業療法学専攻の５専攻を設けます。なお，選抜の基本方針

としては，基礎学力に加え，前期日程（全専攻）では理科と

英語の学力，後期日程（３専攻）では面接試問での理解力・

表現力・勉学意欲・資質適性等を重視します。

①看護学専攻

看護科学は，人間の誕生から死までを包括的に捉え，環

境に適応しながら健康に生活することを支援する学問で

す。看護学専攻では，健康に関わる知識と技術を体系的に

学習します。さらに，学内及び学外の医療，保健関係現場

での実習を通じて，高い倫理観，専門職としての使命感，

医療チームの一員としての責任を学びます。また，研究や

ゼミを通し，将来の医療科学を担う者として幅広い科学的

知識，問題解決方法などを学び，将来の進歩や変化に対応

するための能力を養うと同時に，実践力のある指導者，教

育者，研究者となるための基礎も身につけます。卒業時に

は，看護師，※保健師の国家試験受験資格を取得すること

－ 7 －
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３．入学者選抜
本学における一般入試は，分離・分割方式（前期日程・後期日程）で行います。

ただし，人間社会学域学校教育学類，医薬保健学域医学類，医薬保健学域薬学類・創薬科学類，医薬保健学域保健学類理学療法

学専攻及び作業療法学専攻は前期日程のみです。

４．出願資格
次のいずれかに該当し，平成２６年度大学入学者選抜大学入試センター試験において，志望する学域学類等が課すすべての教科・

科目（前期日程は２４～３１ページ「１．入学者選抜方法等」の「（４）実施教科・科目等」，後期日程は３６～４１ページ「１．入学者選

抜方法等」の「（３）実施教科・科目等」）を受験した者※

（１）高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者及び平成２６年３月卒業見込みの者

（２）通常の課程による１２年の学校教育を修了した者及び平成２６年３月修了見込みの者

（３）学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第１５０条第１号から第５号の規定により高等学校を卒業した者と同等以上

の学力があると認められる者及び平成２６年３月３１日までにこれに該当する見込みの者

（４）学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第１５０条第７号の規定により，本学において，個別の入学資格審査により，

高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で，平成２６年３月３１日までに１８歳に達するもの

上記�により出願する場合は，出願に先立ち「金沢大学入学資格審査申請要領」により入学資格審査を行います。
申請期間 平成２６年１月６日（月）～１月２１日（火）（必着）

申 請 先 下記あて郵送にて申請してください。審査結果は，平成２６年１月２６日（日）までに通知します。

金沢大学学生部入試課入学試験係 〒９２０―１１９２ 金沢市角間町

電 話 ０７６―２６４―５１６９，５１７７～５１７９

ＦＡＸ ０７６―２３４―４０４２

E-mail boshu@adm.kanazawa-u.ac.jp

（注）「金沢大学入学資格審査申請要領」は，本学ホームページを参照してください。

金沢大学ホームページ http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/gakubu/sinsa.html

※ 大学入試センター試験において，志望する学域学類等が課すすべての教科・科目等を受験しなければ，個別学力検査等を受

験できません。

〔参考〕学校教育法施行規則第１５０条

学校教育法第９０条第１項の規定により，大学入学に関し，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者

は，次の各号のいずれかに該当する者とする。

１ 外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの

２ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者

３ 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）で文

部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者

４ 文部科学大臣の指定した者

５ 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による大学入学資格検定に合格

した者を含む。）

６ 学校教育法第９０条第２項の規定により大学に入学した者であって，当該者をその後に入学させる大学において，大学に

おける教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの

７ 大学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で，１８歳に達し

たもの

５．出願手続
本学の一般入試（前期日程・後期日程）の志願者は，次の手続により出願してください。

（１）出願期間

平成２６年１月２７日（月）～２月５日（水）

２．募集人員

（注）１．前期日程の募集人員には，帰国子女入試の募集人員を含みます。
２．推薦入試，帰国子女入試及びAO入試の合格者（入学手続者）が募集人員に満たなかった場合は，一般入試の合格
者で補充します。

３．法学類 L方式の個別学力検査の実施教科は，国語と外国語となります。
４．法学類M方式の個別学力検査の実施教科は，数学と外国語となります。
５．薬学類（６年制）・創薬科学類（４年制）の選抜は一括して実施します。各学類への所属は，３年次後期からとなります。

学 域 ・ 学 類 等
入学
定員

募 集 人 員（注１，２参照）

備 考一 般 入 試
推薦入試 帰国子女入試 AO入試

前期日程 後期日程

人

間

社

会

学

域

人 文 学 類 １４５ １０５ ３５ ５ 若干名 ―

法 学 類 １７０

L方式７５

３０ １５ 若干名 ―

（注３参照）

M方式５０ （注４参照）

経 済 学 類 １８５ １５０ ２５ １０ 若干名 ―

学 校 教 育 学 類 １００ ６４ ― ３６ ― ―

地 域 創 造 学 類 ８０ ５０ １０ ２０ 若干名 ―

国 際 学 類 ７０ ４０ １５ １５ 若干名 ―

計 ７５０ ５３４ １１５ １０１ ― ―

理

工

学

域

数 物 科 学 類 ８４ ６９ １５ ― 若干名 ―

物 質 化 学 類 ８１ ６１ ２０ ― 若干名 ―

機 械 工 学 類 １４０ １２０ ２０ ― 若干名 ―

電 子 情 報 学 類 １０８ ８６ ２２ ― 若干名 ―

環 境 デ ザ イ ン 学 類 ７４ ６４ １０ ― 若干名 ―

自 然 シ ス テ ム 学 類 １０２ ８２ １３ ７ 若干名 ―

計 ５８９ ４８２ １００ ７ ― ―

医

薬

保

健

学

域

医 学 類（６年制） １１２ ８５ ― ２７ 若干名 ―

薬 学 類（６年制） ３５
７０ ― ― 若干名 ５ （注５参照）

創 薬 科 学 類 ４０

保

健

学

類

看 護 学 専 攻 ８０ ５５ １０ １５ 若干名 ―

放射線技術科学専攻 ４０ ２９ ５ ６ 若干名 ―

検査技術科学専攻 ４０ ２９ ５ ６ 若干名 ―

理 学 療 法 学 専 攻 ２０ １５ ― ５ 若干名 ―

作 業 療 法 学 専 攻 ２０ １５ ― ５ 若干名 ―

小 計 ２００ １４３ ２０ ３７ ― ―

計 ３８７ ２９８ ２０ ６４ ― ５

合 計 １，７２６ １，３１４ ２３５ １７２ ― ５
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３．入学者選抜
本学における一般入試は，分離・分割方式（前期日程・後期日程）で行います。

ただし，人間社会学域学校教育学類，医薬保健学域医学類，医薬保健学域薬学類・創薬科学類，医薬保健学域保健学類理学療法

学専攻及び作業療法学専攻は前期日程のみです。

４．出願資格
次のいずれかに該当し，平成２６年度大学入学者選抜大学入試センター試験において，志望する学域学類等が課すすべての教科・

科目（前期日程は２４～３１ページ「１．入学者選抜方法等」の「（４）実施教科・科目等」，後期日程は３６～４１ページ「１．入学者選

抜方法等」の「（３）実施教科・科目等」）を受験した者※

（１）高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者及び平成２６年３月卒業見込みの者

（２）通常の課程による１２年の学校教育を修了した者及び平成２６年３月修了見込みの者

（３）学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第１５０条第１号から第５号の規定により高等学校を卒業した者と同等以上

の学力があると認められる者及び平成２６年３月３１日までにこれに該当する見込みの者

（４）学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第１５０条第７号の規定により，本学において，個別の入学資格審査により，

高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で，平成２６年３月３１日までに１８歳に達するもの

上記�により出願する場合は，出願に先立ち「金沢大学入学資格審査申請要領」により入学資格審査を行います。
申請期間 平成２６年１月６日（月）～１月２１日（火）（必着）

申 請 先 下記あて郵送にて申請してください。審査結果は，平成２６年１月２６日（日）までに通知します。

金沢大学学生部入試課入学試験係 〒９２０―１１９２ 金沢市角間町

電 話 ０７６―２６４―５１６９，５１７７～５１７９

ＦＡＸ ０７６―２３４―４０４２

E-mail boshu@adm.kanazawa-u.ac.jp

（注）「金沢大学入学資格審査申請要領」は，本学ホームページを参照してください。

金沢大学ホームページ http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/gakubu/sinsa.html

※ 大学入試センター試験において，志望する学域学類等が課すすべての教科・科目等を受験しなければ，個別学力検査等を受

験できません。

〔参考〕学校教育法施行規則第１５０条

学校教育法第９０条第１項の規定により，大学入学に関し，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者

は，次の各号のいずれかに該当する者とする。

１ 外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの

２ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者

３ 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）で文

部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者

４ 文部科学大臣の指定した者

５ 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による大学入学資格検定に合格

した者を含む。）

６ 学校教育法第９０条第２項の規定により大学に入学した者であって，当該者をその後に入学させる大学において，大学に

おける教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの

７ 大学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で，１８歳に達し

たもの

５．出願手続
本学の一般入試（前期日程・後期日程）の志願者は，次の手続により出願してください。

（１）出願期間

平成２６年１月２７日（月）～２月５日（水）

２．募集人員

（注）１．前期日程の募集人員には，帰国子女入試の募集人員を含みます。
２．推薦入試，帰国子女入試及びAO入試の合格者（入学手続者）が募集人員に満たなかった場合は，一般入試の合格
者で補充します。

３．法学類 L方式の個別学力検査の実施教科は，国語と外国語となります。
４．法学類M方式の個別学力検査の実施教科は，数学と外国語となります。
５．薬学類（６年制）・創薬科学類（４年制）の選抜は一括して実施します。各学類への所属は，３年次後期からとなります。

学 域 ・ 学 類 等
入学
定員

募 集 人 員（注１，２参照）

備 考一 般 入 試
推薦入試 帰国子女入試 AO入試

前期日程 後期日程

人

間

社

会

学

域

人 文 学 類 １４５ １０５ ３５ ５ 若干名 ―

法 学 類 １７０

L方式７５

３０ １５ 若干名 ―

（注３参照）

M方式５０ （注４参照）

経 済 学 類 １８５ １５０ ２５ １０ 若干名 ―

学 校 教 育 学 類 １００ ６４ ― ３６ ― ―

地 域 創 造 学 類 ８０ ５０ １０ ２０ 若干名 ―

国 際 学 類 ７０ ４０ １５ １５ 若干名 ―

計 ７５０ ５３４ １１５ １０１ ― ―

理

工

学

域

数 物 科 学 類 ８４ ６９ １５ ― 若干名 ―

物 質 化 学 類 ８１ ６１ ２０ ― 若干名 ―

機 械 工 学 類 １４０ １２０ ２０ ― 若干名 ―

電 子 情 報 学 類 １０８ ８６ ２２ ― 若干名 ―

環 境 デ ザ イ ン 学 類 ７４ ６４ １０ ― 若干名 ―

自 然 シ ス テ ム 学 類 １０２ ８２ １３ ７ 若干名 ―

計 ５８９ ４８２ １００ ７ ― ―

医

薬

保

健

学

域

医 学 類（６年制） １１２ ８５ ― ２７ 若干名 ―

薬 学 類（６年制） ３５
７０ ― ― 若干名 ５ （注５参照）

創 薬 科 学 類 ４０

保

健

学

類

看 護 学 専 攻 ８０ ５５ １０ １５ 若干名 ―

放射線技術科学専攻 ４０ ２９ ５ ６ 若干名 ―

検査技術科学専攻 ４０ ２９ ５ ６ 若干名 ―

理 学 療 法 学 専 攻 ２０ １５ ― ５ 若干名 ―

作 業 療 法 学 専 攻 ２０ １５ ― ５ 若干名 ―

小 計 ２００ １４３ ２０ ３７ ― ―

計 ３８７ ２９８ ２０ ６４ ― ５

合 計 １，７２６ １，３１４ ２３５ １７２ ― ５
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（４）出願書類等の提出先

出願書類は，本学所定の封筒（本要項に添付の入学願書提出用封筒）により郵送してください。

なお，出身高等学校等で取りまとめて提出する場合にも下記に郵送してください。

①

（注）（１） 金融機関の窓口受付終了時刻までに振り込んでください。また，土・日・祝日は
休業となりますので，注意してください。

（２） ATM（現金自動預払機），携帯電話，パソコン等からは振り込まないでください。

出願書類受理後は，いかなる理由があっても入学検定料の返還には応じません。

ただし，入学検定料の振込後，出願を取り止めた場合は返還手続を行うことができますの

で，下記担当まで連絡してください。なお，返還手続の際は「領収書（本人控）」及び「振込

金証明書（提出用）」が必要になります。

② 調 査 書

１．高等学校若しくは中等教育学校卒業（卒業見込み）の者
（１）文部科学省所定の様式により出身学校長が作成し厳封したもの
（２）指導要録等の保存期間が経過した者，又は廃校・被災その他の事情により調査書が得
られない場合は，次によってください。
①卒業後５年を経過した場合
「指導に関する記録」の記入がない調査書で代えることができます。
②卒業後２０年を経過した場合
卒業証明書，成績通信簿その他志願者が提出できる書類をもって代えることができます。
③廃校・被災その他の事情により調査書が得られない場合
卒業証明書，成績通信簿その他志願者が提出できる書類を，また，これらの書類等を
提出できない場合は，出身高等学校を所管する教育委員会，知事又は出身高等学校長
が作成した調査書を発行できない旨の証明書を提出してください。

２．その他の者
（１）高等学校卒業程度認定試験（大学入学資格検定試験含む。）の合格者は，合格成績証
明書をもって調査書に代えてください。なお，高等学校等において科目を修得したこと
により，高等学校卒業程度認定の受験科目（大学入学資格検定の受験科目含む。）を一
部免除された場合は，その免除された科目の高等学校等の成績証明書又は調査書（出身
学校長が作成し，厳封したもの）を併せて提出してください。

（２）高等専門学校第３学年修了者及び文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程又は相
当する課程を有するものとして認定又は指定した在外教育施設の当該課程を修了した者
は，出身学校において文部科学省の定めた調査書に準じて作成したものをもって調査書に
代えてください。

（３）外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科
学大臣の指定したもの，国際バカロレア資格取得者，アビトゥア資格取得者，フランス
共和国のバカロレア資格取得者は，当該試験等の成績証明書をもって調査書に代えてく
ださい。

（４）文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了者は，成績証明書をもって調査
書に代えてください。

（５）本学の個別の入学資格審査を受けて認定された者は，「金沢大学入学資格認定書」の
写しを提出してください。

３．留意点
調査書の氏名と現在の氏名が相違している場合，改姓，改名した旨を記した書面（様
式随意）を提出してください。

あ て 先 住 所

金沢大学学生部入試課 〒９２０―８７９９ 日本郵便株式会社金沢中央郵便局留

担当
財務部財務管理課出納係
〒９２０―１１９２ 金沢市角間町
電話 ０７６―２６４―５０６６

出願書類は郵送（書留速達郵便に限る）するものとし，平成２６年２月５日（水）までに必着とします。ただし，出願期間後に到

着した出願書類のうち，平成２６年２月３日（月）までの発信局日付印のある書留速達郵便に限り受理します。

◎ 出願状況の情報提供について

学域学類・専攻ごとの出願状況（志願者数及び倍率）について，集計ができ次第，本学ホームページに掲載します。

平成２６年１月２８日（火）～平成２６年３月３１日（月）

金沢大学ホームページ http : //www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html

（２）出願方法

志願者は，「（３）出願に必要な書類等」を一括して，本学所定の封筒（本要項に添付の入学願書提出用封筒（前期日程志願

者は前期日程用封筒，後期日程志願者は後期日程用封筒））に入れ，出願期間内に郵送してください。

なお，出身高等学校等で取りまとめて提出する場合も，志願者ごとに本学所定の封筒に入れて郵送してください。

〔出願に当たっての注意事項〕

① 前期日程志願者は「前期日程」用の出願用紙・封筒を使用してください。また，後期日程志願者は「後期日程」用の出願

用紙・封筒を使用してください。

② 大学入試センター試験の成績請求票の再発行を受けた場合は，再発行された成績請求票のみが有効です。この場合は，再

発行された成績請求票により出願しなければ出願無資格者となります。

③ 他の国公立大学（独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学を除きます。）・学部等の前期日程入学手続者は，本学後期日

程を受験しても入学許可は得られません。

④ 他の国公立大学（独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学を除きます。）・学部等の推薦入試，AO入試合格者は，本学

を受験しても入学許可は得られません。ただし，推薦入試，AO入試に合格した大学，学部等の定める入学辞退手続により

入学辞退し，その許可を得た者を除きます。

⑤ 出願書類に不備がある場合は，受理しないことがあります。

⑥ 出願書類受理後は，いかなる理由があっても書類の返却，記載事項の変更及び入学検定料の返還には応じません。ただし，

出願受付後に大学入試センター試験受験科目の不足等による出願無資格者であることが判明した者又は医薬保健学域医学類

前期日程の志願者のうち，第１段階選抜で不合格となった者には，入学検定料の内，一部を返還します。

⑦ 出願書類に不正な事実があった場合は，入学許可を取り消すことがあります。

（３）出願に必要な書類等

①

・入学志願票
・写真票
・入学試験関係書類
送付用切手貼付用
紙
・出願書類受理確認
はがき

本要項に添付の用紙により作成してください。入学願書提出用封筒に同封しています。
前期日程志願者は，「�前 平成２６センター試験成績請求票 前期日程用」を入学志願票の

所定欄に貼り付けてください。
後期日程志願者は，「�後 平成２６センター試験成績請求票 後期日程用」を入学志願票の
所定欄に貼り付けてください。
また，写真は写真票の所定欄に貼り付けてください。

入学試験関係書類送付用切手貼付用紙と出願書類受理確認はがきに必ず切手を貼ってくだ
さい。切手のないものは送付できません。

① 切手貼付用紙 ３５０円分の切手
② 確認はがき ５０円分の切手

前期日程志願者は記入の際に「平成２６年度金沢大学入学志願票記入例（前期日程）」（入学

願書提出用封筒（前期日程用）に同封）を参照してください。

後期日程志願者は記入の際に「平成２６年度金沢大学入学志願票記入例（後期日程）」（入学

願書提出用封筒（後期日程用）に同封）を参照してください。

・入学検定料振込金
証明書貼付用紙

入学検定料 １７，０００円
＜納入方法＞
納入方法は銀行振込となります。本要項に添付の振込依頼書に必要事項を記入の上，「電
信扱」が利用できる金融機関（銀行・信用金庫・信用組合・農協・漁協）の窓口から振り込
んでください。（ゆうちょ銀行・郵便局からの振込みはできません。）振込手数料は，志願者
負担となります。（北陸銀行本支店からの振込みの場合，手数料はかかりません。）振込後，
入学検定料振込金証明書に取扱金融機関の領収印が押印されていることを確認し，本要項に
添付の「入学検定料振込金証明書貼付用紙」欄に貼付して提出してください。また，「領収
書」は，大切に保管してください。
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（４）出願書類等の提出先

出願書類は，本学所定の封筒（本要項に添付の入学願書提出用封筒）により郵送してください。

なお，出身高等学校等で取りまとめて提出する場合にも下記に郵送してください。

①

（注）（１） 金融機関の窓口受付終了時刻までに振り込んでください。また，土・日・祝日は
休業となりますので，注意してください。

（２） ATM（現金自動預払機），携帯電話，パソコン等からは振り込まないでください。

出願書類受理後は，いかなる理由があっても入学検定料の返還には応じません。

ただし，入学検定料の振込後，出願を取り止めた場合は返還手続を行うことができますの

で，下記担当まで連絡してください。なお，返還手続の際は「領収書（本人控）」及び「振込

金証明書（提出用）」が必要になります。

② 調 査 書

１．高等学校若しくは中等教育学校卒業（卒業見込み）の者
（１）文部科学省所定の様式により出身学校長が作成し厳封したもの
（２）指導要録等の保存期間が経過した者，又は廃校・被災その他の事情により調査書が得
られない場合は，次によってください。
①卒業後５年を経過した場合
「指導に関する記録」の記入がない調査書で代えることができます。
②卒業後２０年を経過した場合
卒業証明書，成績通信簿その他志願者が提出できる書類をもって代えることができます。
③廃校・被災その他の事情により調査書が得られない場合
卒業証明書，成績通信簿その他志願者が提出できる書類を，また，これらの書類等を
提出できない場合は，出身高等学校を所管する教育委員会，知事又は出身高等学校長
が作成した調査書を発行できない旨の証明書を提出してください。

２．その他の者
（１）高等学校卒業程度認定試験（大学入学資格検定試験含む。）の合格者は，合格成績証
明書をもって調査書に代えてください。なお，高等学校等において科目を修得したこと
により，高等学校卒業程度認定の受験科目（大学入学資格検定の受験科目含む。）を一
部免除された場合は，その免除された科目の高等学校等の成績証明書又は調査書（出身
学校長が作成し，厳封したもの）を併せて提出してください。

（２）高等専門学校第３学年修了者及び文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程又は相
当する課程を有するものとして認定又は指定した在外教育施設の当該課程を修了した者
は，出身学校において文部科学省の定めた調査書に準じて作成したものをもって調査書に
代えてください。

（３）外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科
学大臣の指定したもの，国際バカロレア資格取得者，アビトゥア資格取得者，フランス
共和国のバカロレア資格取得者は，当該試験等の成績証明書をもって調査書に代えてく
ださい。

（４）文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了者は，成績証明書をもって調査
書に代えてください。

（５）本学の個別の入学資格審査を受けて認定された者は，「金沢大学入学資格認定書」の
写しを提出してください。

３．留意点
調査書の氏名と現在の氏名が相違している場合，改姓，改名した旨を記した書面（様
式随意）を提出してください。

あ て 先 住 所

金沢大学学生部入試課 〒９２０―８７９９ 日本郵便株式会社金沢中央郵便局留

担当
財務部財務管理課出納係
〒９２０―１１９２ 金沢市角間町
電話 ０７６―２６４―５０６６

出願書類は郵送（書留速達郵便に限る）するものとし，平成２６年２月５日（水）までに必着とします。ただし，出願期間後に到

着した出願書類のうち，平成２６年２月３日（月）までの発信局日付印のある書留速達郵便に限り受理します。

◎ 出願状況の情報提供について

学域学類・専攻ごとの出願状況（志願者数及び倍率）について，集計ができ次第，本学ホームページに掲載します。

平成２６年１月２８日（火）～平成２６年３月３１日（月）

金沢大学ホームページ http : //www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html

（２）出願方法

志願者は，「（３）出願に必要な書類等」を一括して，本学所定の封筒（本要項に添付の入学願書提出用封筒（前期日程志願

者は前期日程用封筒，後期日程志願者は後期日程用封筒））に入れ，出願期間内に郵送してください。

なお，出身高等学校等で取りまとめて提出する場合も，志願者ごとに本学所定の封筒に入れて郵送してください。

〔出願に当たっての注意事項〕

① 前期日程志願者は「前期日程」用の出願用紙・封筒を使用してください。また，後期日程志願者は「後期日程」用の出願

用紙・封筒を使用してください。

② 大学入試センター試験の成績請求票の再発行を受けた場合は，再発行された成績請求票のみが有効です。この場合は，再

発行された成績請求票により出願しなければ出願無資格者となります。

③ 他の国公立大学（独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学を除きます。）・学部等の前期日程入学手続者は，本学後期日

程を受験しても入学許可は得られません。

④ 他の国公立大学（独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学を除きます。）・学部等の推薦入試，AO入試合格者は，本学

を受験しても入学許可は得られません。ただし，推薦入試，AO入試に合格した大学，学部等の定める入学辞退手続により

入学辞退し，その許可を得た者を除きます。

⑤ 出願書類に不備がある場合は，受理しないことがあります。

⑥ 出願書類受理後は，いかなる理由があっても書類の返却，記載事項の変更及び入学検定料の返還には応じません。ただし，

出願受付後に大学入試センター試験受験科目の不足等による出願無資格者であることが判明した者又は医薬保健学域医学類

前期日程の志願者のうち，第１段階選抜で不合格となった者には，入学検定料の内，一部を返還します。

⑦ 出願書類に不正な事実があった場合は，入学許可を取り消すことがあります。

（３）出願に必要な書類等

①

・入学志願票
・写真票
・入学試験関係書類
送付用切手貼付用
紙
・出願書類受理確認
はがき

本要項に添付の用紙により作成してください。入学願書提出用封筒に同封しています。
前期日程志願者は，「�前 平成２６センター試験成績請求票 前期日程用」を入学志願票の

所定欄に貼り付けてください。
後期日程志願者は，「�後 平成２６センター試験成績請求票 後期日程用」を入学志願票の
所定欄に貼り付けてください。
また，写真は写真票の所定欄に貼り付けてください。

入学試験関係書類送付用切手貼付用紙と出願書類受理確認はがきに必ず切手を貼ってくだ
さい。切手のないものは送付できません。

① 切手貼付用紙 ３５０円分の切手
② 確認はがき ５０円分の切手

前期日程志願者は記入の際に「平成２６年度金沢大学入学志願票記入例（前期日程）」（入学

願書提出用封筒（前期日程用）に同封）を参照してください。

後期日程志願者は記入の際に「平成２６年度金沢大学入学志願票記入例（後期日程）」（入学

願書提出用封筒（後期日程用）に同封）を参照してください。

・入学検定料振込金
証明書貼付用紙

入学検定料 １７，０００円
＜納入方法＞
納入方法は銀行振込となります。本要項に添付の振込依頼書に必要事項を記入の上，「電
信扱」が利用できる金融機関（銀行・信用金庫・信用組合・農協・漁協）の窓口から振り込
んでください。（ゆうちょ銀行・郵便局からの振込みはできません。）振込手数料は，志願者
負担となります。（北陸銀行本支店からの振込みの場合，手数料はかかりません。）振込後，
入学検定料振込金証明書に取扱金融機関の領収印が押印されていることを確認し，本要項に
添付の「入学検定料振込金証明書貼付用紙」欄に貼付して提出してください。また，「領収
書」は，大切に保管してください。
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提出不要

大学入試センター試験で志望する学域学類・専攻が課すすべての教科・科目を受験しているか，各自で必ずチェックして

出願してください。なお，この表は提出する必要はありません。

志望する学域・学類・専攻
志望する学域・学類・専攻が課す教科・科目

受験した科目
教 科 科 目 名

前

期

日

程

理工学域
国 語 『国語』

物質化学類
機械工学類
環境デザイン学類

地理歴史
『世界史B』
『日本史B』
『地理B』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
��
�
�
�
�
�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

１つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科
『物理�』
『化学�』

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕 計 科目

国 語 『国語』
数物科学類
自然システム学類 地理歴史

『世界史B』
『日本史B』
『地理B』 から１

１つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科

『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

�
�
�
�
�
�
�

から２

�
�
�
�
�
�
�

２つ
チェック

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕 計 科目

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

（注）「数学」のうち※の『工業数理基礎』，『簿記・会計』，『情報関係基礎』を選択できる者は，高等学校若しくは中等教育
学校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了（見込み）者に限りま
す。
理工学域において『「地理歴史」「公民」』の受験科目を２科目受験している場合は，受験した科目のうち第１解答科目
の成績を採用します。なお，第１解答科目が指定した科目以外の場合は失格となります。
（『「地理歴史」「公民」』の試験時間において２科目を選択する場合，解答順に前半に受験した科目を第１解答科目，
後半に受験した科目を第２解答科目とします。）

（５）大学入試センター試験受験教科・科目 自己確認表 提出不要

①前期日程

大学入試センター試験で志望する学域学類・専攻が課すすべての教科・科目を受験しているか，各自で必ずチェックして

出願してください。なお，この表は提出する必要はありません。

志望する学域・学類・専攻
志望する学域・学類・専攻が課す教科・科目

受験した科目
教 科 科 目 名

前

期

日

程

人間社会学域
国 語 『国語』

人文学類
法学類
経済学類
国際学類

地理歴史
『世界史B』
『日本史B』
『地理B』

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科

『理科総合A』
『理科総合B』
『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

�
�
�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 ［５教科７科目］又は［６教科７科目］ 計 科目

国 語 『国語』
学校教育学類
地域創造学類

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
���
�
�
�
���
�

１つ
又は
２つ
チェック

から
１又
は２

地理歴史
『世界史B』
『日本史B』
『地理B』

から３

公 民 『倫理，政治・経済』
３つ
チェック

理 科

『理科総合A』 ��
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

から
１又
は２

１つ又は
２つチェック

『理科総合B』
『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕又は〔６教科７科目〕 計 科目

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

２つ
チェック

から２

�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

�
���
�
�
�
���
�

（注）「数学」のうち※の『工業数理基礎』，『簿記・会計』，『情報関係基礎』を選択できる者は，高等学校若しくは中等教育学
校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了（見込み）者に限ります。
人間社会学域人文学類，法学類，経済学類，国際学類において「理科」の受験科目を２科目受験している場合は，受
験した科目のうち第１解答科目の成績を採用します。（「理科」の試験時間において２科目を選択する場合，解答順に前
半に受験した科目を第１解答科目，後半に受験した科目を第２解答科目とします。）
人間社会学域学校教育学類，地域創造学類において『「地理歴史」「公民」』から２科目，「理科」から２科目の合計４
科目を受験している場合は，『「地理歴史」「公民」』の第１解答科目，「理科」の第１解答科目を採用し，加えて『「地理
歴史」「公民」』の第２解答科目と「理科」の第２解答科目のうち得点の高い科目の成績を採用します。なお，『「地理歴
史」「公民」』の第１解答科目が指定した科目以外の場合は失格となります。
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提出不要

大学入試センター試験で志望する学域学類・専攻が課すすべての教科・科目を受験しているか，各自で必ずチェックして

出願してください。なお，この表は提出する必要はありません。

志望する学域・学類・専攻
志望する学域・学類・専攻が課す教科・科目

受験した科目
教 科 科 目 名

前

期

日

程

理工学域
国 語 『国語』

物質化学類
機械工学類
環境デザイン学類

地理歴史
『世界史B』
『日本史B』
『地理B』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
��
�
�
�
�
�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

１つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科
『物理�』
『化学�』

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕 計 科目

国 語 『国語』
数物科学類
自然システム学類 地理歴史

『世界史B』
『日本史B』
『地理B』 から１

１つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科

『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

�
�
�
�
�
�
�

から２

�
�
�
�
�
�
�

２つ
チェック

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕 計 科目

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

（注）「数学」のうち※の『工業数理基礎』，『簿記・会計』，『情報関係基礎』を選択できる者は，高等学校若しくは中等教育
学校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了（見込み）者に限りま
す。
理工学域において『「地理歴史」「公民」』の受験科目を２科目受験している場合は，受験した科目のうち第１解答科目
の成績を採用します。なお，第１解答科目が指定した科目以外の場合は失格となります。
（『「地理歴史」「公民」』の試験時間において２科目を選択する場合，解答順に前半に受験した科目を第１解答科目，
後半に受験した科目を第２解答科目とします。）

（５）大学入試センター試験受験教科・科目 自己確認表 提出不要

①前期日程

大学入試センター試験で志望する学域学類・専攻が課すすべての教科・科目を受験しているか，各自で必ずチェックして

出願してください。なお，この表は提出する必要はありません。

志望する学域・学類・専攻
志望する学域・学類・専攻が課す教科・科目

受験した科目
教 科 科 目 名

前

期

日

程

人間社会学域
国 語 『国語』

人文学類
法学類
経済学類
国際学類

地理歴史
『世界史B』
『日本史B』
『地理B』

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科

『理科総合A』
『理科総合B』
『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

�
�
�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 ［５教科７科目］又は［６教科７科目］ 計 科目

国 語 『国語』
学校教育学類
地域創造学類

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
���
�
�
�
���
�

１つ
又は
２つ
チェック

から
１又
は２

地理歴史
『世界史B』
『日本史B』
『地理B』

から３

公 民 『倫理，政治・経済』
３つ
チェック

理 科

『理科総合A』 ��
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

から
１又
は２

１つ又は
２つチェック

『理科総合B』
『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕又は〔６教科７科目〕 計 科目

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

２つ
チェック

から２

�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

�
���
�
�
�
���
�

（注）「数学」のうち※の『工業数理基礎』，『簿記・会計』，『情報関係基礎』を選択できる者は，高等学校若しくは中等教育学
校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了（見込み）者に限ります。
人間社会学域人文学類，法学類，経済学類，国際学類において「理科」の受験科目を２科目受験している場合は，受
験した科目のうち第１解答科目の成績を採用します。（「理科」の試験時間において２科目を選択する場合，解答順に前
半に受験した科目を第１解答科目，後半に受験した科目を第２解答科目とします。）
人間社会学域学校教育学類，地域創造学類において『「地理歴史」「公民」』から２科目，「理科」から２科目の合計４
科目を受験している場合は，『「地理歴史」「公民」』の第１解答科目，「理科」の第１解答科目を採用し，加えて『「地理
歴史」「公民」』の第２解答科目と「理科」の第２解答科目のうち得点の高い科目の成績を採用します。なお，『「地理歴
史」「公民」』の第１解答科目が指定した科目以外の場合は失格となります。
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提出不要

大学入試センター試験で志望する学域学類・専攻が課すすべての教科・科目を受験しているか，各自で必ずチェックして

出願してください。なお，この表は提出する必要はありません。

志望する学域・学類・専攻
志望する学域・学類・専攻が課す教科・科目

受験した科目
教 科 科 目 名

前

期

日

程

医薬保健学域

国 語 『国語』
医学類
保健学類 地理歴史

『世界史B』
『日本史B』
『地理B』 から１

１つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科

『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

�
�
�
�
�
�
�

から２

�
�
�
�
�
�
�

２つ
チェック

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕 計 科目

国 語 『国語』
薬学類・創薬科学類

地理歴史
『世界史B』
『日本史B』
『地理B』 から１

１つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科
『物理�』
『化学�』

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕 計 科目

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

（注）「数学」のうち※の『工業数理基礎』，『簿記・会計』，『情報関係基礎』を選択できる者は，高等学校若しくは中等教育
学校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了（見込み）者に限りま
す。
医薬保健学域において『「地理歴史」「公民」』の受験科目を２科目受験している場合は，受験した科目のうち第１解答
科目の成績を採用します。なお，第１解答科目が指定した科目以外の場合は失格となります。（『「地理歴史」「公民」』の
試験時間において２科目を選択する場合，解答順に前半に受験した科目を第１解答科目，後半に受験した科目を第２解
答科目とします。）

提出不要

大学入試センター試験で志望する学域学類・専攻が課すすべての教科・科目を受験しているか，各自で必ずチェックして

出願してください。なお，この表は提出する必要はありません。

志望する学域・学類・専攻
志望する学域・学類・専攻が課す教科・科目

受験した科目
教 科 科 目 名

前

期

日

程

理工学域
国 語 『国語』

電子情報学類
地理歴史

『世界史B』
『日本史B』
『地理B』 から１

１つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科
『物理�』
『化学�』
『生物�』

�
�
�
�
�
から２

�
�
�
�
�

２つ
チェック

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕 計 科目

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

（注）「数学」のうち※の『工業数理基礎』，『簿記・会計』，『情報関係基礎』を選択できる者は，高等学校若しくは中等教育
学校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了（見込み）者に限りま
す。
理工学域において『「地理歴史」「公民」』の受験科目を２科目受験している場合は，受験した科目のうち第１解答科目
の成績を採用します。なお，第１解答科目が指定した科目以外の場合は失格となります。（『「地理歴史」「公民」』の試験
時間において２科目を選択する場合，解答順に前半に受験した科目を第１解答科目，後半に受験した科目を第２解答科
目とします。）
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提出不要

大学入試センター試験で志望する学域学類・専攻が課すすべての教科・科目を受験しているか，各自で必ずチェックして

出願してください。なお，この表は提出する必要はありません。

志望する学域・学類・専攻
志望する学域・学類・専攻が課す教科・科目

受験した科目
教 科 科 目 名

前

期

日

程

医薬保健学域

国 語 『国語』
医学類
保健学類 地理歴史

『世界史B』
『日本史B』
『地理B』 から１

１つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科

『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

�
�
�
�
�
�
�

から２

�
�
�
�
�
�
�

２つ
チェック

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕 計 科目

国 語 『国語』
薬学類・創薬科学類

地理歴史
『世界史B』
『日本史B』
『地理B』 から１

１つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科
『物理�』
『化学�』

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕 計 科目

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

（注）「数学」のうち※の『工業数理基礎』，『簿記・会計』，『情報関係基礎』を選択できる者は，高等学校若しくは中等教育
学校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了（見込み）者に限りま
す。
医薬保健学域において『「地理歴史」「公民」』の受験科目を２科目受験している場合は，受験した科目のうち第１解答
科目の成績を採用します。なお，第１解答科目が指定した科目以外の場合は失格となります。（『「地理歴史」「公民」』の
試験時間において２科目を選択する場合，解答順に前半に受験した科目を第１解答科目，後半に受験した科目を第２解
答科目とします。）

提出不要

大学入試センター試験で志望する学域学類・専攻が課すすべての教科・科目を受験しているか，各自で必ずチェックして

出願してください。なお，この表は提出する必要はありません。

志望する学域・学類・専攻
志望する学域・学類・専攻が課す教科・科目

受験した科目
教 科 科 目 名

前

期

日

程

理工学域
国 語 『国語』

電子情報学類
地理歴史

『世界史B』
『日本史B』
『地理B』 から１

１つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科
『物理�』
『化学�』
『生物�』

�
�
�
�
�
から２

�
�
�
�
�

２つ
チェック

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕 計 科目

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

（注）「数学」のうち※の『工業数理基礎』，『簿記・会計』，『情報関係基礎』を選択できる者は，高等学校若しくは中等教育
学校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了（見込み）者に限りま
す。
理工学域において『「地理歴史」「公民」』の受験科目を２科目受験している場合は，受験した科目のうち第１解答科目
の成績を採用します。なお，第１解答科目が指定した科目以外の場合は失格となります。（『「地理歴史」「公民」』の試験
時間において２科目を選択する場合，解答順に前半に受験した科目を第１解答科目，後半に受験した科目を第２解答科
目とします。）
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提出不要

大学入試センター試験で志望する学域学類・専攻が課すすべての教科・科目を受験しているか，各自で必ずチェックし

て出願してください。なお，この表は提出する必要はありません。

志望する学域・学類・専攻
志望する学域・学類・専攻が課す教科・科目

受験した科目
教 科 科 目 名

後

期

日

程

国 語 『国語』
人間社会学域 地域創造学類

地理歴史

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

から２

『世界史B』
『日本史B』
『地理B』

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

理 科

『理科総合A』
『理科総合B』
『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

�
�
�
�
�
�
�
�
�

から１

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

計 〔２教科２科目〕 計 科目

国 語 『国語』
理工学域 数物科学類

地理歴史
『世界史B』
『日本史B』
『地理B』 から１

１つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科

『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

�
�
�
�
�
�
�

から２

�
�
�
�
�
�
�

２つ
チェック

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕 計 科目

�
�
�
�
�
�
�

から１

２つ
チェック

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

（注）「数学」のうち※の『工業数理基礎』，『簿記・会計』，『情報関係基礎』を選択できる者は，高等学校若しくは中等教育
学校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了（見込み）者に限りま
す。
人間社会学域地域創造学類，理工学域数物科学類において『「地理歴史」「公民」』の受験科目を２科目受験している場
合及び人間社会学域地域創造学類において「理科」の受験科目を２科目受験している場合は，受験した科目のうち第１
解答科目の成績を採用します。なお，理工学域数物科学類において『「地理歴史」「公民」』の第１解答科目が指定した科
目以外の場合は失格となりますが，人間社会学域地域創造学類において『「地理歴史」「公民」』の第１解答科目が指定し
た科目以外の場合は，『「地理歴史」「公民」』の第２解答科目の成績は採用せず，指定した教科・科目の範囲で高得点の
順に他教科の成績（理科については第１解答科目の成績）を採用します。（『「地理歴史」「公民」』及び「理科」の試験時
間において２科目を選択する場合，解答順に前半に受験した科目を第１解答科目，後半に受験した科目を第２解答科目
とします。）

②後期日程 提出不要

大学入試センター試験で志望する学域学類・専攻が課すすべての教科・科目を受験しているか，各自で必ずチェックし

て出願してください。なお，この表は提出する必要はありません。

志望する学域・学類・専攻
志望する学域・学類・専攻が課す教科・科目

受験した科目
教 科 科 目 名

後

期

日

程

国 語 『国語』
人間社会学域 人文学類

地理歴史
『世界史B』
『日本史B』
『地理B』

から１ １つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

理 科

『理科総合A』
『理科総合B』
『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔３教科３科目〕 計 科目

国 語 『国語』
法学類
経済学類
国際学類

地理歴史
『世界史B』
『日本史B』
『地理B』

から２ ２つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科

『理科総合A』
『理科総合B』
『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

�
�
�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

１つ
チェック

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕又は〔６教科７科目〕 計 科目

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�
�
�

から１

�
��������

�
�
�
��
�
�
�
�
�
�

�
���
�
�
�
���
�
�

（注）「数学」のうち※の『工業数理基礎』，『簿記・会計』，『情報関係基礎』を選択できる者は，高等学校若しくは中等教育学
校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了（見込み）者に限ります。
人間社会学域人文学類において『「地理歴史」「公民」』の受験科目を２科目受験している場合及び人間社会学域人文学
類，法学類，経済学類，国際学類において「理科」の受験科目を２科目受験している場合は，受験した科目のうち第１
解答科目の成績を採用します。なお，人間社会学域人文学類において『「地理歴史」「公民」』の第１解答科目が指定した
科目以外の場合は，『「地理歴史」「公民」』の第２解答科目の成績は採用せず，指定した教科・科目の範囲で高得点の順
に他教科の成績（理科については第１解答科目の成績）を採用します。（『「地理歴史」「公民」』及び「理科」の試験時間
において２科目を選択する場合，解答順に前半に受験した科目を第１解答科目，後半に受験した科目を第２解答科目と
します。）
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提出不要

大学入試センター試験で志望する学域学類・専攻が課すすべての教科・科目を受験しているか，各自で必ずチェックし

て出願してください。なお，この表は提出する必要はありません。

志望する学域・学類・専攻
志望する学域・学類・専攻が課す教科・科目

受験した科目
教 科 科 目 名

後

期

日

程

国 語 『国語』
人間社会学域 地域創造学類

地理歴史

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

から２

『世界史B』
『日本史B』
『地理B』

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

理 科

『理科総合A』
『理科総合B』
『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

�
�
�
�
�
�
�
�
�

から１

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

計 〔２教科２科目〕 計 科目

国 語 『国語』
理工学域 数物科学類

地理歴史
『世界史B』
『日本史B』
『地理B』 から１

１つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科

『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

�
�
�
�
�
�
�

から２

�
�
�
�
�
�
�

２つ
チェック

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕 計 科目

�
�
�
�
�
�
�

から１

２つ
チェック

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

（注）「数学」のうち※の『工業数理基礎』，『簿記・会計』，『情報関係基礎』を選択できる者は，高等学校若しくは中等教育
学校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了（見込み）者に限りま
す。
人間社会学域地域創造学類，理工学域数物科学類において『「地理歴史」「公民」』の受験科目を２科目受験している場
合及び人間社会学域地域創造学類において「理科」の受験科目を２科目受験している場合は，受験した科目のうち第１
解答科目の成績を採用します。なお，理工学域数物科学類において『「地理歴史」「公民」』の第１解答科目が指定した科
目以外の場合は失格となりますが，人間社会学域地域創造学類において『「地理歴史」「公民」』の第１解答科目が指定し
た科目以外の場合は，『「地理歴史」「公民」』の第２解答科目の成績は採用せず，指定した教科・科目の範囲で高得点の
順に他教科の成績（理科については第１解答科目の成績）を採用します。（『「地理歴史」「公民」』及び「理科」の試験時
間において２科目を選択する場合，解答順に前半に受験した科目を第１解答科目，後半に受験した科目を第２解答科目
とします。）

②後期日程 提出不要

大学入試センター試験で志望する学域学類・専攻が課すすべての教科・科目を受験しているか，各自で必ずチェックし

て出願してください。なお，この表は提出する必要はありません。

志望する学域・学類・専攻
志望する学域・学類・専攻が課す教科・科目

受験した科目
教 科 科 目 名

後

期

日

程

国 語 『国語』
人間社会学域 人文学類

地理歴史
『世界史B』
『日本史B』
『地理B』

から１ １つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

理 科

『理科総合A』
『理科総合B』
『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔３教科３科目〕 計 科目

国 語 『国語』
法学類
経済学類
国際学類

地理歴史
『世界史B』
『日本史B』
『地理B』

から２ ２つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科

『理科総合A』
『理科総合B』
『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

�
�
�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

１つ
チェック

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕又は〔６教科７科目〕 計 科目

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�
�
�

から１

�
��������

�
�
�
��
�
�
�
�
�
�

�
���
�
�
�
���
�
�

（注）「数学」のうち※の『工業数理基礎』，『簿記・会計』，『情報関係基礎』を選択できる者は，高等学校若しくは中等教育学
校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了（見込み）者に限ります。
人間社会学域人文学類において『「地理歴史」「公民」』の受験科目を２科目受験している場合及び人間社会学域人文学
類，法学類，経済学類，国際学類において「理科」の受験科目を２科目受験している場合は，受験した科目のうち第１
解答科目の成績を採用します。なお，人間社会学域人文学類において『「地理歴史」「公民」』の第１解答科目が指定した
科目以外の場合は，『「地理歴史」「公民」』の第２解答科目の成績は採用せず，指定した教科・科目の範囲で高得点の順
に他教科の成績（理科については第１解答科目の成績）を採用します。（『「地理歴史」「公民」』及び「理科」の試験時間
において２科目を選択する場合，解答順に前半に受験した科目を第１解答科目，後半に受験した科目を第２解答科目と
します。）
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提出不要

大学入試センター試験で志望する学域学類・専攻が課すすべての教科・科目を受験しているか，各自で必ずチェックし

て出願してください。なお，この表は提出する必要はありません。

志望する学域・学類・専攻
志望する学域・学類・専攻が課す教科・科目

受験した科目
教 科 科 目 名

後

期

日

程

国 語 『国語』
医薬保健学域 保健学類

看護学専攻
放射線技術科学専攻
検査技術科学専攻

地理歴史
『世界史B』
『日本史B』
『地理B』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科

『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

�
�
�
�
�
�
�

から２

�
�
�
�
�
�
�

２つ
チェック

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕 計 科目

�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

（注）「数学」のうち※の『工業数理基礎』，『簿記・会計』，『情報関係基礎』を選択できる者は，高等学校若しくは中等教育学
校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了（見込み）者に限ります。
医薬保健学域保健学類において『「地理歴史」「公民」』の受験科目を２科目受験している場合は，受験した科目のうち
第１解答科目の成績を採用します。なお，第１解答科目が指定した科目以外の場合は失格となります。（『「地理歴史」「公
民」』の試験時間において２科目を選択する場合，解答順に前半に受験した科目を第１解答科目，後半に受験した科目を
第２解答科目とします。）

提出不要

大学入試センター試験で志望する学域学類・専攻が課すすべての教科・科目を受験しているか，各自で必ずチェックし

て出願してください。なお，この表は提出する必要はありません。

志望する学域・学類・専攻
志望する学域・学類・専攻が課す教科・科目

受験した科目
教 科 科 目 名

後

期

日

程

国 語 『国語』
理工学域 物質化学類

環境デザイン学類 地理歴史
『世界史B』
『日本史B』
『地理B』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科
『物理�』
『化学�』

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕 計 科目

外 国 語 『英語』機械工学類

計 〔１教科１科目〕 計 科目

数 学

『数学�・数学A』
電子情報学類 『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科 『物理�』

外 国 語 『英語』
計 〔３教科４科目〕 計 科目

数 学

『数学�・数学A』
自然システム学類 『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科

『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

�
�
�
�
�
�
�

から２

�
�
�
�
�
�
�

２つ
チェック

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔３教科５科目〕 計 科目

�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

�
�

�
�

第１解答科目と
して解答すること

（注）「数学」のうち※の『工業数理基礎』，『簿記・会計』，『情報関係基礎』を選択できる者は，高等学校若しくは中等教育
学校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了（見込み）者に限りま
す。
理工学域物質化学類，環境デザイン学類において『「地理歴史」「公民」』の受験科目を２科目受験している場合は，受
験した科目のうち第１解答科目の成績を採用します。なお，理工学域物質化学類，環境デザイン学類において『「地理歴
史」「公民」』の第１解答科目が指定した科目以外の場合は失格となります。（『「地理歴史」「公民」』の試験時間において
２科目を選択する場合，解答順に前半に受験した科目を第１解答科目，後半に受験した科目を第２解答科目とします。）
理工学域電子情報学類において「理科」の受験科目を２科目受験している場合は，受験した科目のうち第１解答科目
の成績を採用します。なお，第１解答科目が指定した科目「物理�」以外の場合は失格となります。
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提出不要

大学入試センター試験で志望する学域学類・専攻が課すすべての教科・科目を受験しているか，各自で必ずチェックし

て出願してください。なお，この表は提出する必要はありません。

志望する学域・学類・専攻
志望する学域・学類・専攻が課す教科・科目

受験した科目
教 科 科 目 名

後

期

日

程

国 語 『国語』
医薬保健学域 保健学類

看護学専攻
放射線技術科学専攻
検査技術科学専攻

地理歴史
『世界史B』
『日本史B』
『地理B』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科

『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

�
�
�
�
�
�
�

から２

�
�
�
�
�
�
�

２つ
チェック

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕 計 科目

�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

（注）「数学」のうち※の『工業数理基礎』，『簿記・会計』，『情報関係基礎』を選択できる者は，高等学校若しくは中等教育学
校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了（見込み）者に限ります。
医薬保健学域保健学類において『「地理歴史」「公民」』の受験科目を２科目受験している場合は，受験した科目のうち
第１解答科目の成績を採用します。なお，第１解答科目が指定した科目以外の場合は失格となります。（『「地理歴史」「公
民」』の試験時間において２科目を選択する場合，解答順に前半に受験した科目を第１解答科目，後半に受験した科目を
第２解答科目とします。）

提出不要

大学入試センター試験で志望する学域学類・専攻が課すすべての教科・科目を受験しているか，各自で必ずチェックし

て出願してください。なお，この表は提出する必要はありません。

志望する学域・学類・専攻
志望する学域・学類・専攻が課す教科・科目

受験した科目
教 科 科 目 名

後

期

日

程

国 語 『国語』
理工学域 物質化学類

環境デザイン学類 地理歴史
『世界史B』
『日本史B』
『地理B』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

公 民 『倫理，政治・経済』

数 学

『数学�・数学A』
『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科
『物理�』
『化学�』

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔５教科７科目〕 計 科目

外 国 語 『英語』機械工学類

計 〔１教科１科目〕 計 科目

数 学

『数学�・数学A』
電子情報学類 『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科 『物理�』

外 国 語 『英語』
計 〔３教科４科目〕 計 科目

数 学

『数学�・数学A』
自然システム学類 『数学�・数学B』

※『工業数理基礎』
※『簿記・会計』
※『情報関係基礎』

�
�
�
�
�
�
�

から１

�
�
�
�
�
�
�

１つ
チェック

理 科

『物理�』
『化学�』
『生物�』
『地学�』

�
�
�
�
�
�
�

から２

�
�
�
�
�
�
�

２つ
チェック

外 国 語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

�
��������

から１

�
��������

１つ
チェック

計 〔３教科５科目〕 計 科目

�
�

�
�

第 1解答科目と
して受験すること

�
�

�
�

第１解答科目と
して解答すること

（注）「数学」のうち※の『工業数理基礎』，『簿記・会計』，『情報関係基礎』を選択できる者は，高等学校若しくは中等教育
学校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了（見込み）者に限りま
す。
理工学域物質化学類，環境デザイン学類において『「地理歴史」「公民」』の受験科目を２科目受験している場合は，受
験した科目のうち第１解答科目の成績を採用します。なお，理工学域物質化学類，環境デザイン学類において『「地理歴
史」「公民」』の第１解答科目が指定した科目以外の場合は失格となります。（『「地理歴史」「公民」』の試験時間において
２科目を選択する場合，解答順に前半に受験した科目を第１解答科目，後半に受験した科目を第２解答科目とします。）
理工学域電子情報学類において「理科」の受験科目を２科目受験している場合は，受験した科目のうち第１解答科目
の成績を採用します。なお，第１解答科目が指定した科目「物理�」以外の場合は失格となります。
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９．問い合わせ先
電話での問い合わせは，平日（月曜日～金曜日）午前９時から午後５時までに行ってください。

本入学者選抜に関するすべての事項は，志願者本人がこの学生募集要項を熟読することによって必ず本人の責任で確認してく

ださい。

（１）入学試験関係

入学試験に関する問い合わせは，下記へ行ってください。

学生部入試課入学試験係 〒９２０―１１９２ 金沢市角間町

電 話０７６―２６４―５１６９，５１７７～５１７９ ＦＡＸ０７６―２３４―４０４２

E-mail boshu@adm.kanazawa-u.ac.jp

（２）修学関係

入学後の授業あるいは学生生活に関する問い合わせは，下記へ行ってください。

１０．入試情報の提供
入学者選抜試験に関する情報を本学ホームページで提供します。

金沢大学ホームページ http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html

志望学域・学類等 問 い 合 わ せ 先

人

間

社

会

学

域

人 文 学 類 人間社会系事務部学生課
人 文 ・ 国 際 学 務 係

〒９２０－１１９２ 金沢市角間町

電話 ０７６―２６４―５６０１

法 学 類
人間社会系事務部学生課
法 ・ 経 済 学 務 係 電話 ０７６―２６４―５４５６，５４５７

経 済 学 類

学 校 教 育 学 類
人間社会系事務部学生課
教 育 ・ 地 域 学 務 係 電話 ０７６―２６４―５６０３

地 域 創 造 学 類

国 際 学 類 人間社会系事務部学生課
人 文 ・ 国 際 学 務 係 電話 ０７６―２６４―５４５５

理

工

学

域

数 物 科 学 類

理 工 系 事 務 部
学 生 課 教 務 係 〒９２０－１１９２ 金沢市角間町 電話 ０７６―２３４―６８３１

物 質 化 学 類

機 械 工 学 類

電 子 情 報 学 類

環境デザイン学類

自然システム学類

医
薬
保
健
学
域

医 学 類 医 薬 保 健 系 事 務 部
学 生 課 医 学 学 務 係

〒９２０－８６４０
金沢市宝町１３番１号 電話 ０７６―２６５―２１２５～２１２７

薬学類・創薬科学類 医薬保健系事務部薬学・
がん研支援課薬学学務係

〒９２０－１１９２
金沢市角間町 電話 ０７６―２３４―６８２７，６８２８

保 健 学 類 医 薬 保 健 系 事 務 部
学 生 課 保 健 学 務 係

〒９２０－０９４２
金沢市小立野５丁目１１番８０号 電話 ０７６―２６５―２５１４～２５１７

期 間 内 容

平成２５年１１月上旬 ～ 学生募集要項の内容，請求方法の案内

平成２６年１月２８日（火） ～ 平成２６年３月３１日（月） 出願状況（学域学類等ごとの志願者数及び倍率）

平成２６年２月１２日（水）
～ 平成２６年２月１８日（火）

午後４時頃
医薬保健学域医学類前期日程 ２段階選抜実施状況等

平成２６年３月８日（土）
～ 平成２６年３月３１日（月）

午後２時頃
前期日程合格者発表（受験番号のみ）

平成２６年３月２２日（土）
～ 平成２６年３月３１日（月）

午前１０時頃
後期日程合格者発表（受験番号のみ）

６．障がいのある者等の出願
本学に入学を志願する者で，障がい等があり，受験及び修学上の配慮を必要とする場合は，出願に先立ち，本学に事前相談書

等を提出し，相談してください。

なお，体幹及び両上下肢の機能障がいが著しく，本学の個別学力検査において，「代筆解答」を必要とする者は，下記の期限

にかかわらずできるだけ早い時期に本学へ相談してください。

（１）相談締切日 平成２６年１月２２日（水）（なお，相談締切日を過ぎてからの相談の場合でも対応はいたしますが，必ずしも要望

に沿うことができないこともあります。）

（２）提出書類

① 事前相談書（次の事項及び連絡先について記載したもの。様式は問いません。）

ア 志望学域学類等

イ 障がいの種類・程度

ウ 受験及び修学について配慮を希望する事項

エ 高等学校若しくは中等教育学校等でとられていた配慮

オ 日常生活の状況

カ その他参考となる事項

② 医師の診断書（上記イ，ウ，オに関する項目も記載してください。）

③ 大学入試センター試験の受験特別措置決定通知書の写し（大学入試センター試験で特別措置を認められた者のみ）

④ その他参考書類（障害者手帳の写し等）

（３）相談先

金沢大学学生部入試課入学試験係

〒９２０―１１９２ 金沢市角間町

電 話 ０７６―２６４―５１６９，５１７７～５１７９

ＦＡＸ ０７６―２３４―４０４２

E-mail boshu@adm.kanazawa-u.ac.jp

７．受験票の送付
（１）「受験票」は，２月１３日（木）頃に志願者あてに発送します。なお，２月１９日（水）までに到着しない場合及び氏名等に間違い

がある場合には，学生部入試課入学試験係へ連絡してください。

連絡先 ０７６―２６４―５１６９，５１７７～５１７９

２段階選抜を実施する医薬保健学域医学類前期日程の志願者は２３ページ「前期日程 １．入学者選抜方法等 （３）２段階選

抜の実施」を参照してください。

（２）「受験票」及び「大学入試センター試験受験票」は，個別学力検査等受験，入学手続及び入試情報開示請求の際に必要とな

るので，大切に保管してください。

８．個人情報の保護
金沢大学では，「国立大学法人金沢大学個人情報管理規程」等を制定し，本学が保有する個人情報の適正な管理と保護に努めて

います。

本学が入学者選抜を通じて取得した個人情報及び入学手続時に提出いただく書類に記載されている全ての個人情報は，次の業務

で利用します。

（１）入学者選抜及び入学手続に関わる業務

（２）入学後の学籍管理，修学指導に関わる業務及び健康診断等の保健管理に関わる業務

（３）入学料免除，授業料免除，奨学生選考等の修学支援に関わる業務

（４）入学料・授業料の納入に関わる業務及び収納業務を委託する金融機関での必要な業務

（５）入学者選抜に関する個人が特定できない形で行う調査研究業務

（６）卒業（修了）生に対する学習成果等調査（アウトカムズ・アセスメント），同窓会活動への支援等に関する業務

（７）その他，個人が特定できない形で行う統計処理業務

なお，国公立大学の分離分割方式による合格及び追加合格決定業務を円滑に行うため，氏名及び大学入試センター試験の受験番

号に限って，合否等に関する個人情報を独立行政法人大学入試センター及び併願先の国公立大学に送達します。
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９．問い合わせ先
電話での問い合わせは，平日（月曜日～金曜日）午前９時から午後５時までに行ってください。

本入学者選抜に関するすべての事項は，志願者本人がこの学生募集要項を熟読することによって必ず本人の責任で確認してく

ださい。

（１）入学試験関係

入学試験に関する問い合わせは，下記へ行ってください。

学生部入試課入学試験係 〒９２０―１１９２ 金沢市角間町

電 話０７６―２６４―５１６９，５１７７～５１７９ ＦＡＸ０７６―２３４―４０４２

E-mail boshu@adm.kanazawa-u.ac.jp

（２）修学関係

入学後の授業あるいは学生生活に関する問い合わせは，下記へ行ってください。

１０．入試情報の提供
入学者選抜試験に関する情報を本学ホームページで提供します。

金沢大学ホームページ http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html

志望学域・学類等 問 い 合 わ せ 先

人

間

社

会

学

域

人 文 学 類 人間社会系事務部学生課
人 文 ・ 国 際 学 務 係

〒９２０－１１９２ 金沢市角間町

電話 ０７６―２６４―５６０１

法 学 類
人間社会系事務部学生課
法 ・ 経 済 学 務 係 電話 ０７６―２６４―５４５６，５４５７

経 済 学 類

学 校 教 育 学 類
人間社会系事務部学生課
教 育 ・ 地 域 学 務 係 電話 ０７６―２６４―５６０３

地 域 創 造 学 類

国 際 学 類 人間社会系事務部学生課
人 文 ・ 国 際 学 務 係 電話 ０７６―２６４―５４５５

理

工

学

域

数 物 科 学 類

理 工 系 事 務 部
学 生 課 教 務 係 〒９２０－１１９２ 金沢市角間町 電話 ０７６―２３４―６８３１

物 質 化 学 類

機 械 工 学 類

電 子 情 報 学 類

環境デザイン学類

自然システム学類

医
薬
保
健
学
域

医 学 類 医 薬 保 健 系 事 務 部
学 生 課 医 学 学 務 係

〒９２０－８６４０
金沢市宝町１３番１号 電話 ０７６―２６５―２１２５～２１２７

薬学類・創薬科学類 医薬保健系事務部薬学・
がん研支援課薬学学務係

〒９２０－１１９２
金沢市角間町 電話 ０７６―２３４―６８２７，６８２８

保 健 学 類 医 薬 保 健 系 事 務 部
学 生 課 保 健 学 務 係

〒９２０－０９４２
金沢市小立野５丁目１１番８０号 電話 ０７６―２６５―２５１４～２５１７

期 間 内 容

平成２５年１１月上旬 ～ 学生募集要項の内容，請求方法の案内

平成２６年１月２８日（火） ～ 平成２６年３月３１日（月） 出願状況（学域学類等ごとの志願者数及び倍率）

平成２６年２月１２日（水）
～ 平成２６年２月１８日（火）

午後４時頃
医薬保健学域医学類前期日程 ２段階選抜実施状況等

平成２６年３月８日（土）
～ 平成２６年３月３１日（月）

午後２時頃
前期日程合格者発表（受験番号のみ）

平成２６年３月２２日（土）
～ 平成２６年３月３１日（月）

午前１０時頃
後期日程合格者発表（受験番号のみ）

６．障がいのある者等の出願
本学に入学を志願する者で，障がい等があり，受験及び修学上の配慮を必要とする場合は，出願に先立ち，本学に事前相談書

等を提出し，相談してください。

なお，体幹及び両上下肢の機能障がいが著しく，本学の個別学力検査において，「代筆解答」を必要とする者は，下記の期限

にかかわらずできるだけ早い時期に本学へ相談してください。

（１）相談締切日 平成２６年１月２２日（水）（なお，相談締切日を過ぎてからの相談の場合でも対応はいたしますが，必ずしも要望

に沿うことができないこともあります。）

（２）提出書類

① 事前相談書（次の事項及び連絡先について記載したもの。様式は問いません。）

ア 志望学域学類等

イ 障がいの種類・程度

ウ 受験及び修学について配慮を希望する事項

エ 高等学校若しくは中等教育学校等でとられていた配慮

オ 日常生活の状況

カ その他参考となる事項

② 医師の診断書（上記イ，ウ，オに関する項目も記載してください。）

③ 大学入試センター試験の受験特別措置決定通知書の写し（大学入試センター試験で特別措置を認められた者のみ）

④ その他参考書類（障害者手帳の写し等）

（３）相談先

金沢大学学生部入試課入学試験係

〒９２０―１１９２ 金沢市角間町

電 話 ０７６―２６４―５１６９，５１７７～５１７９

ＦＡＸ ０７６―２３４―４０４２

E-mail boshu@adm.kanazawa-u.ac.jp

７．受験票の送付
（１）「受験票」は，２月１３日（木）頃に志願者あてに発送します。なお，２月１９日（水）までに到着しない場合及び氏名等に間違い

がある場合には，学生部入試課入学試験係へ連絡してください。

連絡先 ０７６―２６４―５１６９，５１７７～５１７９

２段階選抜を実施する医薬保健学域医学類前期日程の志願者は２３ページ「前期日程 １．入学者選抜方法等 （３）２段階選

抜の実施」を参照してください。

（２）「受験票」及び「大学入試センター試験受験票」は，個別学力検査等受験，入学手続及び入試情報開示請求の際に必要とな

るので，大切に保管してください。

８．個人情報の保護
金沢大学では，「国立大学法人金沢大学個人情報管理規程」等を制定し，本学が保有する個人情報の適正な管理と保護に努めて

います。

本学が入学者選抜を通じて取得した個人情報及び入学手続時に提出いただく書類に記載されている全ての個人情報は，次の業務

で利用します。

（１）入学者選抜及び入学手続に関わる業務

（２）入学後の学籍管理，修学指導に関わる業務及び健康診断等の保健管理に関わる業務

（３）入学料免除，授業料免除，奨学生選考等の修学支援に関わる業務

（４）入学料・授業料の納入に関わる業務及び収納業務を委託する金融機関での必要な業務

（５）入学者選抜に関する個人が特定できない形で行う調査研究業務

（６）卒業（修了）生に対する学習成果等調査（アウトカムズ・アセスメント），同窓会活動への支援等に関する業務

（７）その他，個人が特定できない形で行う統計処理業務

なお，国公立大学の分離分割方式による合格及び追加合格決定業務を円滑に行うため，氏名及び大学入試センター試験の受験番

号に限って，合否等に関する個人情報を独立行政法人大学入試センター及び併願先の国公立大学に送達します。
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１．入学者選抜方法等
前期日程の個別学力検査等は，次のとおり実施します。

（１）入学者選抜方法

入学者選抜は，大学入試センター試験並びに本学が行う個別学力検査等及び調査書の審査の結果を総合して行います。

一般入試は，配点比率を示した大学入試センター試験と個別学力検査等の結果を総合して合否判定を行うのが基本であり，

調査書は履修状況・学業成績等を確認するための資料ないし面接試験の参考資料として用います。

① 大学入試センター試験の受験を要する教科・科目等，個別学力検査等の詳細については，「（３）２段階選抜の実施」から

「（８）試験場」までの各項をそれぞれ参照してください。

② 大学入試センター試験で，志望する学域学類等が課すすべての教科・科目等（外国語について英語を選択する場合は，リ

スニングテストを含む。）を受験しなければ，個別学力検査等を受験することはできません。また，個別学力検査等で，志

望する学域学類等が課す教科・科目等のすべてを受験しなければ，失格となります。

なお，個別学力検査の「採点・評価基準」（論述・記述問題）を３２ページに掲載していますので参照してください。

（２）併願

① 志願者は，「前期日程」で試験を実施する大学・学部（学域学類）等から１つ，「後期日程」で試験を実施する大学・学部

（学域学類）等から１つ，合計２つの大学・学部（学域学類）等に出願することができます。

したがって，「前期―後期」の併願は認められますが，「前期―前期」，「後期―後期」の併願は認められませんので注意し

てください。

② 本学の「前期日程」の学域学類と「後期日程」の学域学類は，併願することができます。

（３）２段階選抜の実施

医薬保健学域医学類において志願者数が募集人員に対する予告倍率（４倍程度）を超えた場合には，大学入試センター試験の

教科・科目の配点による成績の総得点により第１段階選抜を行うことがあります。その場合は，第１段階選抜合格者について

のみ第２段階選抜を実施します。

① 受験票の発送

受験票は，平成２６年２月８日（土）頃に本人あて発送します。

なお，平成２６年２月１２日（水）午後４時を過ぎても到着しない場合及び氏名等に間違いがある場合には，学生部入試課

入学試験係へ連絡してください。

連絡先：０７６―２６４―５１６９，５１７７～５１７９

② 第１段階選抜合格者発表

第１段階選抜を実施した場合は，第１段階選抜合格者の受験番号を医学類掲示場及び本学ホームページにより発表すると

ともに，志願者全員に第１段階選抜結果通知書を送付します。

第１段階選抜を実施しなかった場合は，実施しなかった旨を医学類掲示場及び本学ホームページにより発表するととも

に，志願者全員に実施しなかった旨の通知書を送付します。

発表日時：平成２６年２月１２日（水）午後４時（予定）

発表場所：医薬保健学域医学類掲示場（宝町キャンパス医学類 F練１階掲示板（正面玄関入って右手））

金沢大学ホームページ http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html

本学ホームページへの掲載期間は，平成２６年２月１２日（水）午後４時頃から平成２６年２月１８日（火）まで

です。

（注）１．電話等による合否の問い合わせには応じません。

２．入学検定料について，第１段階選抜で不合格となった者には，１３，０００円を返還します。該当する者には，

第１段階選抜結果通知の際に入学検定料一部返還請求書を送付しますので，平成２６年２月２８日（金）までに

申し出てください。

上記の「第１段階選抜結果通知書」又は「実施しなかった旨の通知書」のいずれか平成２６年２月１８日（火）までに到着し

ない場合には，学生部入試課入学試験係へ連絡してください。

連絡先：０７６―２６４―５１６９，５１７７～５１７９

前期日程

※募集人員又は合格者が１０人未満の学域学類・専攻については，開示しません。

金沢大学携帯電話サイト

資料請求方法などの各種入試情報を携帯電話で閲覧できます。以下のバーコードにアクセスしてください。

http://daigakujc.jp/kanazawa-u/

１１．入学試験の個人成績の開示
受験者本人からの開示請求を受け，本人の平成２６年度一般入試の個人成績を，不合格者に限り，郵送により開示します。

（１）開示請求受付期間

平成２６年４月４日（金）～５月３０日（金）（郵送必着）

請求書類の提出は郵送のみとし，期限必着とします。

（２）請求方法

① まず，「金沢大学入試情報開示請求書」を入手してください。

「開示請求書」は，本学ホームページの入試情報から印刷できます。

金沢大学ホームページ http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html

印刷できない場合は，受験者本人の郵便番号，住所，氏名を明記し，８０円分の切手を貼った返信用封筒（A４用紙が三

つ折りで入る大きさの長形３号封筒（１２０×２３５㎜））を送付してください。この際，本学へ送付する封筒の表に「入試

情報開示請求書請求」と朱書きしてください。折り返し，「金沢大学入試情報開示請求書」を郵送します。

送付先 〒９２０―１１９２ 金沢市角間町 金沢大学学生部入試課指導管理係

② 「金沢大学入試情報開示請求書」に必要事項をすべて記入し，次の書類等を同封の上，郵送してください。

○ 平成２６年度金沢大学受験票（コピー不可）

万一，紛失された場合は，下記（５）の連絡先にお問い合わせください。

○ 返信用封筒※（長形３号，１２０㎜×２３５㎜）

受験者本人の郵便番号，住所，氏名を明記し，３８０円分の切手（簡易書留料金）を貼ったもの。開示内容は，この封筒で

送付します。

※返信用封筒が指定した大きさと異なる場合，料金不足で送付できないことがありますので注意してください。

開示請求書送付先 〒９２０―１１９２ 金沢市角間町 金沢大学学生部入試課指導管理係

（３）開示内容

○ 本学が利用した大学入試センター試験の科目ごとの得点及び合計点

○ 個別学力検査等の科目ごとの得点及び合計点

合格者成績情報（最高点，最低点，平均点）は，本学ホームページで閲覧できます。

金沢大学ホームページ http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html

（４）開示の時期・方法

開示請求受付後，１ヶ月程度の間に，請求者から届いた返信用封筒を使用し簡易書留で郵送します。送付された金沢大学受

験票も同封します。

（５）その他

不明な点は本学ホームページの「入試情報」をご覧いただくか，又は直接お問い合わせください。

金沢大学「入試情報」 http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html

金沢大学学生部入試課指導管理係 電話 ０７６―２６４―５１７３，６１９２

期 間 内 容

平成２６年４月７日（月） ～ 平成２７年３月３１日（火）

志願者，受験者，合格者，追加合格者及び入学者数

合格者の最高・最低点及び平均点※

大学入試センター試験，個別学力検査等の各合格点及び総合点に
ついて掲載

正解・解答例（前期日程のみ）
各科目の正解・解答例を掲載
ただし，数学は，出題意図・採点の観点等について掲載
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１．入学者選抜方法等
前期日程の個別学力検査等は，次のとおり実施します。

（１）入学者選抜方法

入学者選抜は，大学入試センター試験並びに本学が行う個別学力検査等及び調査書の審査の結果を総合して行います。

一般入試は，配点比率を示した大学入試センター試験と個別学力検査等の結果を総合して合否判定を行うのが基本であり，

調査書は履修状況・学業成績等を確認するための資料ないし面接試験の参考資料として用います。

① 大学入試センター試験の受験を要する教科・科目等，個別学力検査等の詳細については，「（３）２段階選抜の実施」から

「（８）試験場」までの各項をそれぞれ参照してください。

② 大学入試センター試験で，志望する学域学類等が課すすべての教科・科目等（外国語について英語を選択する場合は，リ

スニングテストを含む。）を受験しなければ，個別学力検査等を受験することはできません。また，個別学力検査等で，志

望する学域学類等が課す教科・科目等のすべてを受験しなければ，失格となります。

なお，個別学力検査の「採点・評価基準」（論述・記述問題）を３２ページに掲載していますので参照してください。

（２）併願

① 志願者は，「前期日程」で試験を実施する大学・学部（学域学類）等から１つ，「後期日程」で試験を実施する大学・学部

（学域学類）等から１つ，合計２つの大学・学部（学域学類）等に出願することができます。

したがって，「前期―後期」の併願は認められますが，「前期―前期」，「後期―後期」の併願は認められませんので注意し

てください。

② 本学の「前期日程」の学域学類と「後期日程」の学域学類は，併願することができます。

（３）２段階選抜の実施

医薬保健学域医学類において志願者数が募集人員に対する予告倍率（４倍程度）を超えた場合には，大学入試センター試験の

教科・科目の配点による成績の総得点により第１段階選抜を行うことがあります。その場合は，第１段階選抜合格者について

のみ第２段階選抜を実施します。

① 受験票の発送

受験票は，平成２６年２月８日（土）頃に本人あて発送します。

なお，平成２６年２月１２日（水）午後４時を過ぎても到着しない場合及び氏名等に間違いがある場合には，学生部入試課

入学試験係へ連絡してください。

連絡先：０７６―２６４―５１６９，５１７７～５１７９

② 第１段階選抜合格者発表

第１段階選抜を実施した場合は，第１段階選抜合格者の受験番号を医学類掲示場及び本学ホームページにより発表すると

ともに，志願者全員に第１段階選抜結果通知書を送付します。

第１段階選抜を実施しなかった場合は，実施しなかった旨を医学類掲示場及び本学ホームページにより発表するととも

に，志願者全員に実施しなかった旨の通知書を送付します。

発表日時：平成２６年２月１２日（水）午後４時（予定）

発表場所：医薬保健学域医学類掲示場（宝町キャンパス医学類 F練１階掲示板（正面玄関入って右手））

金沢大学ホームページ http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html

本学ホームページへの掲載期間は，平成２６年２月１２日（水）午後４時頃から平成２６年２月１８日（火）まで

です。

（注）１．電話等による合否の問い合わせには応じません。

２．入学検定料について，第１段階選抜で不合格となった者には，１３，０００円を返還します。該当する者には，

第１段階選抜結果通知の際に入学検定料一部返還請求書を送付しますので，平成２６年２月２８日（金）までに

申し出てください。

上記の「第１段階選抜結果通知書」又は「実施しなかった旨の通知書」のいずれか平成２６年２月１８日（火）までに到着し

ない場合には，学生部入試課入学試験係へ連絡してください。

連絡先：０７６―２６４―５１６９，５１７７～５１７９

前期日程

※募集人員又は合格者が１０人未満の学域学類・専攻については，開示しません。

金沢大学携帯電話サイト

資料請求方法などの各種入試情報を携帯電話で閲覧できます。以下のバーコードにアクセスしてください。

http://daigakujc.jp/kanazawa-u/

１１．入学試験の個人成績の開示
受験者本人からの開示請求を受け，本人の平成２６年度一般入試の個人成績を，不合格者に限り，郵送により開示します。

（１）開示請求受付期間

平成２６年４月４日（金）～５月３０日（金）（郵送必着）

請求書類の提出は郵送のみとし，期限必着とします。

（２）請求方法

① まず，「金沢大学入試情報開示請求書」を入手してください。

「開示請求書」は，本学ホームページの入試情報から印刷できます。

金沢大学ホームページ http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html

印刷できない場合は，受験者本人の郵便番号，住所，氏名を明記し，８０円分の切手を貼った返信用封筒（A４用紙が三

つ折りで入る大きさの長形３号封筒（１２０×２３５㎜））を送付してください。この際，本学へ送付する封筒の表に「入試

情報開示請求書請求」と朱書きしてください。折り返し，「金沢大学入試情報開示請求書」を郵送します。

送付先 〒９２０―１１９２ 金沢市角間町 金沢大学学生部入試課指導管理係

② 「金沢大学入試情報開示請求書」に必要事項をすべて記入し，次の書類等を同封の上，郵送してください。

○ 平成２６年度金沢大学受験票（コピー不可）

万一，紛失された場合は，下記（５）の連絡先にお問い合わせください。

○ 返信用封筒※（長形３号，１２０㎜×２３５㎜）

受験者本人の郵便番号，住所，氏名を明記し，３８０円分の切手（簡易書留料金）を貼ったもの。開示内容は，この封筒で

送付します。

※返信用封筒が指定した大きさと異なる場合，料金不足で送付できないことがありますので注意してください。

開示請求書送付先 〒９２０―１１９２ 金沢市角間町 金沢大学学生部入試課指導管理係

（３）開示内容

○ 本学が利用した大学入試センター試験の科目ごとの得点及び合計点

○ 個別学力検査等の科目ごとの得点及び合計点

合格者成績情報（最高点，最低点，平均点）は，本学ホームページで閲覧できます。

金沢大学ホームページ http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html

（４）開示の時期・方法

開示請求受付後，１ヶ月程度の間に，請求者から届いた返信用封筒を使用し簡易書留で郵送します。送付された金沢大学受

験票も同封します。

（５）その他

不明な点は本学ホームページの「入試情報」をご覧いただくか，又は直接お問い合わせください。

金沢大学「入試情報」 http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html

金沢大学学生部入試課指導管理係 電話 ０７６―２６４―５１７３，６１９２

期 間 内 容

平成２６年４月７日（月） ～ 平成２７年３月３１日（火）

志願者，受験者，合格者，追加合格者及び入学者数

合格者の最高・最低点及び平均点※

大学入試センター試験，個別学力検査等の各合格点及び総合点に
ついて掲載

正解・解答例（前期日程のみ）
各科目の正解・解答例を掲載
ただし，数学は，出題意図・採点の観点等について掲載

－ 23 －

前
期
日
程



大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等

そ の 他
試験の区分 国 語 地 歴 公 民 理 科 数 学 外国語 小論文 面 接

配 点
合 計

センター試験 ２００ ※３００（１５０×２） １００ ２００ ２００ １０００

◎ 大学入試センター試験で，志望
する学域学類等が課すすべての教
科・科目等（「外国語」について
「英語」を選択する場合は，リス
ニングテストを含む。）を受験し
なければ，個別学力検査等を受験
することはできません。
また，個別学力検査等で，志望

する学域学類等が課す教科・科目
等のすべてを受験しなければ，失
格となります。

個別学力検査 ３００ ３００ ６００

計 ５００ ３００ １００ ２００ ５００ １６００

センター試験 ２００ ※２００（１００×２） １００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ３００ ３００ ６００

計 ５００ ２００ １００ ２００ ５００ １５００

センター試験 ２００ ※２００（１００×２） １００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ３００ ３００ ６００

計 ２００ ２００ １００ ５００ ５００ １５００

センター試験 ２００ ※２００（１００×２） １００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ２００ ２００ ２００ ６００

計 ４００ ２００ １００ ４００ ４００ １５００

センター試験 ２００ ※３００（１００×３） ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ※３００ ※３００ ※３００ ３００ ６００

計

国語 選択
（個別）

５００ ３００ ２００ ５００

１５００
理科選択
（個別）

２００ ６００ ２００ ５００

数学選択
（個別）

２００ ３００ ５００ ５００

センター試験 ２００ ※３００（１００×３） ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ※２００ ※２００ ※２００ ４００

計

国語 数学
選択（個別）

４００ ３００ ４００ ２００

１３００
国語 外国語
選択（個別）

４００ ３００ ２００ ４００

数学 外国語
選択（個別）

２００ ３００ ４００ ４００

（４）実施教科・科目等

学域・学類等名

大学入試センター試験の利用教科・科目名 個 別 学 力 検 査 等

教科等 科 目 名 等教科 科 目 名 等

人 間 社 会
学 域

人 文 学 類 国語
地理歴史

公民
数学

理科

外国語

「国語」
「世界史 B」，「日本史 B」，
「地理 B」

�
�
�
�
�

から２
「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「理科総合A」，「理科総合B」，「物理�」，�

�から１「化学�」，「生物�」，「地学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］又は［６教科７科目］

国語
外国語

国語表現�・国語表現�・国語総合
英語�・リーディング・ �

�
�
�

ライティング，ドイツ語， から１
フランス語，中国語

法学類 Ｌ方式
国語
地理歴史

公民
数学

理科

外国語

「国語」
「世界史 B」，「日本史 B」，
「地理B」

�
�
�
�
�

から２
「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「理科総合A」，「理科総合B」，「物理�」，�

�から１「化学�」，「生物�」，「地学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］又は［６教科７科目］

国語
外国語

国語表現�・国語表現�・国語総合
英語�・リーディング・ �

�
�
�
から１ライティング，ドイツ語，

フランス語，中国語

Ｍ方式 数学
外国語

数学�・数学�・数学A・数学 B
英語�・リーディング・ �

�
�
�
から１ライティング，ドイツ語，

フランス語，中国語

経 済 学 類 国語
数学
外国語

国語表現�・国語表現�・国語総合
数学�・数学�・数学A・数学 B
英語�・リーディング・�

�
から１

ライティング，ドイツ語

学 校 教 育 学 類 国語
地理歴史

公民
理科

数学

外国語

「国語」
「世界史 B」，「日本史 B」，��

�
�
�
から１

�
�
�
�
�
�

から３
「地理 B」
「倫理，政治・経済」 又は２
「理科総合A」，「理科総合B」，「物理�」，�

�
から１

「化学�」，「生物�」，「地学�」 又は２

「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］又は［６教科７科目］

国語
数学
理科

外国語

国語表現�・国語表現�・国語総合��
�
�
�
�
�
�
�

数学�・数学�・数学A・数学 B か
ら
１

物理�・物理�，
化学�・化学�，

�
�
�
�
�
�

から１
生物�・生物�，
地学�・地学�
英語�・リーディング・ライティング

地 域 創 造 学 類 国語
地理歴史

公民
理科

数学

外国語

「国語」
「世界史 B」，「日本史 B」，��

�
�
�

から１��
�
�
�
�

から３

「地理 B」
「倫理，政治・経済」

又は２

「理科総合A」，「理科総合B」，「物理�」，�
�
から１

「化学�」，「生物�」，「地学�」 又は２
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］又は［６教科７科目］

国語
数学
外国語

国語表現�・国語表現�・国語総合 �
�
�
�
�
�

から２
数学�・数学�・数学A・数学 B
英語�・リーディング・�

�
から１

ライティング，ドイツ語

－ 24 －



大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等

そ の 他
試験の区分 国 語 地 歴 公 民 理 科 数 学 外国語 小論文 面 接

配 点
合 計

センター試験 ２００ ※３００（１５０×２） １００ ２００ ２００ １０００

◎ 大学入試センター試験で，志望
する学域学類等が課すすべての教
科・科目等（「外国語」について
「英語」を選択する場合は，リス
ニングテストを含む。）を受験し
なければ，個別学力検査等を受験
することはできません。
また，個別学力検査等で，志望
する学域学類等が課す教科・科目
等のすべてを受験しなければ，失
格となります。

個別学力検査 ３００ ３００ ６００

計 ５００ ３００ １００ ２００ ５００ １６００

センター試験 ２００ ※２００（１００×２） １００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ３００ ３００ ６００

計 ５００ ２００ １００ ２００ ５００ １５００

センター試験 ２００ ※２００（１００×２） １００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ３００ ３００ ６００

計 ２００ ２００ １００ ５００ ５００ １５００

センター試験 ２００ ※２００（１００×２） １００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ２００ ２００ ２００ ６００

計 ４００ ２００ １００ ４００ ４００ １５００

センター試験 ２００ ※３００（１００×３） ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ※３００ ※３００ ※３００ ３００ ６００

計

国語 選択
（個別）

５００ ３００ ２００ ５００

１５００
理科選択
（個別）

２００ ６００ ２００ ５００

数学選択
（個別）

２００ ３００ ５００ ５００

センター試験 ２００ ※３００（１００×３） ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ※２００ ※２００ ※２００ ４００

計

国語 数学
選択（個別）

４００ ３００ ４００ ２００

１３００
国語 外国語
選択（個別）

４００ ３００ ２００ ４００

数学 外国語
選択（個別）

２００ ３００ ４００ ４００

（４）実施教科・科目等

学域・学類等名

大学入試センター試験の利用教科・科目名 個 別 学 力 検 査 等

教科等 科 目 名 等教科 科 目 名 等

人 間 社 会
学 域

人 文 学 類 国語
地理歴史

公民
数学

理科

外国語

「国語」
「世界史 B」，「日本史 B」，
「地理 B」

�
�
�
�
�

から２
「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「理科総合A」，「理科総合B」，「物理�」，�

�から１「化学�」，「生物�」，「地学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］又は［６教科７科目］

国語
外国語

国語表現�・国語表現�・国語総合
英語�・リーディング・ �

�
�
�

ライティング，ドイツ語， から１
フランス語，中国語

法学類 Ｌ方式
国語
地理歴史

公民
数学

理科

外国語

「国語」
「世界史 B」，「日本史 B」，
「地理B」

�
�
�
�
�

から２
「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「理科総合A」，「理科総合B」，「物理�」，�

�から１「化学�」，「生物�」，「地学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］又は［６教科７科目］

国語
外国語

国語表現�・国語表現�・国語総合
英語�・リーディング・ �

�
�
�
から１ライティング，ドイツ語，

フランス語，中国語

Ｍ方式 数学
外国語

数学�・数学�・数学A・数学 B
英語�・リーディング・ �

�
�
�
から１ライティング，ドイツ語，

フランス語，中国語

経 済 学 類 国語
数学
外国語

国語表現�・国語表現�・国語総合
数学�・数学�・数学A・数学 B
英語�・リーディング・�

�
から１

ライティング，ドイツ語

学 校 教 育 学 類 国語
地理歴史

公民
理科

数学

外国語

「国語」
「世界史 B」，「日本史 B」，��

�
�
�
から１

�
�
�
�
�
�

から３
「地理 B」
「倫理，政治・経済」 又は２
「理科総合A」，「理科総合B」，「物理�」，�

�
から１

「化学�」，「生物�」，「地学�」 又は２

「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］又は［６教科７科目］

国語
数学
理科

外国語

国語表現�・国語表現�・国語総合��
�
�
�
�
�
�
�

数学�・数学�・数学A・数学 B か
ら
１

物理�・物理�，
化学�・化学�，

�
�
�
�
�
�

から１
生物�・生物�，
地学�・地学�
英語�・リーディング・ライティング

地 域 創 造 学 類 国語
地理歴史

公民
理科

数学

外国語

「国語」
「世界史 B」，「日本史 B」，��

�
�
�

から１��
�
�
�
�

から３

「地理 B」
「倫理，政治・経済」

又は２

「理科総合A」，「理科総合B」，「物理�」，�
�
から１

「化学�」，「生物�」，「地学�」 又は２
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］又は［６教科７科目］

国語
数学
外国語

国語表現�・国語表現�・国語総合 �
�
�
�
�
�

から２
数学�・数学�・数学A・数学 B
英語�・リーディング・�

�
から１

ライティング，ドイツ語

－ 25 －

前
期
日
程



大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等

そ の 他
試験の区分 国 語 地 歴 公 民 理 科 数 学 外国語 小論文 面 接

配 点
合 計

センター試験 ２００ ※２００（１００×２） １００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ３００ ３００ ６００

計 ５００ ２００ １００ ２００ ５００ １５００

センター試験 ２００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ９００

◎ 大学入試センター試験で，志望
する学域学類等が課すすべての教
科・科目等（「外国語」について
「英語」を選択する場合は，リス
ニングテストを含む。）を受験し
なければ，個別学力検査等を受験
することはできません。
また，個別学力検査等で，志望

する学域学類等が課す教科・科目
等のすべてを受験しなければ，失
格となります。

個別学力検査 ３５０ ４５０ １００ ９００

計 ２００ １００ ５５０ ６５０ ３００ １８００

センター試験 １００ ※５０（５０×１） １００ １００ １００ ４５０

個別学力検査 ２００ ２００ ２００ ６００

計 １００ ５０ ３００ ３００ ３００ １０５０

センター試験 １００ ※５０（５０×１） １００ １００ １００ ４５０

個別学力検査 ２００ ２５０ ２００ ６５０

計 １００ ５０ ３００ ３５０ ３００ １１００

センター試験 １００ ※５０（５０×１） １００ １００ １００ ４５０

個別学力検査 １２０ ２００ １２０ ４４０

計 １００ ５０ ２２０ ３００ ２２０ ８９０

センター試験 １００ ※５０（５０×１） １００ １００ １００ ４５０

個別学力検査 ２００ ２５０ ２００ ６５０

計 １００ ５０ ３００ ３５０ ３００ １１００

学域・学類等名

大学入試センター試験の利用教科・科目名 個 別 学 力 検 査 等

教科等 科 目 名 等教科 科 目 名 等

人 間 社 会
学 域

国 際 学 類 国語
地理歴史

公民
数学

理科

外国語

「国語」
「世界史 B」，「日本史 B」， �

�
�
�
�

から２「地理B」
「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「理科総合A」，「理科総合B」，「物理�」，�

�から１「化学�」，「生物�」，「地学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］又は［６教科７科目］

国語
外国語

国語表現�・国語表現�・国語総合
英語�・リーディング・ライティング

理 工 学 域 数 物 科 学 類 国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」，「化学�」，「生物�」，「地学�」から２
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

数学

理科

外国語

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
物理�・物理�，�

�から１化学�・化学�
英語�・リーディング・ライティング

物 質 化 学 類
国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史 B」，「地理 B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」と「化学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

数学

理科
外国語

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
化学�・化学�
英語�・リーディング・ライティング

機 械 工 学 類 数学

理科
外国語

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
物理�・物理�
英語�・リーディング・ライティング

電 子 情 報 学 類 国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」，「化学�」，「生物�」から２
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

数学

理科
外国語

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
物理�・物理�
英語�・リーディング・ライティング

環境デザイン学類 国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」と「化学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

数学

理科

外国語

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
物理�・物理�，�

�から１化学�・化学�
英語�・リーディング・ライティング

－ 26 －



大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等

そ の 他
試験の区分 国 語 地 歴 公 民 理 科 数 学 外国語 小論文 面 接

配 点
合 計

センター試験 ２００ ※２００（１００×２） １００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ３００ ３００ ６００

計 ５００ ２００ １００ ２００ ５００ １５００

センター試験 ２００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ９００

◎ 大学入試センター試験で，志望
する学域学類等が課すすべての教
科・科目等（「外国語」について
「英語」を選択する場合は，リス
ニングテストを含む。）を受験し
なければ，個別学力検査等を受験
することはできません。
また，個別学力検査等で，志望
する学域学類等が課す教科・科目
等のすべてを受験しなければ，失
格となります。

個別学力検査 ３５０ ４５０ １００ ９００

計 ２００ １００ ５５０ ６５０ ３００ １８００

センター試験 １００ ※５０（５０×１） １００ １００ １００ ４５０

個別学力検査 ２００ ２００ ２００ ６００

計 １００ ５０ ３００ ３００ ３００ １０５０

センター試験 １００ ※５０（５０×１） １００ １００ １００ ４５０

個別学力検査 ２００ ２５０ ２００ ６５０

計 １００ ５０ ３００ ３５０ ３００ １１００

センター試験 １００ ※５０（５０×１） １００ １００ １００ ４５０

個別学力検査 １２０ ２００ １２０ ４４０

計 １００ ５０ ２２０ ３００ ２２０ ８９０

センター試験 １００ ※５０（５０×１） １００ １００ １００ ４５０

個別学力検査 ２００ ２５０ ２００ ６５０

計 １００ ５０ ３００ ３５０ ３００ １１００

学域・学類等名

大学入試センター試験の利用教科・科目名 個 別 学 力 検 査 等

教科等 科 目 名 等教科 科 目 名 等

人 間 社 会
学 域

国 際 学 類 国語
地理歴史

公民
数学

理科

外国語

「国語」
「世界史 B」，「日本史 B」， �

�
�
�
�

から２「地理B」
「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「理科総合A」，「理科総合B」，「物理�」，�

�から１「化学�」，「生物�」，「地学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］又は［６教科７科目］

国語
外国語

国語表現�・国語表現�・国語総合
英語�・リーディング・ライティング

理 工 学 域 数 物 科 学 類 国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」，「化学�」，「生物�」，「地学�」から２
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

数学

理科

外国語

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
物理�・物理�，�

�から１化学�・化学�
英語�・リーディング・ライティング

物 質 化 学 類
国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史 B」，「地理 B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」と「化学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

数学

理科
外国語

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
化学�・化学�
英語�・リーディング・ライティング

機 械 工 学 類 数学

理科
外国語

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
物理�・物理�
英語�・リーディング・ライティング

電 子 情 報 学 類 国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」，「化学�」，「生物�」から２
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

数学

理科
外国語

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
物理�・物理�
英語�・リーディング・ライティング

環境デザイン学類 国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」と「化学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

数学

理科

外国語

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
物理�・物理�，�

�から１化学�・化学�
英語�・リーディング・ライティング

－ 27 －
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大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等

そ の 他
試験の区分 国 語 地 歴 公 民 理 科 数 学 外国語 小論文 面 接

配 点
合 計

センター試験 １００ ※１００（１００×１） ２００ １００ １００ ６００

個別学力検査 ２００ ２００ １００ ５００

計 １００ １００ ４００ ３００ ２００ １１００

センター試験 １００ ※５０（５０×１） １００ １００ １００ ４５０ ◎ 大学入試センター試験で，志望
する学域学類等が課すすべての教
科・科目等（「外国語」について
「英語」を選択する場合は，リス
ニングテストを含む。）を受験し
なければ，個別学力検査等を受験
することはできません。
また，個別学力検査等で，志望

する学域学類等が課す教科・科目
等のすべてを受験しなければ，失
格となります。

◎ 医学類では志願者数が募集人員
に対する予告倍率（４倍程度）を
超えた場合には，大学入試セン
ター試験の教科・科目の配点によ
る成績の総得点により第１段階選
抜を行うことがあります。その場
合は，第１段階選抜合格者につい
てのみ第２段階選抜を実施しま
す。

個別学力検査 ２００ ２００ ２００ １００ ７００

計 １００ ５０ ３００ ３００ ３００ １００ １１５０

センター試験 １００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ８００

個別学力検査 ４００ ２００ ２００ ８００

計 １００ １００ ６００ ４００ ４００ １６００

学域・学類等名

大学入試センター試験の利用教科・科目名 個 別 学 力 検 査 等

教科等 科 目 名 等教科 科 目 名 等

理 工 学 域 自然システム学類 国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」，「化学�」，「生物�」，「地学�」から２
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

数学

理科

外国語

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
物理�・物理�，�

�
�
�
�
�

から１
化学�・化学�，
生物�・生物�，
地学�・地学�
英語�・リーディング・ライティング

医 薬 保 健
学 域

医 学 類 国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」，「化学�」，「生物�」，「地学�」から２
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

数学

理科
外国語
その他

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
物理�・物理�と化学�・化学�
英語�・リーディング・ライティング
面接（勉学意欲と資質等を判断するた
めの多面的試問を行います。）

薬学類・創薬科学類 国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」と「化学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

数学

理科
外国語

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
物理�・物理�と化学�・化学�
英語�・リーディング・ライティング

－ 28 －



大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等

そ の 他
試験の区分 国 語 地 歴 公 民 理 科 数 学 外国語 小論文 面 接

配 点
合 計

センター試験 １００ ※１００（１００×１） ２００ １００ １００ ６００

個別学力検査 ２００ ２００ １００ ５００

計 １００ １００ ４００ ３００ ２００ １１００

センター試験 １００ ※５０（５０×１） １００ １００ １００ ４５０ ◎ 大学入試センター試験で，志望
する学域学類等が課すすべての教
科・科目等（「外国語」について
「英語」を選択する場合は，リス
ニングテストを含む。）を受験し
なければ，個別学力検査等を受験
することはできません。
また，個別学力検査等で，志望
する学域学類等が課す教科・科目
等のすべてを受験しなければ，失
格となります。

◎ 医学類では志願者数が募集人員
に対する予告倍率（４倍程度）を
超えた場合には，大学入試セン
ター試験の教科・科目の配点によ
る成績の総得点により第１段階選
抜を行うことがあります。その場
合は，第１段階選抜合格者につい
てのみ第２段階選抜を実施しま
す。

個別学力検査 ２００ ２００ ２００ １００ ７００

計 １００ ５０ ３００ ３００ ３００ １００ １１５０

センター試験 １００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ８００

個別学力検査 ４００ ２００ ２００ ８００

計 １００ １００ ６００ ４００ ４００ １６００

学域・学類等名

大学入試センター試験の利用教科・科目名 個 別 学 力 検 査 等

教科等 科 目 名 等教科 科 目 名 等

理 工 学 域 自然システム学類 国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」，「化学�」，「生物�」，「地学�」から２
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

数学

理科

外国語

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
物理�・物理�，�

�
�
�
�
�

から１
化学�・化学�，
生物�・生物�，
地学�・地学�
英語�・リーディング・ライティング

医 薬 保 健
学 域

医 学 類 国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」，「化学�」，「生物�」，「地学�」から２
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

数学

理科
外国語
その他

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
物理�・物理�と化学�・化学�
英語�・リーディング・ライティング
面接（勉学意欲と資質等を判断するた
めの多面的試問を行います。）

薬学類・創薬科学類 国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」と「化学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

数学

理科
外国語

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
物理�・物理�と化学�・化学�
英語�・リーディング・ライティング

－ 29 －

前
期
日
程



２解答科目と「理科」の第２解答科目のうち得点の高い科目の成績を採用します。

④ 大学入試センター試験で「数学」２科目又は「理科」２科目を課す学域学類等については，２科目の合計を表記して

います。各科目の配点は各々２分の１とします。

⑤ 医薬保健学域医学類及び薬学類・創薬科学類の個別学力検査の「理科」２科目については，２科目の合計を表記して

います。各科目の配点は各々２分の１とします。

⑥ 大学入試センター試験の「英語」にはリスニングテストが含まれており，成績は，筆記試験（２００点満点）とリスニ

ングテスト（５０点満点）の合計得点を２００点満点となるように圧縮し，他の外国語と比較できるようにして利用します。

なお，大学入試センター試験の「英語」のリスニングテストが免除となる重度難聴者については，「英語」の筆記試

験の成績（２００点満点）を圧縮せずに利用します。

また，入学者選抜の配点にあたっては，学域学類等に示されているセンター試験の外国語の配点に換算します。

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等

そ の 他
試験の区分 国 語 地 歴 公 民 理 科 数 学 外国語 小論文 面 接

配 点
合 計

センター試験 ２００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ９００

◎ 大学入試センター試験で，志望
する学域学類等が課すすべての教
科・科目等（「外国語」について
「英語」を選択する場合は，リス
ニングテストを含む。）を受験し
なければ，個別学力検査等を受験
することはできません。
また，個別学力検査等で，志望

する学域学類等が課す教科・科目
等のすべてを受験しなければ，失
格となります。

個別学力検査 ４００ ４００ ８００

計 ２００ １００ ６００ ２００ ６００ １７００

センター試験 ２００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ２００ ２００ ４００

計 ２００ １００ ４００ ２００ ４００ １３００

センター試験 ２００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ２００ ２００ ４００

計 ２００ １００ ４００ ２００ ４００ １３００

センター試験 ２００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ４００ ４００ ８００

計 ２００ １００ ６００ ２００ ６００ １７００

センター試験 ２００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ４００ ４００ ８００

計 ２００ １００ ６００ ２００ ６００ １７００

（注）１ 大学入試センター試験の「数学」のうち「工業数理基礎」，「簿記・会計」，「情報関係基礎」を選択できる者は，高等学

校若しくは中等教育学校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了

（見込み）者に限ります。

２ 個別学力検査等について

①「数学B」，「数学C」，「物理�」，「化学�」，「生物�」及び「地学�」の出題範囲は，次のとおりです。
「数学B」……「数列」，「ベクトル」

「数学C」……「行列とその応用」，「式と曲線」

「物理�」……学習指導要領に示された内容のうち，選択分野を出題範囲から除き出題します。
「化学�」，「生物�」，「地学�」……学習指導要領に示された選択分野によって受験者に対して不利が生じないように

出題します。

② 外国語の「ドイツ語」，「フランス語」，「中国語」は，リスニングテストを課します。

３ 大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等について

① 配点に※印を付してある教科は，選択教科を表します。

② 大学入試センター試験で，指定した教科・科目数を超えて受験している場合は，指定した教科・科目数の範囲で高得

点の順に教科・科目の成績を採用します。

ただし，『「地理歴史」「公民」』の受験科目を１科目と指定した学類において２科目受験している場合及び「理科」の

受験科目を１科目と指定した学類において２科目受験している場合は，それぞれ受験した科目のうち第１解答科目の成

績を採用します。また，第１解答科目が指定した科目以外の場合は失格となります。

（『「地理歴史」「公民」』及び「理科」の試験時間において２科目を選択する場合，解答順に前半に受験した科目を第

１解答科目，後半に受験した科目を第２解答科目とする。）

③ 人間社会学域学校教育学類，地域創造学類（前期日程）の大学入試センター試験の『「地理歴史」「公民」及び「理科」』

の各科目の配点は合計３００点とし，『「地理歴史」「公民」』から２科目，「理科」から２科目の合計４科目を受験している

場合は，『「地理歴史」「公民」』の第１解答科目，「理科」の第１解答科目を採用し，加えて『「地理歴史」「公民」』の第

学域・学類等名

大学入試センター試験の利用教科・科目名 個 別 学 力 検 査 等

教科等 科 目 名 等教科 科 目 名 等

医 薬 保 健
学 域

保健学類 看護学
専攻

国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」，「化学�」，「生物�」，「地学�」から２
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

理科

外国語

物理�・物理�，�
�
�
�
から１化学�・化学�，

生物�・生物�
英語�・リーディング・ライティング

放射線
技術科
学専攻

検査技
術科学
専攻

理学療
法学専
攻

作業療
法学専
攻
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２解答科目と「理科」の第２解答科目のうち得点の高い科目の成績を採用します。

④ 大学入試センター試験で「数学」２科目又は「理科」２科目を課す学域学類等については，２科目の合計を表記して

います。各科目の配点は各々２分の１とします。

⑤ 医薬保健学域医学類及び薬学類・創薬科学類の個別学力検査の「理科」２科目については，２科目の合計を表記して

います。各科目の配点は各々２分の１とします。

⑥ 大学入試センター試験の「英語」にはリスニングテストが含まれており，成績は，筆記試験（２００点満点）とリスニ

ングテスト（５０点満点）の合計得点を２００点満点となるように圧縮し，他の外国語と比較できるようにして利用します。

なお，大学入試センター試験の「英語」のリスニングテストが免除となる重度難聴者については，「英語」の筆記試

験の成績（２００点満点）を圧縮せずに利用します。

また，入学者選抜の配点にあたっては，学域学類等に示されているセンター試験の外国語の配点に換算します。

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等

そ の 他
試験の区分 国 語 地 歴 公 民 理 科 数 学 外国語 小論文 面 接

配 点
合 計

センター試験 ２００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ９００

◎ 大学入試センター試験で，志望
する学域学類等が課すすべての教
科・科目等（「外国語」について
「英語」を選択する場合は，リス
ニングテストを含む。）を受験し
なければ，個別学力検査等を受験
することはできません。
また，個別学力検査等で，志望
する学域学類等が課す教科・科目
等のすべてを受験しなければ，失
格となります。

個別学力検査 ４００ ４００ ８００

計 ２００ １００ ６００ ２００ ６００ １７００

センター試験 ２００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ２００ ２００ ４００

計 ２００ １００ ４００ ２００ ４００ １３００

センター試験 ２００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ２００ ２００ ４００

計 ２００ １００ ４００ ２００ ４００ １３００

センター試験 ２００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ４００ ４００ ８００

計 ２００ １００ ６００ ２００ ６００ １７００

センター試験 ２００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ４００ ４００ ８００

計 ２００ １００ ６００ ２００ ６００ １７００

（注）１ 大学入試センター試験の「数学」のうち「工業数理基礎」，「簿記・会計」，「情報関係基礎」を選択できる者は，高等学

校若しくは中等教育学校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了

（見込み）者に限ります。

２ 個別学力検査等について

①「数学B」，「数学C」，「物理�」，「化学�」，「生物�」及び「地学�」の出題範囲は，次のとおりです。
「数学B」……「数列」，「ベクトル」

「数学C」……「行列とその応用」，「式と曲線」

「物理�」……学習指導要領に示された内容のうち，選択分野を出題範囲から除き出題します。
「化学�」，「生物�」，「地学�」……学習指導要領に示された選択分野によって受験者に対して不利が生じないように

出題します。

② 外国語の「ドイツ語」，「フランス語」，「中国語」は，リスニングテストを課します。

３ 大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等について

① 配点に※印を付してある教科は，選択教科を表します。

② 大学入試センター試験で，指定した教科・科目数を超えて受験している場合は，指定した教科・科目数の範囲で高得

点の順に教科・科目の成績を採用します。

ただし，『「地理歴史」「公民」』の受験科目を１科目と指定した学類において２科目受験している場合及び「理科」の

受験科目を１科目と指定した学類において２科目受験している場合は，それぞれ受験した科目のうち第１解答科目の成

績を採用します。また，第１解答科目が指定した科目以外の場合は失格となります。

（『「地理歴史」「公民」』及び「理科」の試験時間において２科目を選択する場合，解答順に前半に受験した科目を第

１解答科目，後半に受験した科目を第２解答科目とする。）

③ 人間社会学域学校教育学類，地域創造学類（前期日程）の大学入試センター試験の『「地理歴史」「公民」及び「理科」』

の各科目の配点は合計３００点とし，『「地理歴史」「公民」』から２科目，「理科」から２科目の合計４科目を受験している

場合は，『「地理歴史」「公民」』の第１解答科目，「理科」の第１解答科目を採用し，加えて『「地理歴史」「公民」』の第

学域・学類等名

大学入試センター試験の利用教科・科目名 個 別 学 力 検 査 等

教科等 科 目 名 等教科 科 目 名 等

医 薬 保 健
学 域

保健学類 看護学
専攻

国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」，「化学�」，「生物�」，「地学�」から２
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

理科

外国語

物理�・物理�，�
�
�
�
から１化学�・化学�，

生物�・生物�
英語�・リーディング・ライティング

放射線
技術科
学専攻

検査技
術科学
専攻

理学療
法学専
攻

作業療
法学専
攻
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平成２６年２月２６日（水）

（８）試験場

① 試験場は下記の予定です。ただし，志願者数によってキャンパスが変更になることがあります。

人間社会学域，理工学域，医薬保健学域（薬学類・創薬科学類）：角間キャンパス

医薬保健学域（医学類）：宝町キャンパス

医薬保健学域（保健学類）：鶴間キャンパス

② 試験場案内等は次のとおり送付します。

③ ２月２４日（月）午後１時以降，キャンパス内に試験場への経路案内及び試験場入口（玄関）に試験室案内等を掲示します。

２．合格者発表
（１）前期日程合格者の受験番号を学内掲示場及び本学ホームページにより発表します。

なお，合格者には合格通知書，入学手続要項を送付します。

発表日時 ３月８日（土）午後２時（予定）

発表場所 大学会館前掲示場（角間キャンパス）

金沢大学ホームページ（http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html）は午後２時頃の掲載予定

（２）電話等による合否の照会には応じません。

学 域 ・ 学 類 試 験 時 間 割

理

工

学

域

数 物 科 学 類

外国語
９：２０～１０：５０

理 科
１１：４０～１３：２０

数 学
１４：５０～１６：５０

物 質 化 学 類

機 械 工 学 類

電 子 情 報 学 類

環 境 デ ザ イ ン 学 類

自 然 シ ス テ ム 学 類

医
薬
保
健
学
域

医 学 類

外国語
９：２０～１０：５０

理 科
１１：４０～１３：４０

数 学
１４：５０～１６：５０

薬 学 類 ・ 創 薬 科 学 類

保 健 学 類
理 科
１１：４０～１２：４０

学 域 ・ 学 類 試 験 時 間 割

医 薬 保 健 学 域
医 学 類

面接 ９：００～（詳細は，第１段階選抜の実施結果等通知書送付時に通知します。）

学域・学類 発送期日 備 考

医 薬 保 健 学 域
医 学 類

２月１２日（水）

・第１段階選抜を実施した場合
第１段階選抜の合格者に第１段階選抜結果通知書と併せて「試験場案
内」及び「受験上の注意」を送付します。

・第１段階選抜を実施しなかった場合
志願者全員に実施しなかった旨の通知書と併せて「試験場案内」及び
「受験上の注意」を送付します。

医 薬 保 健 学 域
医 学 類 以 外

２月１３日（木）頃
志願者全員に受験票と併せて「試験場案内」及び「受験上の注意」を送
付します。

（５）採点・評価基準（個別学力検査）

《論述・記述問題》

（６）試験期日

平成２６年２月２５日（火）～２６日（水）

２６日（水）は，医薬保健学域医学類の面接のみ行います。

（７）試験時間割

平成２６年２月２５日（火）

教 科 名 留 意 し て い る 点 等

国 語
① 設問に対していかに正確に答えているかを評価します。

② 解答内容をいかに的確に表現しているかを評価します。

数 学
① 解法の多様性を考慮し，解答の過程を十分吟味し評価します。

② 答案の論理構成に整合性があるかどうかを重視します。

物 理 物理に対する基本的な理解度を見ます。

化 学 化学における基本的な概念や原理・法則に対する理解の深さと化学的な思考力を評価します。

生 物 生物における基本的な概念に対する知識や理解及び論理的思考能力を見ます。

地 学 地学における基本的な知識や理解並びに論理的思考力を評価します。

英 語 英語の文章の内容を理解する能力及び英語で表現する能力を評価します。

ド イ ツ 語 基礎的なレベルの現代ドイツ語の読解力・表現力・聴解力を見ます。

フランス語 基礎的なレベルの現代フランス語の読解力・表現力・聴解力を見ます。

中 国 語 現代中国語の読解力・聴解力・表現力について，基礎学力及び応用能力を見ます。

学 域 ・ 学 類 試 験 時 間 割

人

間

社

会

学

域

人 文 学 類

外国語
９：２０～１０：５０

国 語
１１：４０～１３：１０

法
学
類

L 方 式

M 方 式
数 学
１４：００～１５：３０

経 済 学 類
外国語
９：２０～１０：５０

国 語
１１：４０～１３：１０

学 校 教 育 学 類
外国語
９：２０～１０：５０

理 科（選択）
１１：４０～１２：４０

数 学（選択）
１４：００～１５：３０

国 語（選択）
１１：４０～１３：１０

地 域 創 造 学 類
外国語（選択）
９：２０～１０：５０

国 語（選択）
１１：４０～１３：１０

国 際 学 類
外国語
９：２０～１０：５０

国 語
１１：４０～１３：１０
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平成２６年２月２６日（水）

（８）試験場

① 試験場は下記の予定です。ただし，志願者数によってキャンパスが変更になることがあります。

人間社会学域，理工学域，医薬保健学域（薬学類・創薬科学類）：角間キャンパス

医薬保健学域（医学類）：宝町キャンパス

医薬保健学域（保健学類）：鶴間キャンパス

② 試験場案内等は次のとおり送付します。

③ ２月２４日（月）午後１時以降，キャンパス内に試験場への経路案内及び試験場入口（玄関）に試験室案内等を掲示します。

２．合格者発表
（１）前期日程合格者の受験番号を学内掲示場及び本学ホームページにより発表します。

なお，合格者には合格通知書，入学手続要項を送付します。

発表日時 ３月８日（土）午後２時（予定）

発表場所 大学会館前掲示場（角間キャンパス）

金沢大学ホームページ（http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html）は午後２時頃の掲載予定

（２）電話等による合否の照会には応じません。

学 域 ・ 学 類 試 験 時 間 割

理

工

学

域

数 物 科 学 類

外国語
９：２０～１０：５０

理 科
１１：４０～１３：２０

数 学
１４：５０～１６：５０

物 質 化 学 類

機 械 工 学 類

電 子 情 報 学 類

環 境 デ ザ イ ン 学 類

自 然 シ ス テ ム 学 類

医
薬
保
健
学
域

医 学 類

外国語
９：２０～１０：５０

理 科
１１：４０～１３：４０

数 学
１４：５０～１６：５０

薬 学 類 ・ 創 薬 科 学 類

保 健 学 類
理 科
１１：４０～１２：４０

学 域 ・ 学 類 試 験 時 間 割

医 薬 保 健 学 域
医 学 類

面接 ９：００～（詳細は，第１段階選抜の実施結果等通知書送付時に通知します。）

学域・学類 発送期日 備 考

医 薬 保 健 学 域
医 学 類

２月１２日（水）

・第１段階選抜を実施した場合
第１段階選抜の合格者に第１段階選抜結果通知書と併せて「試験場案
内」及び「受験上の注意」を送付します。

・第１段階選抜を実施しなかった場合
志願者全員に実施しなかった旨の通知書と併せて「試験場案内」及び
「受験上の注意」を送付します。

医 薬 保 健 学 域
医 学 類 以 外

２月１３日（木）頃
志願者全員に受験票と併せて「試験場案内」及び「受験上の注意」を送
付します。

（５）採点・評価基準（個別学力検査）

《論述・記述問題》

（６）試験期日

平成２６年２月２５日（火）～２６日（水）

２６日（水）は，医薬保健学域医学類の面接のみ行います。

（７）試験時間割

平成２６年２月２５日（火）

教 科 名 留 意 し て い る 点 等

国 語
① 設問に対していかに正確に答えているかを評価します。

② 解答内容をいかに的確に表現しているかを評価します。

数 学
① 解法の多様性を考慮し，解答の過程を十分吟味し評価します。

② 答案の論理構成に整合性があるかどうかを重視します。

物 理 物理に対する基本的な理解度を見ます。

化 学 化学における基本的な概念や原理・法則に対する理解の深さと化学的な思考力を評価します。

生 物 生物における基本的な概念に対する知識や理解及び論理的思考能力を見ます。

地 学 地学における基本的な知識や理解並びに論理的思考力を評価します。

英 語 英語の文章の内容を理解する能力及び英語で表現する能力を評価します。

ド イ ツ 語 基礎的なレベルの現代ドイツ語の読解力・表現力・聴解力を見ます。

フランス語 基礎的なレベルの現代フランス語の読解力・表現力・聴解力を見ます。

中 国 語 現代中国語の読解力・聴解力・表現力について，基礎学力及び応用能力を見ます。

学 域 ・ 学 類 試 験 時 間 割

人

間

社

会

学

域

人 文 学 類

外国語
９：２０～１０：５０

国 語
１１：４０～１３：１０

法
学
類

L 方 式

M 方 式
数 学
１４：００～１５：３０

経 済 学 類
外国語
９：２０～１０：５０

国 語
１１：４０～１３：１０

学 校 教 育 学 類
外国語
９：２０～１０：５０

理 科（選択）
１１：４０～１２：４０

数 学（選択）
１４：００～１５：３０

国 語（選択）
１１：４０～１３：１０

地 域 創 造 学 類
外国語（選択）
９：２０～１０：５０

国 語（選択）
１１：４０～１３：１０

国 際 学 類
外国語
９：２０～１０：５０

国 語
１１：４０～１３：１０

－ 33 －

前
期
日
程



１．入学者選抜方法等
後期日程の個別学力検査等は，次のとおり実施します。

（１）入学者選抜方法

入学者選抜は，大学入試センター試験並びに本学が行う個別学力検査等及び調査書の審査の結果を総合して行います。

一般入試は，配点比率を示した大学入試センター試験と個別学力検査等の結果を総合して合否判定を行うのが基本であり，

調査書は履修状況・学業成績等を確認するための資料ないし面接試験の参考資料として用います。

① 大学入試センター試験の受験を要する教科・科目等，個別学力検査等の詳細については，「（３）実施教科・科目等」から

「（６）試験場」までの各項をそれぞれ参照してください。

② 大学入試センター試験で，志望する学域学類等が課すすべての教科・科目等（外国語について英語を選択する場合は，

リスニングテストを含む。）を受験しなければ，個別学力検査等を受験することはできません。また，個別学力検査等で，

志望する学域学類等が課す教科・科目等のすべてを受験しなければ，失格となります。

③ 「前期日程」に合格し，３月１５日（土）までに入学手続を行った者は，「後期日程」を受験してもその合格者とはなりませ

ん。

（２）併願

① 志願者は，「前期日程」で試験を実施する大学・学部（学域学類）等から１つ，「後期日程」で試験を実施する大学・学

部（学域学類）等から１つ，合計２つの大学・学部（学域学類）等に出願することができます。

したがって，「前期―後期」の併願は認められますが，「前期―前期」，「後期―後期」の併願は認められませんので注意

してください。

② 本学の「前期日程」の学域学類と「後期日程」の学域学類は，併願することができます。

後期日程

３．入学手続
入学手続期間，手続方法等の概要は，次のとおりです。

なお，入学手続の詳細は，「合格通知書」とともに送付する「入学手続要項」を参照してください。

（１）入学手続期間

平成２６年３月１５日（土）まで（厳守）

（２）提出書類

① 大学入試センター試験受験票

② 入学料の振込金証明書

③ 学生証作成票

（３）提 出 先

金沢大学学生部入試課

（４）入 学 料

２８２，０００円（予定）

（注）上記の納入金額は予定額であり，入学時に入学料が改定された場合には，改定時から新入学料が適用されます。なお，

授業料の納入については，４５ページ「４．授業料の納入」を参照してください。

（５）入学手続方法

郵送又は持込みとします。郵送の場合は３月１４日（金）必着，持込みの場合は３月１５日（土）のみ受付します。

（６）留意事項

① 本学に入学手続を行った者は，これを取り消して他の国公立大学（独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学を除きま

す。）に入学手続を行うことはできません。

② 入学手続期間内に入学手続を完了しない場合は，入学を辞退したものとして取り扱います。

③ 他の国公立大学（独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学を除きます。）に入学手続を行った者は，これを取り消し

て本学に入学手続を行うことはできません。

④ 「前期日程」に合格し，３月１５日（土）までに入学手続を行った者は，「後期日程」を受験してもその合格者とはなりませ

ん。

⑤ 入学時に必要な経費並びに入学料免除制度及び授業料免除制度については，「学生生活」の項（４４ページ以降）を参照

してください。

⑥ 国公立大学の分離分割方式による合格及び追加合格決定業務を円滑に行うため，氏名及び大学入試センター試験の受験

番号に限って，入学手続等に関する個人情報を，独立行政法人大学入試センター及び併願先の国公立大学に送達します。

４．欠員補充の方法
（１）追加合格

入学手続の結果，欠員が生じた場合は，３月２８日（金）以降に「追加合格」を通知することがあります。

追加合格の通知は，志願票の「通知等を受ける場所」へ電話により直接行いますので，不在にする場合も連絡がとれるよう

に手配してください。

なお，合格候補者に対し連絡を開始してから，概ね５時間を経過しても本人と連絡がとれない場合には，次の候補者に連絡

をとることがあります。

また，他の国公立大学（独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学を除きます。）に入学手続を完了した者は，それを取り

消して，本学の入学手続を行うことはできません。

（２）欠員補充第２次募集

必要ある場合には，欠員補充第２次募集を行います。

欠員補充第２次募集を実施する場合には，決定次第，本学ホームページに掲載するとともに報道機関（特に新聞）を通じて

公表します。

金沢大学ホームページ http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html
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１．入学者選抜方法等
後期日程の個別学力検査等は，次のとおり実施します。

（１）入学者選抜方法

入学者選抜は，大学入試センター試験並びに本学が行う個別学力検査等及び調査書の審査の結果を総合して行います。

一般入試は，配点比率を示した大学入試センター試験と個別学力検査等の結果を総合して合否判定を行うのが基本であり，

調査書は履修状況・学業成績等を確認するための資料ないし面接試験の参考資料として用います。

① 大学入試センター試験の受験を要する教科・科目等，個別学力検査等の詳細については，「（３）実施教科・科目等」から

「（６）試験場」までの各項をそれぞれ参照してください。

② 大学入試センター試験で，志望する学域学類等が課すすべての教科・科目等（外国語について英語を選択する場合は，

リスニングテストを含む。）を受験しなければ，個別学力検査等を受験することはできません。また，個別学力検査等で，

志望する学域学類等が課す教科・科目等のすべてを受験しなければ，失格となります。

③ 「前期日程」に合格し，３月１５日（土）までに入学手続を行った者は，「後期日程」を受験してもその合格者とはなりませ

ん。

（２）併願

① 志願者は，「前期日程」で試験を実施する大学・学部（学域学類）等から１つ，「後期日程」で試験を実施する大学・学

部（学域学類）等から１つ，合計２つの大学・学部（学域学類）等に出願することができます。

したがって，「前期―後期」の併願は認められますが，「前期―前期」，「後期―後期」の併願は認められませんので注意

してください。

② 本学の「前期日程」の学域学類と「後期日程」の学域学類は，併願することができます。

後期日程

３．入学手続
入学手続期間，手続方法等の概要は，次のとおりです。

なお，入学手続の詳細は，「合格通知書」とともに送付する「入学手続要項」を参照してください。

（１）入学手続期間

平成２６年３月１５日（土）まで（厳守）

（２）提出書類

① 大学入試センター試験受験票

② 入学料の振込金証明書

③ 学生証作成票

（３）提 出 先

金沢大学学生部入試課

（４）入 学 料

２８２，０００円（予定）

（注）上記の納入金額は予定額であり，入学時に入学料が改定された場合には，改定時から新入学料が適用されます。なお，

授業料の納入については，４５ページ「４．授業料の納入」を参照してください。

（５）入学手続方法

郵送又は持込みとします。郵送の場合は３月１４日（金）必着，持込みの場合は３月１５日（土）のみ受付します。

（６）留意事項

① 本学に入学手続を行った者は，これを取り消して他の国公立大学（独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学を除きま

す。）に入学手続を行うことはできません。

② 入学手続期間内に入学手続を完了しない場合は，入学を辞退したものとして取り扱います。

③ 他の国公立大学（独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学を除きます。）に入学手続を行った者は，これを取り消し

て本学に入学手続を行うことはできません。

④ 「前期日程」に合格し，３月１５日（土）までに入学手続を行った者は，「後期日程」を受験してもその合格者とはなりませ

ん。

⑤ 入学時に必要な経費並びに入学料免除制度及び授業料免除制度については，「学生生活」の項（４４ページ以降）を参照

してください。

⑥ 国公立大学の分離分割方式による合格及び追加合格決定業務を円滑に行うため，氏名及び大学入試センター試験の受験

番号に限って，入学手続等に関する個人情報を，独立行政法人大学入試センター及び併願先の国公立大学に送達します。

４．欠員補充の方法
（１）追加合格

入学手続の結果，欠員が生じた場合は，３月２８日（金）以降に「追加合格」を通知することがあります。

追加合格の通知は，志願票の「通知等を受ける場所」へ電話により直接行いますので，不在にする場合も連絡がとれるよう

に手配してください。

なお，合格候補者に対し連絡を開始してから，概ね５時間を経過しても本人と連絡がとれない場合には，次の候補者に連絡

をとることがあります。

また，他の国公立大学（独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学を除きます。）に入学手続を完了した者は，それを取り

消して，本学の入学手続を行うことはできません。

（２）欠員補充第２次募集

必要ある場合には，欠員補充第２次募集を行います。

欠員補充第２次募集を実施する場合には，決定次第，本学ホームページに掲載するとともに報道機関（特に新聞）を通じて

公表します。

金沢大学ホームページ http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html
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大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等

そ の 他
試験の区分 国 語 地 歴 公 民 理 科 数 学 外国語 小論文 面 接

配 点
合 計

センター試験 １００ ※１００（１００×１） １００ ３００

◎ 大学入試センター試験で，志望
する学域学類等が課すすべての教
科・科目等（「外国語」について
「英語」を選択する場合は，リス
ニングテストを含む。）を受験し
なければ，個別学力検査等を受験
することはできません。
また，個別学力検査等で，志望

する学域学類等が課す教科・科目
等のすべてを受験しなければ，失
格となります。

個別学力検査 ３００ ３００

計 １００ １００ １００ ３００ ６００

センター試験 ２００ ※２００（１００×２） １００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ６００ ６００

計 ２００ ２００ １００ ２００ ２００ ６００ １５００

センター試験 ２００ ※２００（１００×２） １００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ６００ ６００

計 ２００ ２００ １００ ２００ ２００ ６００ １５００

センター試験 ※２００（１００×２） ２００

個別学力検査 ４００ ４００

計 ２００ ４００ ６００

センター試験 ２００ ※２００（１００×２） １００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ６００ ６００

計 ２００ ２００ １００ ２００ ２００ ６００ １５００

（３）実施教科・科目等

学域・学類等名

大学入試センター試験の利用教科・科目名 個 別 学 力 検 査 等

教科等 科 目 名 等教科 科 目 名 等

人 間 社 会
学 域

人 文 学 類 国語
地理歴史
公民
数学

理科

外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１
�
�
�
�
�
�
�
�

「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」，
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，から１
「簿記・会計」，「情報関係基礎」から１
「理科総合A」，「理科総合B」，「物理�」，
「化学�」，「生物�」，「地学�」から１
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［３教科３科目］

その他 小論文（広く人間・社会・歴史・文
化・言語に関する課題を示して論述さ
せます。）

【採点・評価基準】
小論文―読解力・資料の理解力・論理
的思考力・日本語の表現力などを総合
的に評価します。

法 学 類

国語
地理歴史

公民
数学

理科

外国語

「国語」
「世界史 B」，「日本史 B」，
「地理 B」

�
�
�
�
�

から２
「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「理科総合A」，「理科総合B」，「物理�」，�

�から１「化学�」，「生物�」，「地学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］又は［６教科７科目］

その他 小論文（広く社会・文化に関する課題
を示して論述させます。）

【採点・評価基準】
小論文―日本語による資料を提示し，
理解力，分析力，論理的思考力，表現
力等を評価します。

経 済 学 類 その他 小論文（現代の文化・社会・経済に関
する課題について論述させます。英文
を出題します。）

【採点・評価基準】
小論文―理解力，分析力，論理的思考
力，表現力等を評価します。英語力も
併せて評価します。

地 域 創 造 学 類 国語
地理歴史
公民
数学

理科

外国語

「国語」 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �
�から１「倫理，政治・経済」

「数学�・数学A」，「数学�・数学B」,
「工業数理基礎」，「簿記・会計」，

から２
「情報関係基礎」から１
「理科総合A」，「理科総合B」，「物理�」，
「化学�」，「生物�」，「地学�」から１
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，
「中国語」，「韓国語」から１

［２教科２科目］

その他 小論文（広く地域・社会・文化に対す
る課題を示して論述させます。）

【採点・評価基準】
小論文―論理的思考力・分析力・表現力
及び各課題に対する問題意識・知識・
関心等を総合的に評価します。

国 際 学 類 国語
地理歴史

公民
数学

理科

外国語

「国語」
「世界史 B」，「日本史 B」， �

�
�
�
�

から２「地理B」
「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「理科総合A」，「理科総合B」，「物理�」，�

�から１「化学�」，「生物�」，「地学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］又は［６教科７科目］

その他 小論文（広く社会・文化に関する課題
について論述させます。英文も出題し
ます。）

【採点・評価基準】
小論文―日本語及び英語による資料を
提示し，読解力，分析力，論理的思考
力及び日本語による表現力等を評価し
ます。
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大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等

そ の 他
試験の区分 国 語 地 歴 公 民 理 科 数 学 外国語 小論文 面 接

配 点
合 計

センター試験 １００ ※１００（１００×１） １００ ３００

◎ 大学入試センター試験で，志望
する学域学類等が課すすべての教
科・科目等（「外国語」について
「英語」を選択する場合は，リス
ニングテストを含む。）を受験し
なければ，個別学力検査等を受験
することはできません。
また，個別学力検査等で，志望
する学域学類等が課す教科・科目
等のすべてを受験しなければ，失
格となります。

個別学力検査 ３００ ３００

計 １００ １００ １００ ３００ ６００

センター試験 ２００ ※２００（１００×２） １００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ６００ ６００

計 ２００ ２００ １００ ２００ ２００ ６００ １５００

センター試験 ２００ ※２００（１００×２） １００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ６００ ６００

計 ２００ ２００ １００ ２００ ２００ ６００ １５００

センター試験 ※２００（１００×２） ２００

個別学力検査 ４００ ４００

計 ２００ ４００ ６００

センター試験 ２００ ※２００（１００×２） １００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ６００ ６００

計 ２００ ２００ １００ ２００ ２００ ６００ １５００

（３）実施教科・科目等

学域・学類等名

大学入試センター試験の利用教科・科目名 個 別 学 力 検 査 等

教科等 科 目 名 等教科 科 目 名 等

人 間 社 会
学 域

人 文 学 類 国語
地理歴史
公民
数学

理科

外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１
�
�
�
�
�
�
�
�

「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」，
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，から１
「簿記・会計」，「情報関係基礎」から１
「理科総合A」，「理科総合B」，「物理�」，
「化学�」，「生物�」，「地学�」から１
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［３教科３科目］

その他 小論文（広く人間・社会・歴史・文
化・言語に関する課題を示して論述さ
せます。）

【採点・評価基準】
小論文―読解力・資料の理解力・論理
的思考力・日本語の表現力などを総合
的に評価します。

法 学 類

国語
地理歴史

公民
数学

理科

外国語

「国語」
「世界史 B」，「日本史 B」，
「地理 B」

�
�
�
�
�

から２
「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「理科総合A」，「理科総合B」，「物理�」，�

�から１「化学�」，「生物�」，「地学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］又は［６教科７科目］

その他 小論文（広く社会・文化に関する課題
を示して論述させます。）

【採点・評価基準】
小論文―日本語による資料を提示し，
理解力，分析力，論理的思考力，表現
力等を評価します。

経 済 学 類 その他 小論文（現代の文化・社会・経済に関
する課題について論述させます。英文
を出題します。）

【採点・評価基準】
小論文―理解力，分析力，論理的思考
力，表現力等を評価します。英語力も
併せて評価します。

地 域 創 造 学 類 国語
地理歴史
公民
数学

理科

外国語

「国語」 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �
�から１「倫理，政治・経済」

「数学�・数学A」，「数学�・数学B」,
「工業数理基礎」，「簿記・会計」，

から２
「情報関係基礎」から１
「理科総合A」，「理科総合B」，「物理�」，
「化学�」，「生物�」，「地学�」から１
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，
「中国語」，「韓国語」から１

［２教科２科目］

その他 小論文（広く地域・社会・文化に対す
る課題を示して論述させます。）

【採点・評価基準】
小論文―論理的思考力・分析力・表現力
及び各課題に対する問題意識・知識・
関心等を総合的に評価します。

国 際 学 類 国語
地理歴史

公民
数学

理科

外国語

「国語」
「世界史 B」，「日本史 B」， �

�
�
�
�

から２「地理B」
「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「理科総合A」，「理科総合B」，「物理�」，�

�から１「化学�」，「生物�」，「地学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］又は［６教科７科目］

その他 小論文（広く社会・文化に関する課題
について論述させます。英文も出題し
ます。）

【採点・評価基準】
小論文―日本語及び英語による資料を
提示し，読解力，分析力，論理的思考
力及び日本語による表現力等を評価し
ます。
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大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等

そ の 他
試験の区分 国 語 地 歴 公 民 理 科 数 学 外国語 小論文 面 接

配 点
合 計

◎ 大学入試センター試験で，志望
する学域学類等が課すすべての教
科・科目等（「外国語」について
「英語」を選択する場合は，リス
ニングテストを含む。）を受験し
なければ，個別学力検査等を受験
することはできません。
また，個別学力検査等で，志望

する学域学類等が課す教科・科目
等のすべてを受験しなければ，失
格となります。

センター試験 ２００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ３００ ３００ ６００

計 ２００ １００ ５００ ５００ ２００ １５００

センター試験 ５０ ※５０（５０×１） １００ １００ １００ ４００

個別学力検査 ４００ ４００

計 ５０ ５０ ５００ １００ １００ ８００

センター試験 ２００ ２００

個別学力検査 ２００ ２００ ４００

計 ２００ ２００ ２００ ６００

センター試験 １５０ １００ １５０ ４００

個別学力検査 ２００ ２００

計 １５０ ３００ １５０ ６００

センター試験 １００ ※１００（１００×１） １００ １００ １００ ５００

個別学力検査 １００ １００

計 １００ １００ １００ １００ １００ １００ ６００

センター試験 ２００ ２００ ２００ ６００

個別学力検査 ２００ ２００

計 ２００ ２００ ２００ ２００ ８００

学域・学類等名

大学入試センター試験の利用教科・科目名 個 別 学 力 検 査 等

教科等 科 目 名 等教科 科 目 名 等

理 工 学 域 数 物 科 学 類 国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」，「化学�」，「生物�」，「地学�」から２
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

数学

理科

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
物理�・物理�

【採点・評価基準】
論述―数学：数学に対する基本的な理
解度と正解に至るまでの考え方及びそ
れを表現する力を評価します。

物理：物理に対する基本的な理
解度を見ます。

物 質 化 学 類 国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」と「化学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

理科 化学�・化学�

【採点・評価基準】
論述―化学：化学に対する知識と理解
度を見ます。

機 械 工 学 類 外国語 「英語」
［１教科１科目］

数学

理科

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
物理�・物理�

【採点・評価基準】
論述―数学：数学に対する基本的な理
解度と正解に至るまでの考え方及びそ
れを表現する力を評価します。

物理：物理に対する基本的な理
解度を見ます。

電 子 情 報 学 類 数学

理科
外国語

「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」
「英語」

［３教科４科目］

数学 数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C

【採点・評価基準】
論述―数学：数学に対する基本的な理
解度と，正解に至るまでの考え方及び
それを表現する力を評価します。

環境デザイン学類 国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」と「化学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

その他 面接（多面的な試問を行い，勉学遂行
意欲を評定します。）

【採点・評価基準】
面接―質問の理解と考え方，態度，勉
学意欲，適性等を評定し，それらを総
合評価します。

自然システム学類 数学

理科
外国語

「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」，「化学�」，「生物�」，「地学�」から２
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［３教科５科目］

その他 小論文（科学・技術に関することを論
述させます。）

【採点・評価基準】
小論文―与えられたテーマについて，
自分の考えを論理的に記述しているか
を，解答内容の独創性などとともに評
価します。
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大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等

そ の 他
試験の区分 国 語 地 歴 公 民 理 科 数 学 外国語 小論文 面 接

配 点
合 計

◎ 大学入試センター試験で，志望
する学域学類等が課すすべての教
科・科目等（「外国語」について
「英語」を選択する場合は，リス
ニングテストを含む。）を受験し
なければ，個別学力検査等を受験
することはできません。
また，個別学力検査等で，志望
する学域学類等が課す教科・科目
等のすべてを受験しなければ，失
格となります。

センター試験 ２００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ３００ ３００ ６００

計 ２００ １００ ５００ ５００ ２００ １５００

センター試験 ５０ ※５０（５０×１） １００ １００ １００ ４００

個別学力検査 ４００ ４００

計 ５０ ５０ ５００ １００ １００ ８００

センター試験 ２００ ２００

個別学力検査 ２００ ２００ ４００

計 ２００ ２００ ２００ ６００

センター試験 １５０ １００ １５０ ４００

個別学力検査 ２００ ２００

計 １５０ ３００ １５０ ６００

センター試験 １００ ※１００（１００×１） １００ １００ １００ ５００

個別学力検査 １００ １００

計 １００ １００ １００ １００ １００ １００ ６００

センター試験 ２００ ２００ ２００ ６００

個別学力検査 ２００ ２００

計 ２００ ２００ ２００ ２００ ８００

学域・学類等名

大学入試センター試験の利用教科・科目名 個 別 学 力 検 査 等

教科等 科 目 名 等教科 科 目 名 等

理 工 学 域 数 物 科 学 類 国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」，「化学�」，「生物�」，「地学�」から２
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

数学

理科

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
物理�・物理�

【採点・評価基準】
論述―数学：数学に対する基本的な理
解度と正解に至るまでの考え方及びそ
れを表現する力を評価します。

物理：物理に対する基本的な理
解度を見ます。

物 質 化 学 類 国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」と「化学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

理科 化学�・化学�

【採点・評価基準】
論述―化学：化学に対する知識と理解
度を見ます。

機 械 工 学 類 外国語 「英語」
［１教科１科目］

数学

理科

数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C
物理�・物理�

【採点・評価基準】
論述―数学：数学に対する基本的な理
解度と正解に至るまでの考え方及びそ
れを表現する力を評価します。

物理：物理に対する基本的な理
解度を見ます。

電 子 情 報 学 類 数学

理科
外国語

「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」
「英語」

［３教科４科目］

数学 数学�・数学�・数学�・数学A・
数学 B・数学 C

【採点・評価基準】
論述―数学：数学に対する基本的な理
解度と，正解に至るまでの考え方及び
それを表現する力を評価します。

環境デザイン学類 国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」と「化学�」
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

その他 面接（多面的な試問を行い，勉学遂行
意欲を評定します。）

【採点・評価基準】
面接―質問の理解と考え方，態度，勉
学意欲，適性等を評定し，それらを総
合評価します。

自然システム学類 数学

理科
外国語

「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」，「化学�」，「生物�」，「地学�」から２
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［３教科５科目］

その他 小論文（科学・技術に関することを論
述させます。）

【採点・評価基準】
小論文―与えられたテーマについて，
自分の考えを論理的に記述しているか
を，解答内容の独創性などとともに評
価します。
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（５）試験時間割

（６）試験場

① 試験場は下記の予定です。ただし，志願者数によってキャンパスが変更になることがあります。

人間社会学域，理工学域：角間キャンパス

医薬保健学域（保健学類）：鶴間キャンパス

② ２月１３日（木）頃，志願者全員に受験票と併せて「試験場案内」及び「受験上の注意」を送付します。

③ ３月１１日（火）午後１時以降，キャンパス内に試験場への経路案内及び試験場入口（玄関）に試験室案内等を掲示します。

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等

そ の 他
試験の区分 国 語 地 歴 公 民 理 科 数 学 外国語 小論文 面 接

配 点
合 計

◎ 大学入試センター試験で，志望
する学域学類等が課すすべての教
科・科目等（「外国語」について
「英語」を選択する場合は，リス
ニングテストを含む。）を受験し
なければ，個別学力検査等を受験
することはできません。
また，個別学力検査等で，志望

する学域学類等が課す教科・科目
等のすべてを受験しなければ，失
格となります。

センター試験 ２００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ２００ ２００

計 ２００ １００ ２００ ２００ ２００ ２００ １１００

センター試験 ２００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ４００ ４００

計 ２００ １００ ２００ ２００ ２００ ４００ １３００

学 域 ・ 学 類 試 験 時 間 割

人

間

社

会

学

域

人 文 学 類 小論文 ９：３０～１２：３０

法 学 類 小論文 ９：３０～１１：３０

経 済 学 類

小論文 ９：３０～１２：３０地 域 創 造 学 類

国 際 学 類

理

工

学

域

数 物 科 学 類
数 学 ９：３０～１１：３０
理 科（物理） １２：４０～１４：２０

物 質 化 学 類 理 科（化学） ９：３０～１１：３０

機 械 工 学 類
数 学 ９：３０～１１：３０
理 科（物理） １２：４０～１４：２０

電 子 情 報 学 類 数 学 ９：３０～１１：３０

環 境 デ ザ イ ン 学 類
面 接 ９：３０～
（詳細は，受験票送付時に通知します。）

自 然 シ ス テ ム 学 類 小論文 ９：３０～１１：３０

健
学
域

医
薬
保

保 健 学 類
面 接 ９：３０～
（詳細は，受験票送付時に通知します。）

（注）１ 大学入試センター試験の「数学」のうち「工業数理基礎」，「簿記・会計」，「情報関係基礎」を選択できる者は，高等学

校若しくは中等教育学校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了

（見込み）者に限ります。

２ 個別学力検査等について

「数学B」，「数学C」，「物理�」及び「化学�」の出題範囲は，次のとおりです。
「数学B」……「数列」，「ベクトル」

「数学C」……「行列とその応用」，「式と曲線」

「物理�」……学習指導要領に示された内容のうち，選択分野を出題範囲から除き出題します。
「化学�」……学習指導要領に示された選択分野によって受験者に対して不利が生じないように出題します。

３ 大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等について

① 配点に※印を付してある教科は，選択教科を表します。

② 大学入試センター試験で，指定した教科・科目数を超えて受験している場合は，指定した教科・科目数の範囲で高得

点の順に教科・科目の成績を採用します。

ただし，『「地理歴史」「公民」』の受験科目を１科目と指定した学類において２科目受験している場合及び「理科」の

受験科目を１科目と指定した学類において２科目受験している場合は，それぞれ受験した科目のうち第１解答科目の成

績を採用します。（第１解答科目が指定した科目以外の場合は失格となります。）なお，人間社会学域人文学類及び地域

創造学類においては，『「地理歴史」「公民」』の第１解答科目が指定した科目以外の場合，『「地理歴史」「公民」』の第２

解答科目は採用せず，指定した教科・科目の範囲で高得点の順に他教科の成績（理科については第１解答科目の成績）

を採用します。

（『「地理歴史」「公民」』及び「理科」の試験時間において２科目を選択する場合，解答順に前半に受験した科目を第

１解答科目，後半に受験した科目を第２解答科目とする。）

③ 大学入試センター試験で「数学」２科目又は「理科」２科目を課す学域学類等については，２科目の合計を表記して

います。各科目の配点は各々２分の１とします。

④ 大学入試センター試験の「英語」にはリスニングテストが含まれており，成績は，筆記試験（２００点満点）とリスニン

グテスト（５０点満点）の合計得点を２００点満点となるように圧縮し，他の外国語と比較できるようにして利用します。

なお，大学入試センター試験の「英語」のリスニングテストが免除となる重度難聴者については，英語の筆記試験の

成績（２００点満点）を圧縮せずに利用します。

また，入学者選抜の配点にあたっては，学域学類等に示されているセンター試験の「外国語」の配点に換算します。

（４）試験期日

平成２６年３月１２日（水）

学域・学類等名

大学入試センター試験の利用教科・科目名 個 別 学 力 検 査 等

教科等 科 目 名 等教科 科 目 名 等

医 薬 保 健
学 域

保 健 学 類
看 護 学 専 攻
検査技術科学専攻

国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」，「化学�」，「生物�」，「地学�」から２
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

その他 面接（多面的な試問を行い，勉学意欲
と資質適性を評定します。）

【採点・評価基準】
面接―医療人としての適性，勉学に対
する意欲，問題に対する理解力，自ら
の考えをわかりやすくまとめる表現力
等を評定し，それらを総合評価します。

保 健 学 類
放射線技術科学専攻
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（５）試験時間割

（６）試験場

① 試験場は下記の予定です。ただし，志願者数によってキャンパスが変更になることがあります。

人間社会学域，理工学域：角間キャンパス

医薬保健学域（保健学類）：鶴間キャンパス

② ２月１３日（木）頃，志願者全員に受験票と併せて「試験場案内」及び「受験上の注意」を送付します。

③ ３月１１日（火）午後１時以降，キャンパス内に試験場への経路案内及び試験場入口（玄関）に試験室案内等を掲示します。

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等

そ の 他
試験の区分 国 語 地 歴 公 民 理 科 数 学 外国語 小論文 面 接

配 点
合 計

◎ 大学入試センター試験で，志望
する学域学類等が課すすべての教
科・科目等（「外国語」について
「英語」を選択する場合は，リス
ニングテストを含む。）を受験し
なければ，個別学力検査等を受験
することはできません。
また，個別学力検査等で，志望
する学域学類等が課す教科・科目
等のすべてを受験しなければ，失
格となります。

センター試験 ２００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ２００ ２００

計 ２００ １００ ２００ ２００ ２００ ２００ １１００

センター試験 ２００ ※１００（１００×１） ２００ ２００ ２００ ９００

個別学力検査 ４００ ４００

計 ２００ １００ ２００ ２００ ２００ ４００ １３００

学 域 ・ 学 類 試 験 時 間 割

人

間

社

会

学

域

人 文 学 類 小論文 ９：３０～１２：３０

法 学 類 小論文 ９：３０～１１：３０

経 済 学 類

小論文 ９：３０～１２：３０地 域 創 造 学 類

国 際 学 類

理

工

学

域

数 物 科 学 類
数 学 ９：３０～１１：３０
理 科（物理） １２：４０～１４：２０

物 質 化 学 類 理 科（化学） ９：３０～１１：３０

機 械 工 学 類
数 学 ９：３０～１１：３０
理 科（物理） １２：４０～１４：２０

電 子 情 報 学 類 数 学 ９：３０～１１：３０

環 境 デ ザ イ ン 学 類
面 接 ９：３０～
（詳細は，受験票送付時に通知します。）

自 然 シ ス テ ム 学 類 小論文 ９：３０～１１：３０

健
学
域

医
薬
保

保 健 学 類
面 接 ９：３０～
（詳細は，受験票送付時に通知します。）

（注）１ 大学入試センター試験の「数学」のうち「工業数理基礎」，「簿記・会計」，「情報関係基礎」を選択できる者は，高等学

校若しくは中等教育学校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了

（見込み）者に限ります。

２ 個別学力検査等について

「数学B」，「数学C」，「物理�」及び「化学�」の出題範囲は，次のとおりです。
「数学B」……「数列」，「ベクトル」

「数学C」……「行列とその応用」，「式と曲線」

「物理�」……学習指導要領に示された内容のうち，選択分野を出題範囲から除き出題します。
「化学�」……学習指導要領に示された選択分野によって受験者に対して不利が生じないように出題します。

３ 大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等について

① 配点に※印を付してある教科は，選択教科を表します。

② 大学入試センター試験で，指定した教科・科目数を超えて受験している場合は，指定した教科・科目数の範囲で高得

点の順に教科・科目の成績を採用します。

ただし，『「地理歴史」「公民」』の受験科目を１科目と指定した学類において２科目受験している場合及び「理科」の

受験科目を１科目と指定した学類において２科目受験している場合は，それぞれ受験した科目のうち第１解答科目の成

績を採用します。（第１解答科目が指定した科目以外の場合は失格となります。）なお，人間社会学域人文学類及び地域

創造学類においては，『「地理歴史」「公民」』の第１解答科目が指定した科目以外の場合，『「地理歴史」「公民」』の第２

解答科目は採用せず，指定した教科・科目の範囲で高得点の順に他教科の成績（理科については第１解答科目の成績）

を採用します。

（『「地理歴史」「公民」』及び「理科」の試験時間において２科目を選択する場合，解答順に前半に受験した科目を第

１解答科目，後半に受験した科目を第２解答科目とする。）

③ 大学入試センター試験で「数学」２科目又は「理科」２科目を課す学域学類等については，２科目の合計を表記して

います。各科目の配点は各々２分の１とします。

④ 大学入試センター試験の「英語」にはリスニングテストが含まれており，成績は，筆記試験（２００点満点）とリスニン

グテスト（５０点満点）の合計得点を２００点満点となるように圧縮し，他の外国語と比較できるようにして利用します。

なお，大学入試センター試験の「英語」のリスニングテストが免除となる重度難聴者については，英語の筆記試験の

成績（２００点満点）を圧縮せずに利用します。

また，入学者選抜の配点にあたっては，学域学類等に示されているセンター試験の「外国語」の配点に換算します。

（４）試験期日

平成２６年３月１２日（水）

学域・学類等名

大学入試センター試験の利用教科・科目名 個 別 学 力 検 査 等

教科等 科 目 名 等教科 科 目 名 等

医 薬 保 健
学 域

保 健 学 類
看 護 学 専 攻
検査技術科学専攻

国語
地理歴史
公民
数学

理科
外国語

「国語」
「世界史B」，「日本史B」，「地理B」 �

�から１「倫理，政治・経済」
「数学�・数学A」と
「数学�・数学B」，「工業数理基礎」，�

�から１「簿記・会計」，「情報関係基礎」
「物理�」，「化学�」，「生物�」，「地学�」から２
「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，�

�から１「中国語」，「韓国語」
［５教科７科目］

その他 面接（多面的な試問を行い，勉学意欲
と資質適性を評定します。）

【採点・評価基準】
面接―医療人としての適性，勉学に対
する意欲，問題に対する理解力，自ら
の考えをわかりやすくまとめる表現力
等を評定し，それらを総合評価します。

保 健 学 類
放射線技術科学専攻
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（２）欠員補充第２次募集

必要ある場合には，欠員補充第２次募集を行います。

欠員補充第２次募集を実施する場合には，決定次第，本学ホームページに掲載するとともに報道機関（特に新聞）を通じて

公表します。

金沢大学ホームページ http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html

２．合格者発表
（１）後期日程合格者の受験番号を学内掲示場及び本学ホームページにより発表します。

なお，合格者には合格通知書，入学手続要項を送付します。

発表日時 ３月２２日（土）午前１０時（予定）

発表場所 大学会館前掲示場（角間キャンパス）

金沢大学ホームページ（http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html）は午前１０時頃の掲載予定

（２）電話等による合否の照会には応じません。

３．入学手続
入学手続期間，手続方法等の概要は，次のとおりです。

なお，入学手続の詳細は，「合格通知書」とともに送付する「入学手続要項」を参照してください。

（１）入学手続期間

平成２６年３月２７日（木）まで（厳守）

（２）提出書類

① 大学入試センター試験受験票

② 入学料の振込金証明書

③ 学生証作成票

（３）提 出 先

金沢大学学生部入試課

（４）入 学 料

２８２，０００円（予定）

（注）上記の納入金額は予定額であり，入学時に入学料が改定された場合には，改定時から新入学料が適用されます。なお，

授業料の納入については，４５ページ「４．授業料の納入」を参照してください。

（５）入学手続方法

郵送又は持込みとします。郵送の場合は３月２６日（水）必着，持込みの場合は３月２７日（木）のみ受付します。

（６）留意事項

① 本学に入学手続を行った者は，これを取り消して他の国公立大学（独自日程で入学者選抜を行う公立大学を除きます。）

に入学手続を行うことはできません。

② 入学手続期間内に入学手続を完了しない場合は，入学を辞退したものとして取り扱います。

③ 他の国公立大学（独自日程で入学者選抜を行う公立大学を除きます。）に入学手続を行った者は，これを取り消して本

学に入学手続を行うことはできません。

④ 「前期日程」に合格し，３月１５日（土）までに入学手続を行った者は，「後期日程」を受験してもその合格者とはなりません。

⑤ 入学時に必要な経費並びに入学料免除制度及び授業料免除制度については，「学生生活」の項（４４ページ以降）を参照

してください。

⑥ 国公立大学の分離分割方式による合格及び追加合格決定業務を円滑に行うため，氏名及び大学入試センター試験の受験

番号に限って，入学手続等に関する個人情報を，独立行政法人大学入試センター及び併願先の国公立大学に送達します。

４．欠員補充の方法
（１）追加合格

入学手続の結果，欠員が生じた場合は，３月２８日（金）以降に「追加合格」を通知することがあります。

追加合格の通知は，志願票の「通知等を受ける場所」へ電話により直接行いますので，不在にする場合も連絡がとれるよう

に手配してください。

なお，合格候補者に対し連絡を開始してから，概ね５時間を経過しても本人と連絡がとれない場合には，次の候補者に連絡

をとることがあります。

また，他の国公立大学（独自日程で入学者選抜を行う公立大学を除きます。）に入学手続を完了した者は，それを取り消し

て，本学の入学手続を行うことはできません。
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（２）欠員補充第２次募集

必要ある場合には，欠員補充第２次募集を行います。

欠員補充第２次募集を実施する場合には，決定次第，本学ホームページに掲載するとともに報道機関（特に新聞）を通じて

公表します。

金沢大学ホームページ http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html

２．合格者発表
（１）後期日程合格者の受験番号を学内掲示場及び本学ホームページにより発表します。

なお，合格者には合格通知書，入学手続要項を送付します。

発表日時 ３月２２日（土）午前１０時（予定）

発表場所 大学会館前掲示場（角間キャンパス）

金沢大学ホームページ（http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html）は午前１０時頃の掲載予定

（２）電話等による合否の照会には応じません。

３．入学手続
入学手続期間，手続方法等の概要は，次のとおりです。

なお，入学手続の詳細は，「合格通知書」とともに送付する「入学手続要項」を参照してください。

（１）入学手続期間

平成２６年３月２７日（木）まで（厳守）

（２）提出書類

① 大学入試センター試験受験票

② 入学料の振込金証明書

③ 学生証作成票

（３）提 出 先

金沢大学学生部入試課

（４）入 学 料

２８２，０００円（予定）

（注）上記の納入金額は予定額であり，入学時に入学料が改定された場合には，改定時から新入学料が適用されます。なお，

授業料の納入については，４５ページ「４．授業料の納入」を参照してください。

（５）入学手続方法

郵送又は持込みとします。郵送の場合は３月２６日（水）必着，持込みの場合は３月２７日（木）のみ受付します。

（６）留意事項

① 本学に入学手続を行った者は，これを取り消して他の国公立大学（独自日程で入学者選抜を行う公立大学を除きます。）

に入学手続を行うことはできません。

② 入学手続期間内に入学手続を完了しない場合は，入学を辞退したものとして取り扱います。

③ 他の国公立大学（独自日程で入学者選抜を行う公立大学を除きます。）に入学手続を行った者は，これを取り消して本

学に入学手続を行うことはできません。

④ 「前期日程」に合格し，３月１５日（土）までに入学手続を行った者は，「後期日程」を受験してもその合格者とはなりません。

⑤ 入学時に必要な経費並びに入学料免除制度及び授業料免除制度については，「学生生活」の項（４４ページ以降）を参照

してください。

⑥ 国公立大学の分離分割方式による合格及び追加合格決定業務を円滑に行うため，氏名及び大学入試センター試験の受験

番号に限って，入学手続等に関する個人情報を，独立行政法人大学入試センター及び併願先の国公立大学に送達します。

４．欠員補充の方法
（１）追加合格

入学手続の結果，欠員が生じた場合は，３月２８日（金）以降に「追加合格」を通知することがあります。

追加合格の通知は，志願票の「通知等を受ける場所」へ電話により直接行いますので，不在にする場合も連絡がとれるよう

に手配してください。

なお，合格候補者に対し連絡を開始してから，概ね５時間を経過しても本人と連絡がとれない場合には，次の候補者に連絡

をとることがあります。

また，他の国公立大学（独自日程で入学者選抜を行う公立大学を除きます。）に入学手続を完了した者は，それを取り消し

て，本学の入学手続を行うことはできません。
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３．入学料徴収猶予
（１）入学料徴収猶予の対象者

① 経済的理由によって納入期限までに入学料の納入が困難であり，かつ，学業成績が優秀である者

② 入学前１年以内（平成２５年４月から平成２６年３月の間）に，学資負担者が死亡し，又は入学する者若しくは学資負担者が

風水害等の災害を受けたことにより，納入期限までに納入が困難である者

①又は②の事由に該当する者で，入学料徴収猶予を願い出た者に対し，選考の上，入学料の徴収を猶予することがあります。

（２）入学料徴収猶予申請書類の請求

① 金沢大学のHP（金沢大学学生支援サイト）からダウンロードして使用してください。

http://ghp.adm.kanazawa-u.ac.jp/archives/4672.html（平成２６年度用申請書類は，平成２６年１月上旬に掲載予定です。）

② 郵便で請求する場合は，封筒の表に「入学料徴収猶予申請書類請求」と朱書し，申請理由，本人氏名，電話番号，受験学

域学類等名，受験番号を記入した書類（様式自由）及び受信者の郵便番号，住所，氏名を記入した返信用封筒（角形２号：

２４㎝×３３．２㎝に２００円分の切手を貼付）を同封し４９ページの照会先に送付してください。日数に余裕がない場合は４７０円分

の切手（速達料金を含む。）を貼付してください。

（３）入学料徴収猶予申請手続

入学料徴収猶予を申請する場合は，申請に必要な各種証明書を不足のないように揃えて入学料徴収猶予申請書とともに，下

記申請書の提出期間（入学手続期間）中に学生部入試課へ提出してください。

（４）注意事項

① 入学料徴収猶予の申請者には，選考結果の通知があるまで入学料の納入が猶予されます。

② 選考の結果，不許可になった者が，告知された日から１４日以内に入学料を納入しない場合は，除籍となるので注意してく

ださい。

また，徴収猶予が許可された場合においても，平成２６年９月３０日（火）までに入学料を納入しなければなりません。納入し

ない場合は，除籍となるので注意してください。

③ 選考のため，調査書の学習成績評定及び入学試験成績を参考とする場合があります。

４．授業料の納入
授業料の納入方法は，本学指定の銀行が，学生等の開設した預金口座から自動的に授業料を口座振替する「預金口座振替制度」

となっています。手続きについては，合格通知書とともに送付するパンフレット「授業料の納入について」を参照してください。

授業料 前期分 ２６７，９００円（予定）（年額 ５３５，８００円（予定））

（注）上記の金額は予定額であり，入学時または在学中に授業料が改定された場合には，改定時から新授業料が適用されます。

５．授業料免除
（１）授業料免除の対象者

① 経済的理由によって授業料を納入することが困難であり，かつ，学業成績が優秀である者

② 入学前１年以内（平成２５年４月から平成２６年３月の間）に，学資負担者が死亡し，又は入学する者若しくは学資負担者が

風水害等の災害を受けたことにより，授業料の納入が著しく困難である者

①又は②の事由に該当する者で，授業料免除を願い出た者に対し，選考の上，納入すべき前期分授業料の全額，半額又は一部

を免除することがあります。

（２）授業料免除申請書類の請求

① 金沢大学のHP（金沢大学学生支援サイト）からダウンロードして使用してください。

http://ghp.adm.kanazawa-u.ac.jp/archives/187.html（平成２６年度用申請書類は，平成２６年１月中旬に掲載予定です。）

② 郵便で請求する場合は，封筒の表に「授業料免除申請書類請求」と朱書きし，申請理由，本人氏名，電話番号，受験学域

学類等名，受験番号を記入した書類（様式自由）及び受信者の郵便番号，住所，氏名を記入した返信用封筒（角形２号：２４

区 分 申請書類の請求 申請書類の提出（入学手続期間） 提 出 書 類

前 期 日 程
平成２６年１月

６日（月）から

平成２６年３月１５日（土）まで ・入学料徴収猶予申請書

・申請書に添付されている説明書

に記載してある各種証明書後 期 日 程 平成２６年３月２７日（木）まで

１．入学時に必要な経費
（１）入学料

２８２，０００円（予定）

（注）上記の金額は予定額であり，入学時に入学料が改定された場合には，改定時から新入学料が適用されます。

（２）その他必要な経費は，次のとおりです。なお，医薬保健学域薬学類・創薬科学類の入学者で 3年次後期から薬学類（6年制）

に所属となった者は，2年分を改めて納めることになります。

詳細は合格通知書とともに送付する「入学手続要項」を参照してください。

２．入学料免除
（１）入学料免除の対象者

① 入学前１年以内（平成２５年４月から平成２６年３月の間）に学資負担者が死亡し，又は入学する者若しくは学資負担者が風

水害等の災害を受けたことにより，入学料の納入が著しく困難である者

② 入学前１年以内（平成２５年４月から平成２６年３月の間）に学資負担者が会社の倒産等やむを得ず失職したことにより，入

学料の納入が著しく困難である者

③ 東日本大震災により被災した学資負担者の被災時の住所が，青森県，岩手県，宮城県，福島県，茨城県，栃木県，千葉県

のいずれかである者のうち，当該震災により，自宅が全半壊又は学資負担者が死亡等したことにより，入学料の納入が著し

く困難である者

上記のいずれかの事由に該当する者で入学料免除を願い出た者に対し，選考の上，入学料の全額又は半額を免除することが

あります。

（２）入学料免除申請書類の請求

① 金沢大学のHP（金沢大学学生支援サイト）からダウンロードして使用してください。

http://ghp.adm.kanazawa-u.ac.jp/archives/4672.html（平成２６年度用申請書類は，平成２６年１月上旬に掲載予定です。）

② 郵便で請求する場合は，封筒の表に「入学料免除申請書類請求」と朱書きし，申請理由，本人氏名，電話番号，受験学域

学類等名，受験番号を記入した書類（様式自由）及び受信者の郵便番号，住所，氏名を記入した返信用封筒（角形２号：２４

㎝×３３．２㎝に２００円分の切手を貼付）を同封し４９ページの照会先に送付してください。日数に余裕がない場合は，４７０円分

の切手（速達料金を含む。）を貼付してください。

（３）入学料免除の申請手続

入学料免除を申請する場合は，申請に必要な各種証明書を不足のないように揃えて入学料免除申請書とともに，下記申請書

の提出期間（入学手続期間）中に学生部入試課へ提出してください。

（４）注意事項

① 入学料免除の申請者には，選考結果の通知があるまで入学料の納入を猶予しますが，結果通知前に納入された場合は免除

申請を辞退したものとして取り扱います。

② 選考の結果，半額免除又は不許可になった者が，告知された日から１４日以内に入学料を納入しない場合は，除籍となるの

で注意してください。

なお，半額免除又は不許可になった場合には，入学料徴収猶予を申請することができます。

区 分 申請書類の請求 申請書類の提出（入学手続期間） 提 出 書 類

前 期 日 程
平成２６年１月

６日（月）から

平成２６年３月１５日（土）まで ・入学料免除申請書

・申請書に添付されている説明書

に記載してある各種証明書後 期 日 程 平成２６年３月２７日（木）まで

学生教育研究
災害傷害保険料

人間社会学域（全学類）（4年分）
理工学域（全学類）（4年分）
医薬保健学域（薬学類・創薬科学類，保健学類）（4年分）

3，300 円

医薬保健学域（医学類）（6年分） 4，700 円

学生生活

－ 44 －



３．入学料徴収猶予
（１）入学料徴収猶予の対象者

① 経済的理由によって納入期限までに入学料の納入が困難であり，かつ，学業成績が優秀である者

② 入学前１年以内（平成２５年４月から平成２６年３月の間）に，学資負担者が死亡し，又は入学する者若しくは学資負担者が

風水害等の災害を受けたことにより，納入期限までに納入が困難である者

①又は②の事由に該当する者で，入学料徴収猶予を願い出た者に対し，選考の上，入学料の徴収を猶予することがあります。

（２）入学料徴収猶予申請書類の請求

① 金沢大学のHP（金沢大学学生支援サイト）からダウンロードして使用してください。

http://ghp.adm.kanazawa-u.ac.jp/archives/4672.html（平成２６年度用申請書類は，平成２６年１月上旬に掲載予定です。）

② 郵便で請求する場合は，封筒の表に「入学料徴収猶予申請書類請求」と朱書し，申請理由，本人氏名，電話番号，受験学

域学類等名，受験番号を記入した書類（様式自由）及び受信者の郵便番号，住所，氏名を記入した返信用封筒（角形２号：

２４㎝×３３．２㎝に２００円分の切手を貼付）を同封し４９ページの照会先に送付してください。日数に余裕がない場合は４７０円分

の切手（速達料金を含む。）を貼付してください。

（３）入学料徴収猶予申請手続

入学料徴収猶予を申請する場合は，申請に必要な各種証明書を不足のないように揃えて入学料徴収猶予申請書とともに，下

記申請書の提出期間（入学手続期間）中に学生部入試課へ提出してください。

（４）注意事項

① 入学料徴収猶予の申請者には，選考結果の通知があるまで入学料の納入が猶予されます。

② 選考の結果，不許可になった者が，告知された日から１４日以内に入学料を納入しない場合は，除籍となるので注意してく

ださい。

また，徴収猶予が許可された場合においても，平成２６年９月３０日（火）までに入学料を納入しなければなりません。納入し

ない場合は，除籍となるので注意してください。

③ 選考のため，調査書の学習成績評定及び入学試験成績を参考とする場合があります。

４．授業料の納入
授業料の納入方法は，本学指定の銀行が，学生等の開設した預金口座から自動的に授業料を口座振替する「預金口座振替制度」

となっています。手続きについては，合格通知書とともに送付するパンフレット「授業料の納入について」を参照してください。

授業料 前期分 ２６７，９００円（予定）（年額 ５３５，８００円（予定））

（注）上記の金額は予定額であり，入学時または在学中に授業料が改定された場合には，改定時から新授業料が適用されます。

５．授業料免除
（１）授業料免除の対象者

① 経済的理由によって授業料を納入することが困難であり，かつ，学業成績が優秀である者

② 入学前１年以内（平成２５年４月から平成２６年３月の間）に，学資負担者が死亡し，又は入学する者若しくは学資負担者が

風水害等の災害を受けたことにより，授業料の納入が著しく困難である者

①又は②の事由に該当する者で，授業料免除を願い出た者に対し，選考の上，納入すべき前期分授業料の全額，半額又は一部

を免除することがあります。

（２）授業料免除申請書類の請求

① 金沢大学のHP（金沢大学学生支援サイト）からダウンロードして使用してください。

http://ghp.adm.kanazawa-u.ac.jp/archives/187.html（平成２６年度用申請書類は，平成２６年１月中旬に掲載予定です。）

② 郵便で請求する場合は，封筒の表に「授業料免除申請書類請求」と朱書きし，申請理由，本人氏名，電話番号，受験学域

学類等名，受験番号を記入した書類（様式自由）及び受信者の郵便番号，住所，氏名を記入した返信用封筒（角形２号：２４

区 分 申請書類の請求 申請書類の提出（入学手続期間） 提 出 書 類

前 期 日 程
平成２６年１月

６日（月）から

平成２６年３月１５日（土）まで ・入学料徴収猶予申請書

・申請書に添付されている説明書

に記載してある各種証明書後 期 日 程 平成２６年３月２７日（木）まで

１．入学時に必要な経費
（１）入学料

２８２，０００円（予定）

（注）上記の金額は予定額であり，入学時に入学料が改定された場合には，改定時から新入学料が適用されます。

（２）その他必要な経費は，次のとおりです。なお，医薬保健学域薬学類・創薬科学類の入学者で 3年次後期から薬学類（6年制）

に所属となった者は，2年分を改めて納めることになります。

詳細は合格通知書とともに送付する「入学手続要項」を参照してください。

２．入学料免除
（１）入学料免除の対象者

① 入学前１年以内（平成２５年４月から平成２６年３月の間）に学資負担者が死亡し，又は入学する者若しくは学資負担者が風

水害等の災害を受けたことにより，入学料の納入が著しく困難である者

② 入学前１年以内（平成２５年４月から平成２６年３月の間）に学資負担者が会社の倒産等やむを得ず失職したことにより，入

学料の納入が著しく困難である者

③ 東日本大震災により被災した学資負担者の被災時の住所が，青森県，岩手県，宮城県，福島県，茨城県，栃木県，千葉県

のいずれかである者のうち，当該震災により，自宅が全半壊又は学資負担者が死亡等したことにより，入学料の納入が著し

く困難である者

上記のいずれかの事由に該当する者で入学料免除を願い出た者に対し，選考の上，入学料の全額又は半額を免除することが

あります。

（２）入学料免除申請書類の請求

① 金沢大学のHP（金沢大学学生支援サイト）からダウンロードして使用してください。

http://ghp.adm.kanazawa-u.ac.jp/archives/4672.html（平成２６年度用申請書類は，平成２６年１月上旬に掲載予定です。）

② 郵便で請求する場合は，封筒の表に「入学料免除申請書類請求」と朱書きし，申請理由，本人氏名，電話番号，受験学域

学類等名，受験番号を記入した書類（様式自由）及び受信者の郵便番号，住所，氏名を記入した返信用封筒（角形２号：２４

㎝×３３．２㎝に２００円分の切手を貼付）を同封し４９ページの照会先に送付してください。日数に余裕がない場合は，４７０円分

の切手（速達料金を含む。）を貼付してください。

（３）入学料免除の申請手続

入学料免除を申請する場合は，申請に必要な各種証明書を不足のないように揃えて入学料免除申請書とともに，下記申請書

の提出期間（入学手続期間）中に学生部入試課へ提出してください。

（４）注意事項

① 入学料免除の申請者には，選考結果の通知があるまで入学料の納入を猶予しますが，結果通知前に納入された場合は免除

申請を辞退したものとして取り扱います。

② 選考の結果，半額免除又は不許可になった者が，告知された日から１４日以内に入学料を納入しない場合は，除籍となるの

で注意してください。

なお，半額免除又は不許可になった場合には，入学料徴収猶予を申請することができます。

区 分 申請書類の請求 申請書類の提出（入学手続期間） 提 出 書 類

前 期 日 程
平成２６年１月

６日（月）から

平成２６年３月１５日（土）まで ・入学料免除申請書

・申請書に添付されている説明書

に記載してある各種証明書後 期 日 程 平成２６年３月２７日（木）まで

学生教育研究
災害傷害保険料

人間社会学域（全学類）（4年分）
理工学域（全学類）（4年分）
医薬保健学域（薬学類・創薬科学類，保健学類）（4年分）

3，300 円

医薬保健学域（医学類）（6年分） 4，700 円

学生生活

－ 45 －

学
生
生
活



７．奨学金
奨学金には，日本学生支援機構奨学金，地方公共団体及び民間育英団体のもの等があります。奨学生は，主に学業成績が優秀

で，経済的理由により学資支弁の困難な学生が対象となり，選考の上，決定されます。

（１）日本学生支援機構

① 第一種奨学金（無利子貸与制度），第二種奨学金（有利子貸与制度）があります。

貸与希望者は，学生支援課が行う説明会に出席してください。日時等の詳細は入学後に奨学金関係の掲示板等で確認して

下さい。

② 大学予約奨学生の進学届について

高等学校又は中等教育学校在学中に日本学生支援機構大学奨学生予約採用候補者となっている者は，「採用候補者決定通

知（進学先提出用）」及び角形２号の封筒（返送用（要切手貼付））を学生支援課へ提出してください。（詳しくは，「入学手

続要項」及び掲示でお知らせします。）

（２）その他の奨学金

地方公共団体，民間育英団体などの奨学金があります。

入学後に奨学金関係の掲示板に募集一覧等が掲示されますので，希望する者は，掲示の指示に従ってください。

８．学生寮
（１）学生寮（学生寄宿舎）の概要

本学には，次の３寮があります。

食事は，各寮とも平日の夕食だけです。入浴は，寮内で決定する日程に従ってください。

種 別 貸与月額（平成２５年度実績） 備 考

第 一 種

（ 無 利 子 ）

自宅通学者 ３０，０００円

４５，０００円

本人が，貸与月額を選択できます。

自宅外通学者 ３０，０００円

５１，０００円

第 二 種

（ 有 利 子 ）

３０，０００円

自宅，自宅外 ５０，０００円

通学共通 ８０，０００円

１００，０００円

１２０，０００円

寮 名
男 子 女 子

ほく めい りょう

北 溟 寮
せん がく りょう

泉 学 寮
はく ばい りょう

白 梅 寮

完成年月日 昭和４３年３月２５日 昭和４０年２月２７日 昭和３９年３月３１日

所 在 地
〒９２１－８０３６
金沢市弥生

１丁目２６番５号

〒９２１－８０３１
金沢市野町

５丁目８番１０号

〒９２１－８０３４
金沢市泉野町

２丁目１３番１号

定 員 ３１４人 １６８人 １４０人

募 集 人 員 約２００人 約４０人

構 造 鉄筋コンクリート４階建

居 室 １３．２㎡（約８畳），１部屋に２人，机，椅子，本棚，物入れ付き

共 同 施 設 食堂，自炊室，洗面・洗濯室，浴室，娯楽室，静養室など

生

活

費

寄 宿 料 月額 ７００円

食 費 一食 ３００～４００円（夕食のみ）

運 営 費 月額 約７，０００円（光熱水料，その他）

㎝×３３．２㎝に２００円分の切手を貼付）を同封し４９ページの照会先に送付してください。日数に余裕がない場合は４７０円分の

切手（速達料金を含む。）を貼付してください。

（３）授業料免除申請手続

（４）注意事項

� 授業料免除を申請する場合も，「預金口座振替依頼書」は必ず提出してください。

② 授業料免除申請者は，選考結果の通知があるまで授業料の納入を猶予しますので，その間，授業料の口座振替は行いませ

ん。

③ 選考のため，調査書の学習成績評定及び入学試験成績を参考とする場合があります。

④ 申請は，前期分・後期分でその都度受付けていますが，前期分及び後期分の授業料免除の申請を一括して前期に申請でき

る（後期分については，申請を省略することができる）前期後期一括申請もできます。ただし，以下１～５に該当する者に

ついては，前期後期一括申請をすることはできません。後期申請期間内に後期分の申請を行う必要がありますのでご注意く

ださい。

１．家族の中に６０歳未満で無職（１５歳未満の者及び就学者は除く）の者がいる場合

２．家族の中に長期療養中の者がいる場合及び家計支持者が別居している場合

３．６ヶ月以内に退職金・保険金等一時所得がある世帯の場合

４．前期分と後期分で申請内容（家計状況・家族状況・就学状況等）が変わる見込みが少しでもある場合

（例）学生本人が後期からアルバイトをする予定である，社会人である兄弟等が家族と別居し独立する予定であるなど

５．年度内に休学，退学を予定している場合

また，前期後期一括申請をした場合でも，選考は学期ごとに行います。したがって，前期と後期で，選考結果が異なる場合

もあります。（後期分授業料免除申請時期：毎年９月中旬）

６．金沢大学学生特別支援制度
金沢大学独自の給付型奨学金制度です。

概要

学業部門

学域学生の中から学業成績が特に優れている者を選考し，奨学金を給付します。

研究奨励部門

・学士課程学生の個人又はグループの優れた研究を対象に，経費を助成します。

・修士課程，博士課程及び専門職学位課程の学生を対象に，学会派遣等経費を給付します。

国際交流部門

・私費外国人留学生の中から学業，人物ともに優れている者を選考し，奨学金を給付します。

・本学と派遣留学制度で学術交流協定を締結する海外の大学へ留学する学生を対象に，奨励金を給付します。

キャリア教育部門

日本企業の海外展開等に興味・関心のある学生を，海外インターンシップ支援として北陸銀行に推薦します。

他の支援制度との関係について

（１）他の奨学金について

日本学生支援機構奨学金等の奨学金を給付又は貸与されている場合であっても本奨学金の給付対象となります。

（２）授業料免除制度について

本奨学金を受給していても，本学の授業料免除制度により免除を受けることは可能です。

申請書類の請求 申請書類の提出期間 申請書類の提出先 提 出 書 類

平成２６年１月

６日（月）から

平成２６年３月１７日（月）から

４月１日（火）まで （必着）

土曜日及び日曜日を除き

午前９時から午後５時まで

合格通知書とともに

送付する「入学手続

要項」を参照

・授業料免除申請書

・申請書に添付されている説明書に記載して

ある各種証明書
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７．奨学金
奨学金には，日本学生支援機構奨学金，地方公共団体及び民間育英団体のもの等があります。奨学生は，主に学業成績が優秀

で，経済的理由により学資支弁の困難な学生が対象となり，選考の上，決定されます。

（１）日本学生支援機構

① 第一種奨学金（無利子貸与制度），第二種奨学金（有利子貸与制度）があります。

貸与希望者は，学生支援課が行う説明会に出席してください。日時等の詳細は入学後に奨学金関係の掲示板等で確認して

下さい。

② 大学予約奨学生の進学届について

高等学校又は中等教育学校在学中に日本学生支援機構大学奨学生予約採用候補者となっている者は，「採用候補者決定通

知（進学先提出用）」及び角形２号の封筒（返送用（要切手貼付））を学生支援課へ提出してください。（詳しくは，「入学手

続要項」及び掲示でお知らせします。）

（２）その他の奨学金

地方公共団体，民間育英団体などの奨学金があります。

入学後に奨学金関係の掲示板に募集一覧等が掲示されますので，希望する者は，掲示の指示に従ってください。

８．学生寮
（１）学生寮（学生寄宿舎）の概要

本学には，次の３寮があります。

食事は，各寮とも平日の夕食だけです。入浴は，寮内で決定する日程に従ってください。

種 別 貸与月額（平成２５年度実績） 備 考

第 一 種

（ 無 利 子 ）

自宅通学者 ３０，０００円

４５，０００円

本人が，貸与月額を選択できます。

自宅外通学者 ３０，０００円

５１，０００円

第 二 種

（ 有 利 子 ）

３０，０００円

自宅，自宅外 ５０，０００円

通学共通 ８０，０００円

１００，０００円

１２０，０００円

寮 名
男 子 女 子

ほく めい りょう

北 溟 寮
せん がく りょう

泉 学 寮
はく ばい りょう

白 梅 寮

完成年月日 昭和４３年３月２５日 昭和４０年２月２７日 昭和３９年３月３１日

所 在 地
〒９２１－８０３６
金沢市弥生

１丁目２６番５号

〒９２１－８０３１
金沢市野町

５丁目８番１０号

〒９２１－８０３４
金沢市泉野町

２丁目１３番１号

定 員 ３１４人 １６８人 １４０人

募 集 人 員 約２００人 約４０人

構 造 鉄筋コンクリート４階建

居 室 １３．２㎡（約８畳），１部屋に２人，机，椅子，本棚，物入れ付き

共 同 施 設 食堂，自炊室，洗面・洗濯室，浴室，娯楽室，静養室など

生

活

費

寄 宿 料 月額 ７００円

食 費 一食 ３００～４００円（夕食のみ）

運 営 費 月額 約７，０００円（光熱水料，その他）

㎝×３３．２㎝に２００円分の切手を貼付）を同封し４９ページの照会先に送付してください。日数に余裕がない場合は４７０円分の

切手（速達料金を含む。）を貼付してください。

（３）授業料免除申請手続

（４）注意事項

� 授業料免除を申請する場合も，「預金口座振替依頼書」は必ず提出してください。

② 授業料免除申請者は，選考結果の通知があるまで授業料の納入を猶予しますので，その間，授業料の口座振替は行いませ

ん。

③ 選考のため，調査書の学習成績評定及び入学試験成績を参考とする場合があります。

④ 申請は，前期分・後期分でその都度受付けていますが，前期分及び後期分の授業料免除の申請を一括して前期に申請でき

る（後期分については，申請を省略することができる）前期後期一括申請もできます。ただし，以下１～５に該当する者に

ついては，前期後期一括申請をすることはできません。後期申請期間内に後期分の申請を行う必要がありますのでご注意く

ださい。

１．家族の中に６０歳未満で無職（１５歳未満の者及び就学者は除く）の者がいる場合

２．家族の中に長期療養中の者がいる場合及び家計支持者が別居している場合

３．６ヶ月以内に退職金・保険金等一時所得がある世帯の場合

４．前期分と後期分で申請内容（家計状況・家族状況・就学状況等）が変わる見込みが少しでもある場合

（例）学生本人が後期からアルバイトをする予定である，社会人である兄弟等が家族と別居し独立する予定であるなど

５．年度内に休学，退学を予定している場合

また，前期後期一括申請をした場合でも，選考は学期ごとに行います。したがって，前期と後期で，選考結果が異なる場合

もあります。（後期分授業料免除申請時期：毎年９月中旬）

６．金沢大学学生特別支援制度
金沢大学独自の給付型奨学金制度です。

概要

学業部門

学域学生の中から学業成績が特に優れている者を選考し，奨学金を給付します。

研究奨励部門

・学士課程学生の個人又はグループの優れた研究を対象に，経費を助成します。

・修士課程，博士課程及び専門職学位課程の学生を対象に，学会派遣等経費を給付します。

国際交流部門

・私費外国人留学生の中から学業，人物ともに優れている者を選考し，奨学金を給付します。

・本学と派遣留学制度で学術交流協定を締結する海外の大学へ留学する学生を対象に，奨励金を給付します。

キャリア教育部門

日本企業の海外展開等に興味・関心のある学生を，海外インターンシップ支援として北陸銀行に推薦します。

他の支援制度との関係について

（１）他の奨学金について

日本学生支援機構奨学金等の奨学金を給付又は貸与されている場合であっても本奨学金の給付対象となります。

（２）授業料免除制度について

本奨学金を受給していても，本学の授業料免除制度により免除を受けることは可能です。

申請書類の請求 申請書類の提出期間 申請書類の提出先 提 出 書 類

平成２６年１月

６日（月）から

平成２６年３月１７日（月）から

４月１日（火）まで （必着）

土曜日及び日曜日を除き

午前９時から午後５時まで

合格通知書とともに

送付する「入学手続

要項」を参照

・授業料免除申請書

・申請書に添付されている説明書に記載して

ある各種証明書
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ンから履修登録，授業での教員との連絡，e-learning 教材による自習，レポートの提出，成績確認等を行います。更に，健康

診断結果や，就職支援をはじめ学生生活全般に関する情報の取得や連絡がネットワークを介して行われます。入学後すぐの

１年次前期には，全学生必修科目「情報処理基礎」が開講され，各自の携帯型パソコンを教室でネットワークに接続し，情報

ネットワークの安全な利用方法，各学類毎に必要なソフトウェアの利用方法等を学びます。

特別な事情がない限り，本学入学時までに携帯型パソコンをご用意ください。

（２）携帯型パソコンの条件

平成２６年度入学生のための携帯型パソコンの必要条件，金沢大学生協から提供予定の金沢大学オリジナルモデルの案内につ

いては，合格通知の際にお知らせします。必要条件を満たしているパソコンをお持ちの場合には新たにパソコンを購入いただ

く必要はありませんが，新規購入を検討される場合には，合格通知に同封される情報をご確認の後に購入して下さい。

（３）マイクロソフト包括（全学）ライセンスについて

本学ではマイクロソフト社のソフトウェア（Office 等）についての包括（全学）ライセンス契約を平成２６年度も継続する予

定です。この場合，本学の新入学（編入）生は，Office ソフトウェアを金沢大学生協にて１千円で購入可能です。

（４）携帯型パソコンの無償貸与について

経済的事情により携帯型パソコンを用意することが困難な場合には，大学所有のパソコンを半年間（更新も可能）無償貸与

します。入学料免除申請者および入学料徴収猶予申請者を対象学生としますので，これらの申請時に貸与の申し込みを行って

下さい。

１３．申請書類等の請求及び照会先

項 目 請 求 及 び 照 会 先

○入 学 料 免 除
○入 学 料 徴 収 猶 予
○授 業 料 免 除

〒９２０－１１９２ 金沢市角間町
学生部学生支援課

学生支援係 電話 ０７６－２６４－５１６４

○奨 学 金
（私費外国人留学生を除く）

〒９２０－１１９２ 金沢市角間町
学生部学生支援課

学生支援係 電話 ０７６－２６４－５１７０

○学 生 寮
〒９２０－１１９２ 金沢市角間町

学生部学生支援課
学生相談係 電話 ０７６－２６４－５１６７

○奨学金（私費外国人留学生）
〒９２０－１１９２ 金沢市角間町

国際機構支援室
留学生係 電話 ０７６－２６４－５１９３

○学生教育研究災害傷害保険 〒９２０－１１９２ 金沢市角間町 保健管理センター事務室 電話 ０７６－２６４－５２５４

（２）入寮願の請求

学生寮への入寮希望者は，下記のいずれかの方法で入寮願を取りよせてください。また，男子寮と女子寮では，入寮願が異

なりますので注意してください。

① 金沢大学HP（金沢大学学生支援サイトK-WING）からダウンロード

http://ghp.adm.kanazawa-u.ac.jp/archives/１９６．html

② 郵送による請求

返信用封筒（長形３号：１２�×２３．５� 受信者の郵便番号・住所・氏名を明記し，９０円切手を貼付）を学生支援課学生相

談係あて送付してください。また，返信用封筒を送付する封筒の表には「男子寮入寮願請求」又は「女子寮入寮願請求」と

必ず朱書きをしておいてください。

なお，入寮願の提出期間までに日数の余裕がない場合は，返信用封筒及び送付用封筒に速達料金分の切手（２７０円）を追加

しておいてください。

（請求先 ４９ページ参照）

（３）入寮願の提出期間等

（４）注意事項

女子寮の入寮願の提出時には，主たる家計支持者の所得に関する証明書類が必要となります。提出期間に間に合うようあら

かじめ「平成２５年分の源泉徴収票又は確定申告の写（平成２５年分の確定申告前の場合は平成２４年分の所得・課税証明）」を準

備しておき，入寮願提出時にあわせて提出してください。入寮願の請求時に添付する必要はありません。

また，両親が共に有職者である場合は，所得金額確認のため父母両方の所得に関する証明書類が必要となります。

９．アルバイト
学資補助のためやむを得ずアルバイトをする学生のために，金沢大学生活協同組合においてアルバイトの紹介業務を行ってい

ます。

１０．保健管理センター
保健管理センターでは，学生の心身の健康の保持及び増進を図るため，医師，カウンセラー，看護師等によって，定期健康診

断をはじめ，健康相談，健康指導，学生相談，応急措置等を行っています。

１１．学生教育研究災害傷害保険
学生教育研究災害傷害保険は，学生が①国内外における教育研究活動中の急激かつ偶然な外来の事故，②通学中の事故・学校

施設等相互間の移動中に発生した事故によって身体に傷害を被った場合の救済のため，全国の大学・短期大学の学生を対象と

し，公益財団法人日本国際教育支援協会が取り扱っている補償制度です。

本学では，学生生活における事故等に備え，必要な保険に加入することを強く推奨しています。

１２．携帯型パソコンの用意について
（１）本学での学習，研究生活

インターネットが広く普及した現代のネットワーク社会で活躍できるように，本学の教育目標では，理系・文系を問わず「高

度情報化社会に対応できる情報処理の基礎能力・総合力を持った人材育成」を重視しています。キャンパス内のほとんどの場

所で無線 LAN整備が完了し，ポータルサイト「アカンサスポータル」がネットワーク利用の入り口となっています。

入学生の皆様にはそれぞれ携帯型パソコンをご用意いただき，ネットワークに接続してアカンサスポータルに入り，パソコ

区 分 提 出 期 間 入寮願の提出先 選 考 結 果 の 発 表

前期日程
平成２６年２月１４日（金）～

平成２６年２月２０日（木）（必着） 請求及び

照会先に同じ

平成２６年３月１０日（月）

後期日程
平成２６年３月７日（金）～

平成２６年３月１３日（木）（必着）
平成２６年３月２４日（月）

提出期間後の入寮希望者については，欠員がある場合に限り，入寮を許可することがあります。
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ンから履修登録，授業での教員との連絡，e-learning 教材による自習，レポートの提出，成績確認等を行います。更に，健康

診断結果や，就職支援をはじめ学生生活全般に関する情報の取得や連絡がネットワークを介して行われます。入学後すぐの

１年次前期には，全学生必修科目「情報処理基礎」が開講され，各自の携帯型パソコンを教室でネットワークに接続し，情報

ネットワークの安全な利用方法，各学類毎に必要なソフトウェアの利用方法等を学びます。

特別な事情がない限り，本学入学時までに携帯型パソコンをご用意ください。

（２）携帯型パソコンの条件

平成２６年度入学生のための携帯型パソコンの必要条件，金沢大学生協から提供予定の金沢大学オリジナルモデルの案内につ

いては，合格通知の際にお知らせします。必要条件を満たしているパソコンをお持ちの場合には新たにパソコンを購入いただ

く必要はありませんが，新規購入を検討される場合には，合格通知に同封される情報をご確認の後に購入して下さい。

（３）マイクロソフト包括（全学）ライセンスについて

本学ではマイクロソフト社のソフトウェア（Office 等）についての包括（全学）ライセンス契約を平成２６年度も継続する予

定です。この場合，本学の新入学（編入）生は，Office ソフトウェアを金沢大学生協にて１千円で購入可能です。

（４）携帯型パソコンの無償貸与について

経済的事情により携帯型パソコンを用意することが困難な場合には，大学所有のパソコンを半年間（更新も可能）無償貸与

します。入学料免除申請者および入学料徴収猶予申請者を対象学生としますので，これらの申請時に貸与の申し込みを行って

下さい。

１３．申請書類等の請求及び照会先

項 目 請 求 及 び 照 会 先

○入 学 料 免 除
○入 学 料 徴 収 猶 予
○授 業 料 免 除

〒９２０－１１９２ 金沢市角間町
学生部学生支援課

学生支援係 電話 ０７６－２６４－５１６４

○奨 学 金
（私費外国人留学生を除く）

〒９２０－１１９２ 金沢市角間町
学生部学生支援課

学生支援係 電話 ０７６－２６４－５１７０

○学 生 寮
〒９２０－１１９２ 金沢市角間町

学生部学生支援課
学生相談係 電話 ０７６－２６４－５１６７

○奨学金（私費外国人留学生）
〒９２０－１１９２ 金沢市角間町

国際機構支援室
留学生係 電話 ０７６－２６４－５１９３

○学生教育研究災害傷害保険 〒９２０－１１９２ 金沢市角間町 保健管理センター事務室 電話 ０７６－２６４－５２５４

（２）入寮願の請求

学生寮への入寮希望者は，下記のいずれかの方法で入寮願を取りよせてください。また，男子寮と女子寮では，入寮願が異

なりますので注意してください。

① 金沢大学HP（金沢大学学生支援サイトK-WING）からダウンロード

http://ghp.adm.kanazawa-u.ac.jp/archives/１９６．html

② 郵送による請求

返信用封筒（長形３号：１２�×２３．５� 受信者の郵便番号・住所・氏名を明記し，９０円切手を貼付）を学生支援課学生相

談係あて送付してください。また，返信用封筒を送付する封筒の表には「男子寮入寮願請求」又は「女子寮入寮願請求」と

必ず朱書きをしておいてください。

なお，入寮願の提出期間までに日数の余裕がない場合は，返信用封筒及び送付用封筒に速達料金分の切手（２７０円）を追加

しておいてください。

（請求先 ４９ページ参照）

（３）入寮願の提出期間等

（４）注意事項

女子寮の入寮願の提出時には，主たる家計支持者の所得に関する証明書類が必要となります。提出期間に間に合うようあら

かじめ「平成２５年分の源泉徴収票又は確定申告の写（平成２５年分の確定申告前の場合は平成２４年分の所得・課税証明）」を準

備しておき，入寮願提出時にあわせて提出してください。入寮願の請求時に添付する必要はありません。

また，両親が共に有職者である場合は，所得金額確認のため父母両方の所得に関する証明書類が必要となります。

９．アルバイト
学資補助のためやむを得ずアルバイトをする学生のために，金沢大学生活協同組合においてアルバイトの紹介業務を行ってい

ます。

１０．保健管理センター
保健管理センターでは，学生の心身の健康の保持及び増進を図るため，医師，カウンセラー，看護師等によって，定期健康診

断をはじめ，健康相談，健康指導，学生相談，応急措置等を行っています。

１１．学生教育研究災害傷害保険
学生教育研究災害傷害保険は，学生が①国内外における教育研究活動中の急激かつ偶然な外来の事故，②通学中の事故・学校

施設等相互間の移動中に発生した事故によって身体に傷害を被った場合の救済のため，全国の大学・短期大学の学生を対象と

し，公益財団法人日本国際教育支援協会が取り扱っている補償制度です。

本学では，学生生活における事故等に備え，必要な保険に加入することを強く推奨しています。

１２．携帯型パソコンの用意について
（１）本学での学習，研究生活

インターネットが広く普及した現代のネットワーク社会で活躍できるように，本学の教育目標では，理系・文系を問わず「高

度情報化社会に対応できる情報処理の基礎能力・総合力を持った人材育成」を重視しています。キャンパス内のほとんどの場

所で無線 LAN整備が完了し，ポータルサイト「アカンサスポータル」がネットワーク利用の入り口となっています。

入学生の皆様にはそれぞれ携帯型パソコンをご用意いただき，ネットワークに接続してアカンサスポータルに入り，パソコ

区 分 提 出 期 間 入寮願の提出先 選 考 結 果 の 発 表

前期日程
平成２６年２月１４日（金）～

平成２６年２月２０日（木）（必着） 請求及び

照会先に同じ

平成２６年３月１０日（月）

後期日程
平成２６年３月７日（金）～

平成２６年３月１３日（木）（必着）
平成２６年３月２４日（月）

提出期間後の入寮希望者については，欠員がある場合に限り，入寮を許可することがあります。
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県道＜金沢・井波線＞
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人間社会第2講義棟人間社会第2講義棟

人間社会第1講義棟人間社会第1講義棟

大学会館大学会館

事務局本部棟
保健管理センター

至金沢市街

市道〈中山道〉

自然科学1号館自然科学1号館自然科学1号館

自然科学1号館自然科学2号館自然科学2号館

自然科学1号館自然科学3号館自然科学3号館

環状道路｠

体育館体育館

県道＜金沢・井波線＞｠ 至富山｠

バス停「金沢大学」（終点）バス停「金沢大学」（終点）

バス停「金沢大学中央」

事務局本部棟｠
保健管理センター｠

附属図書館｠

至金沢市街｠

角間大橋｠

自自然科学本館

自然科学大講義棟

角
間
川

角
間
川

自然科学5号館自然科学5号館

市道〈中山道〉

自然科学図書館・
南福利施設
自然科学図書館・｠
南福利施設｠

バス停「金沢大学中央」

バス停「金沢大学自然研前」バス停「金沢大学自然研前」

がん進展制御
研究所

総合教育講義棟総合教育講義棟

立　体
駐車場

医
学
類
記
念
館

附属病院

（建設中）

（取り壊し予定）

十
全
講
堂

医
学
図
書
館

２．金沢大学キャンパス配置図

�角間キャンパス
人間社会学域

理工学域
医薬保健学域
（薬学類・創薬科学類）

�宝町キャンパス �鶴間キャンパス

医薬保健学域
（保健学類）

医薬保健学域
（医学類）

野町駅

泉学寮

北溟寮

白梅寮

キャンパス名 学 域 等 交 通 機 関

かく ま

角 間 事務局（学生部）
理 工 学 域
医 薬 保 健 学 域
薬 学 類
創 薬 科 学 類

・JR金沢駅東口バスターミナルから北陸鉄道バス
「金沢大学」行き乗車

「金沢大学自然研
前」下車 約３５分

総 合 教 育 棟
大 学 会 館

「金沢大学中央」下
車 約３８分

人 間 社 会 学 域
「金沢大学」終点下
車 約４０分

たから まち

宝 町 医 薬 保 健 学 域
（ 医 学 類 ）

JR金沢駅東口又は西口バスターミナルから北陸鉄
道バス「湯涌温泉」「東部車庫（橋場町経由）」「北陸
大学」「金沢学院大学（橋場町経由）」行きのいずれ
かに乗車

こ だつ の

「小立野」又は
「大学病院前」
下車 約２０分

つる ま

鶴 間 医 薬 保 健 学 域
（ 保 健 学 類 ）

キャンパスマップ

１．金沢大学所在地略図

（注）乗り場のあるバスターミナルを事前に確認した上で、利用してください。
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（注）乗り場のあるバスターミナルを事前に確認した上で、利用してください。
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前 期 日 程

医薬保健学域医学類第 1段階選抜合格者発表
2 月 12 日（水）午後 4時（予定）

個 別 学 力 検 査
2 月 25 日（火），26日（水）

※26 日（水）は医薬保健学域医学類の面接のみ

合 格 者 発 表
3 月 8日（土）午後 2時（予定）

入 学 手 続
3 月 15 日（土）まで

※郵送は 3月 14 日（金）必着

持込みは 3月 15 日（土）のみ

平成 26年度 入学者選抜（一般入試）日程の概要

後 期 日 程

個 別 学 力 検 査
3 月 12 日（水）

合 格 者 発 表
3 月 22 日（土）午前 10時（予定）

入 学 手 続
3 月 27 日（木）まで

※郵送は 3月 26 日（水）必着

持込みは 3月 27 日（木）のみ

出 願 期 間
平成 26年 1月 27 日（月）～2月 5日（水） ※郵送のみ

受 験 票 発 送
2 月 13 日（木）頃 ※医薬保健学域医学類前期日程のみ 2月 8日（土）頃

追 加 合 格 者 の 決 定 3 月 28 日（金）～

入 学 4 月



この学生募集要項を希望される方は、以下のいずれかの方法によって申し込んでください。

１ 金沢大学のホームページから資料請求をする場合
金沢大学のホームページから直接，テレメールによる資料請求ができます。
詳しくは，金沢大学入試情報ホームページ
（http://www.kanazawa-u.ac.jp/enter/admission/index.html）をご覧ください。

２ テレメールで請求する場合（インターネット，電話）
� インターネット（携帯電話・パソコン・スマートフォン）又は電話を利用してください。

� 資料請求番号（６桁）をプッシュ又は入力してください。

� ガイダンスに従ってお届け先を登録してください。
※ テレメールをご利用済みの方はお届け先の登録は不要です。
※ 請求から２～３日後に資料が届きます。ただし，受付時間や地域，配達事情によっては
４日以上かかる場合もあります。５日以上経っても届かない場合はテレメールカスタマー
センターまでお問い合わせください。
なお，発送開始日以前の請求分は発送開始日に一斉に発送されます。

※ 料金はお届けする資料に同封の支払い方法に従ってお支払いください。なお，支払い手
数料が別途必要になります（ケータイ払いは５０円。コンビニ支払いは８４円。ゆうちょ銀行・
郵便局のATM扱いは８０円，窓口扱いは１２０円。複数資料の料金をまとめて支払うことも
できます。）

３ 郵便局で請求する場合
郵便局（旧普通郵便局に限る）に設置されている「国公私立大学・短期大学及び通信教育課
程，大学校募集要項（願書）請求申込書」（郵便局用願書請求カタログ）に必要事項を記入の
うえ，料金（２�の表と同じ）と払込手数料１２０円を添えて，最寄りのゆうちょ銀行又は郵便
局の貯金窓口で申し込んでください。受付から１週間程度で送付されます。（発送開始以前の
申し込みは発送開始の翌日から３日程度で届きます。）

→ １，２，３の方法による請求についての問い合わせ先
テレメールカスタマーセンター 電話 ０５０－８６０１－０１０２

（午前９時３０分から午後６時まで）
４ 金沢大学へ直接請求する場合
郵送を希望する場合は，受信者の郵便番号，住所，氏名を明記し２１０円分の郵便切手を貼付
した返信用封筒（角形２号約３３㎝×約２４�）を同封のうえ，封筒の表に「一般入試学生募集要
項請求」と朱書し，請求してください。
なお，同時に「大学案内」を希望される方は，２１０円に代えて３４０円分の郵便切手を貼付して
ください。
請求先・問い合わせ先
金沢大学学生部入試課入学試験係

〒９２０－１１９２ 金沢市角間町
電話 ０７６－２６４－５１６９，５１７７～５１７９

電話での問い合わせは平日（月～金）午前９時から午後５時までに行ってください。

インターネット
（携帯電話・パソコン・スマートフォン）の場合 電話の場合

http://telemail.jp

IP電話
０５０－８６０１－０１０１

（一般電話回線からの通話料金は日本全

国どこからでも３分毎に約１１円です。）
バーコード

資料名 資料請求番号 送料
一般入試学生募集要項 ９５７９７０ ２１０円
一般入試学生募集要項＋大学案内 ９５７９７１ ３４０円

テレメール

携帯電話・スマートフォンでバーコードを読み取り
アクセスした場合は，資料請求番号の入力は不要です。
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